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平成２９年第１回那須烏山市議会３月定例会（第１日） 

 

平成２９年２月２８日（火） 

                          開会 午前１０時００分 

                          散会 午後 ５時５８分 

 

◎出席議員（１８名） 

     １番  相 馬 正 典          ２番  小 堀 道 和 

     ３番  滝 口 貴 史          ４番  矢 板 清 枝 

     ５番  望 月 千登勢          ６番  田 島 信 二 

     ７番  川 俣 純 子          ８番  渋 井 由 放 

     ９番  久保居 光一郎         １０番  渡 辺 健 寿 

    １１番  髙 徳 正 治         １２番  佐 藤 昇 市 

    １３番  沼 田 邦 彦         １４番   山 隆四郎 

    １５番  中 山 五 男         １６番  髙 田 悦 男 

    １７番  小 森 幸 雄         １８番  平 塚 英 教 

◎欠席議員（なし） 

◎説明のため出席した者の職氏名 

    市長            大 谷 範 雄 

    副市長           國 井   豊 

    教育長           田 代 和 義 

    会計管理者兼会計課長    羽 石 徳 雄 

    総合政策課長        坂 本 正 一 

    まちづくり課長       佐 藤 博 樹 

    総務課長          清 水 敏 夫 

    税務課長          小 口 久 男 

    市民課長          佐 藤 加代子 

    福祉事務所長兼健康福祉課長 福 田   守 

    こども課長         齋 藤   進 

    農政課長          糸 井 美智子 

    商工観光課長        石 川   浩 

    環境課長          薄 井 時 夫 



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－4－ 

    都市建設課長        小田倉   浩 

    上下水道課長        奥 澤 隆 夫 

    学校教育課長        岩 附 利 克 

    生涯学習課長        柳 田 啓 之 

    文化振興課長        両 方   裕 

◎事務局職員出席者 

    事務局長          水 沼   透 

    書  記          大 鐘 智 夫 

    書  記          塩野目 庸 子 

 



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－5－ 

○議事日程 

   日程 第 １ 会議録署名議員の指名について（議長提出） 

   日程 第 ２ 会期の決定について（議長提出） 

   日程 第 ３ 発議第 １号 那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について（委員 

                 長提出） 

   日程 第 ４ 発議第 ２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正につ 

                 いて（委員長提出） 

   日程 第 ５ 議案第３６号 那須烏山市監査委員の選任同意について（市長提出） 

   日程 第 ６ 議案第３７号 人権擁護委員候補者の推薦について（市長提出） 

   日程 第 ７ 議案第１８号 那須烏山市中小企業振興基本条例の制定について（市長 

                 提出） 

   日程 第 ８ 議案第１９号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山市行政手続に 

                 おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す 

                 る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供 

                 に関する条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第 ９ 議案第２０号 那須烏山市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動 

                 の公費負担に関する条例の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１０ 議案第２１号 那須烏山市職員の分限の手続及び効果に関する条例の一 

                 部改正について（市長提出） 

   日程 第１１ 議案第２２号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例 

                 等の一部改正について（市長提出） 

   日程 第１２ 議案第２３号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関 

                 する条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第１３ 議案第２４号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、給与そ 

                 の他の勤務条件に関する条例の一部改正について（市長 

                 提出） 

   日程 第１４ 議案第２５号 那須烏山市税条例等の一部改正について（市長提出） 

   日程 第１５ 議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条例等の一部改正 

                 について（市長提出） 

   日程 第１６ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備 

                 及び運営の基準等に関する条例の一部改正について（市 
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                 長提出） 

   日程 第１７ 議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正 

                 について（市長提出） 

   日程 第１８ 議案第２９号 那須烏山放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す 

                 る基準を定める条例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第１９ 議案第３０号 那須烏山市民ふれあい農園設置、管理及び使用料条例等 

                 の一部改正等について（市長提出） 

   日程 第２０ 議案第３１号 那須烏山市ふれあい交流体験館設置、管理及び使用料条 

                 例の一部改正について（市長提出） 

   日程 第２１ 議案第３２号 那須烏山市工場立地法準則条例の一部改正について（市 

                 長提出） 

   日程 第２２ 議案第３３号 那須烏山市公民館設置、管理及び使用料条例の一部改正 

                 について（市長提出） 

   日程 第２３ 議案第３４号 那須烏山市自家用有償バス事業基金設置及び管理条例の 

                 廃止について（市長提出） 

   日程 第２４ 議案第３５号 那須烏山市農業者健康増進施設設置及び管理条例の廃止 

                 について（市長提出） 

   日程 第２５ 議案第１０号 平成２８年度那須烏山市一般会計補正予算（第４号）に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第２６ 議案第１１号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算 

                 （第２号）について（市長提出） 

   日程 第２７ 議案第１２号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予 

                 算（第１号）について（市長提出） 

   日程 第２８ 議案第１３号 平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第 

                 ３号）について（市長提出） 

   日程 第２９ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正 

                 予算（第１号）について（市長提出） 

   日程 第３０ 議案第１５号 平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算 

                 （第２号）について（市長提出） 

   日程 第３１ 議案第１６号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算 

                 （第２号）について（市長提出） 

   日程 第３２ 議案第１７号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第２ 
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                 号）について（市長提出） 

   日程 第３３ 議案第 １号 平成２９年度那須烏山市一般会計予算について（市長提 

                 出） 

   日程 第３４ 議案第 ２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第３５ 議案第 ３号 平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第３６ 議案第 ４号 平成２９年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第３７ 議案第 ５号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計予算について 

                 （市長提出） 

   日程 第３８ 議案第 ６号 平成２９年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予算 

                 について（市長提出） 

   日程 第３９ 議案第 ７号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計予算につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第４０ 議案第 ８号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第４１ 議案第 ９号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計予算について（市 

                 長提出） 

   日程 第４２ 議案第３８号 南那須地区広域行政事務組合規約の変更について（市長 

                 提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開会］ 

○議長（渡辺健寿）  皆さん、おはようございます。傍聴席には大勢の皆さんにおいでいた

だきまして、大変ありがとうございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 ただいま出席している議員は１８名全員です。定足数に達しておりますので、平成２９年第

１回那須烏山市議会３月定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に報告いたします。地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課長

の出席を求めておりますので御了解願います。 

 次に、本日からの定例会に当たり、去る２月２１日に議会運営委員会を開き、議会運営委員

会の決定に基づき会期及び日程を編成いたしましたので、御協力くださるようお願いいたしま

す。 

                                    

     ◎市長挨拶 

 

○議長（渡辺健寿）  ここで、市長の挨拶とあわせ行政報告を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇 挨拶〕 

○市長（大谷範雄）  皆様、おはようございます。平成２９年第１回那須烏山市議会３月定

例会の開会に当たりまして、御挨拶申し上げます。 

 議員各位におかれましては、年度末に当たり何かと御多用、御多忙の中を御参集賜りまして、

まことにありがとうございます。 

 今期定例会、当初予算案９件、補正予算案８件、条例案１８件、人事案２件、議決案１件、

計３８議案、上程させていただきます。執行部一同、誠心誠意務めさせていただきます。何と

ぞ慎重審議を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 主たるものにつきまして、行政報告をさせていただきます。１月から２月にかけて市内各地

区で市政懇談会を開催いたしました。多くの市民の皆様方に御参加いただきまして、市民の皆

様方からは多岐にわたる貴重な御意見をいただきまして、感謝を申し上げる次第であります。

懇談会で出されました意見、要望等につきましては、できる限り市政に反映できるよう努力を

してまいる所存でございます。 

 １月８日には、平成２９年那須烏山市成人式を凮月カントリー倶楽部にて開催いたしており

ます。ことしは２６４人が成人を迎えまして、うち８割に当たる２０５人が式典に出席いたし

ました。本市の人口減少対応は、待ったなしの状況でございます。新成人の皆様方に那須烏山
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市が住みたいまち、住み続けたいまちと感じていただくためにも、魅力あるまちづくりの推進

を改めて肝に銘じたところであります。 

 １月１１日は、高根沢町、栃木銀行及び東日本旅客鉄道とともに、ＪＲ烏山線沿線まちづく

り推進協議会を設立いたしました。この協議会では、地方創生推進交付金事業といたしまして、

今年度から平成３０年度まで３カ年間の事業年度といたしましておりまして、今年度は烏山高

等学校、高根沢高等学校と企業のコラボレーションによる地域資源創出、マーケティングのた

めの調査活動等を実施しているところでございます。来年度以降につきましては、モニターツ

アーの実施、広域連携のマルシェの開催、周遊観光イベント等の開催を予定いたしております。

これらを実施することによりまして、広域連携による地域一体となりましたにぎわいを創出し

て、稼ぐ力につながるまちづくりができるものと、このように期待をいたしています。 

 １月２０日には、教育長、教育委員並びに私をメンバーといたします総合教育会議を開催い

たしました。教育に関する諸問題につきまして議論を交わしました。会議では、今年度から始

まりましたスーパーティーチャー事業に係る実績の報告等につきまして、意見交換を行ってお

ります。スーパーティーチャー事業につきましては、各学校から１名を選出いたしまして、学

力が全国でも上位に位置しております福井県福井市に派遣いたしまして、指導方法等について

習得してもらいました。その後、その先生方が指導者となって、それぞれの学校内において指

導方法等の研修を行い、先生方の指導力の全体的なレベルアップが図られたとのことでござい

まして、今後、子供たちの学力向上につながるものと、このように考えております。 

 総合教育会議につきましては、今後も年２回程度、開催いたしまして、意見交換等を行いま

して、教育施策に反映させていきたいと、このように考えております。 

 ２月５日には、ユネスコ無形文化遺産登録記念講演会が、連携を組んでおります鹿沼市の市

民文化センターにおいて開催されました。両市の市民合わせまして約９００人の参加者でござ

いまして、両市住民の皆さん方のお祭りに対する関心の高さを感じることができました。今後

も鹿沼市と連携をし、各種の事業に取り組んでまいることといたしております。 

 ２月２６日には、まちづくり研究会による活動報告会が開かれました。１０団体から、活動

内容の発表がございました。特に烏山高等学校と足利工業大学が共同で取り組みました鉄道唱

歌に係る発表が極めて興味深く、「ＪＲ烏山線の鉄道唱歌を活用した地域活性化に向けた取り

組み～『烏寶線鉄道唱歌』の発掘から、『現代版鉄道唱歌』制作を踏まえて～」と題し、烏山

線沿線の観光ポイントを押さえた１７番までの歌となっておりまして、今後はジオパークとの

連携を図った取り組みを進めてまいりたいと思います。 

 また、ほかに宇都宮共和大学等４大学、野うさぎくらぶ等の団体の発表等をお聞きいたしま

したが、いずれも地域の活性化につながるすばらしい活動でございました。 
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 本３月定例会におきまして、当初予算を上程することとなりますが、本市の地方創生の取り

組みは、既に国の地方創生先行型交付金、あるいは地方創生加速化交付金、これを活用した事

業の推進を図っておりますが、今後も地方創生推進交付金、地方創生拠点整備交付金を活用し、

まち・ひと・しごと創生総合戦略を重点的に進めていくことにいたしております。 

 那須烏山市総合戦略につきましては、４つの基本目標といたしまして、安定した雇用の創出、

流入人口の増加、若い世代への支援、時代に合った地域づくり、これを設定いたしまして、各

種事業を全力で推進をしてまいります。 

 本市を取り巻く情勢は、決して楽観できるものではございません。しかしながら、本市には

歴史的文化遺産、観光資源、豊かな農林水産物など、多分野にわたりまして多くの資源がござ

います。これらの資源をさらに磨き上げていくことが本市の地方創生の原点であると、このよ

うに考えております。今後も市民の皆様を初め、企業、農商工団体、自治会等との官民協働、

さらには将来を担う若い世代の魅力ある提案等を取り入れながら、これまで一貫して進めてま

いりました教育・福祉・医療対策のさらなる充実を図りながら、産学官金オール那須烏山体制

で、「みんなの知恵と協働によるひかり輝くまちづくり」の実現のために、総力を挙げて努め

てまいりたいと考えております。 

 結びに、今定例会におきまして、３８議案上程させていただきますが、改めて慎重審議を賜

りますことを重ねてお願いを申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

○議長（渡辺健寿）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第８７条の規定により、議長において指名いたします。会議録署名議員に、 

        １８番 平塚英教議員 

         １番 相馬正典議員を指名いたします。 

                                    

     ◎日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。この定例会の会期は、さきに送付したとおり、本日から３月１６日まで

の１７日間としたいと思いますが、御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１７日間に決定いたしました。なお、会期中の会議の日程は、送付

してあります会期日程表により行いますので御協力願います。 

 日程第３ 発議第１号 那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について、及び日程第

４ 発議第２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正については、関連があり

ますことから、一括議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第３ 発議第１号 那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について 

     ◎日程第４ 発議第２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正につ 

                 いて 

 

○議長（渡辺健寿）  よって、発議第１号及び発議第２号は、一括して議題といたします。

なお、議案書の朗読については、会議規則第３６条の規定に基づき、議長が必要と認める場合

を除き省略します。 

 本案について、議会運営委員会委員長から提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会委員長、１６番髙田悦男議員。 

〔議会運営委員会委員長 髙田悦男 登壇〕 

○議会運営委員会委員長（髙田悦男）  おはようございます。ただいま上程されました発議

第１号及び第２号について、提案理由を申し上げます。 

 本年１月１３日の議会改革調査特別委員会におきまして、本市議会の議員定数を１名減の

１７名とすることが決まりました。これにより、那須烏山市議会議員定数条例について所要の

改正を行うものであります。 

 あわせまして、議員定数が１７名となることから、那須烏山市議会委員会設置及び運営条例

の総務企画常任委員会委員の定数を１名減の５名とするものであります。 

 何とぞ慎重審議の上、可決、御決定くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  質疑はないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 １８番平塚英教議員。 

〔１８番 平塚英教 登壇〕 

○１８番（平塚英教）  発議第１号 那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について及び

発議第２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正について、これらは定数削減

に関する提案でございますので、反対討論を申し上げます。 

 １１年前に南那須町と烏山町が合併をいたしまして、那須烏山市が誕生したわけでございま

す。当時、旧南那須町議会は定数が１７名であり、旧烏山町議会は１９名でございました。そ

れが合併新市の議員定数を、定数２０名としたわけでございます。それを７年前の通常市議会

議員選挙時から１８名に削減をし、現在に至っております。 

 １８名は合併当時から見れば半分でございまして、決して多過ぎるものではないと考えます。

これ以上の削減は、中山間地域を多く抱える本市にとって、議員空白地域が広がり、地域間格

差の拡大が危惧され、地域の要求や声が行政に届きにくくなるものと、このように考えます。 

 地方議会は、行政執行者に対し、住民の声・要求を届け、また二元代表制により、行政執行

が行き過ぎたり間違ったりしないようにチェック・アンド・バランスの機能を発揮して、市民、

住民の負託に応えることが最大の使命と考えるものであります。議員定数削減は、この二元代

表制による議会制民主主義の権能を低めることになるものであります。 

 市議会は、市執行部に対し車の両輪としてチェック・アンド・バランスの役割を発揮し、市

民の負託に応え、より一層の市民が主役の市政実現に向けて積極的な政策提言を行い、また、

無駄のない行財政運営、福祉の向上、市政発展に努める、これこそが本来の役割ではないかと、

このように考えまして、この議員定数の削減には反対でございます。 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 １１番髙徳正治議員。 

〔１１番 髙徳正治 登壇〕 

○１１番（髙徳正治）  ただいま上程されました発議第１号 那須烏山市議会議員定数条例

の一部改正、及び発議第２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正についての

討論をいたします。 
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 私は賛成の立場で討論いたします。 

 合併後１０年が過ぎても今もなお市執行部は人員や経費の削減など、痛みを伴うさまざまな

行政改革を行っております。これらを背景に、市議会におきましても議会改革の一環として、

議会改革調査特別委員会を昨年の６月、発足させ、中山委員長のもと、課題のうちの１つに挙

げた議員定数について調査・研究を重ねてまいりました。本市の人口、面積や、ほかの県内自

治体の状況を参考に議論をし、さらに全議員を対象にしたアンケートも実施し、本日提案する

運びとなったものであります。 

 議論の中では多くの意見がありましたが、中山委員長が強いリーダーシップを発揮され、結

論を出されたことには、多くの御苦労があったろうと思います。この場をおかりして感謝申し

上げます。 

 現行の議員定数１８名から１名を削減することには、異論があることも十分承知しておりま

す。しかしながら、変化する市民の生活や社会状況の中、さらには市の財政状況を勘案すれば、

定数の削減は避けては通れないものだと考えます。私たちは、議員定数を削減するというみず

から厳しい選択をしました。常に市民の中に飛び込んで、市民の声、市民の心をつかみ、それ

を私たち議員の声・心として、力強く発信する心構えが必要であることをさらに深めるきっか

けになると私は信じております。 

 以上、本案に対しての賛成討論といたします。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第３ 発議第１号 那須烏山市議会議員定数条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渡辺健寿）  起立多数と認めます。よって、発議第１号は原案のとおり可決いたし

ました。 

 次に、日程第４ 発議第２号 那須烏山市議会委員会設置及び運営条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渡辺健寿）  起立多数と認めます。よって、発議第２号は原案のとおり可決いたし

ました。 

                                    

     ◎日程第５ 議案第３６号 那須烏山市監査委員の選任同意について 



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－14－ 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第５ 議案第３６号 那須烏山市監査委員の選任同意についてを

議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案議第３６号 那須烏山市監査委員の選

任同意について提案理由説明を申し上げます。 

 本案は、監査委員でございます岡敏夫氏の平成２９年３月３１日の辞職に伴いまして、新た

な委員の任命について、地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるも

のでございます。 

 勇退をされます岡敏夫氏は、約８年８月の長きにわたり監査委員を務められ、本市の財務管

理その他行政運営に関しすぐれた識見を発揮していただき、御活躍をいただきました。深く敬

意と感謝と申し上げる次第でございます。 

 岡氏の後任といたしまして、今回、新しく瀧田晴夫氏を監査委員に任命したいと考えており

ます。瀧田晴夫氏は、長きにわたり栃木県職員として奉職をされ、平成２１年３月に保健福祉

部参事兼県北健康福祉センター所長を最後に、定年退職されました。退職後も芳賀赤十字病院

事務部長、栃木県保健衛生事業団常務理事等を歴任され、現在も栃木県経営者協議会経営指導

員として活躍をされております。瀧田氏は、人格円満かつ高潔でございまして、地方自治に関

し幅広い経験と高い識見を有されておりまして、本市の監査委員として適任者であります。議

会の御同意をお願いするものでございます。 

 どうか御審議をいただきまして、御同意賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の

説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 １５番中山五男議員。 

〔１５番 中山五男 登壇〕 

○１５番（中山五男）  ただいま上程されました議案第３６号 那須烏山市監査委員の選任

同意に賛成したく、討論いたします。 

 同僚議員の中には、瀧田晴夫氏の同級生もいることでありますが、私は瀧田氏と同じ班内に

おりまして、さらには氏の父親が元南那須町役場で課長を務めた当時、私はその直属の部下で

ありまして、御指導いただいたという御縁もありますことから、まず私から賛成討論を申し述

べさせていただきたく存じます。 

 瀧田氏の人格、経歴等につきましては、ただいま大谷市長からの提案理由の中で紹介された

とおり、栃木県職員として３６年の長きにわたり奉職された中で、最後は参事の要職で定年退

職を迎えております。その定年退職の後、県職員在職中に培われた知識と経験を生かされまし

て、芳賀赤十字病院事務部長の要職につかれております。 

 以上のような職歴を有しておりますことから、地方自治に加え、病院の管理運営に関する知

識も豊富でありますから、監査の中では、本市に係る那須南病院、直営診療所の経理にも目が

届くものと存じます。 

 地方自治法第１３６条の中に定めてある監査委員の資格要件は、人格が高潔で、普通公共団

体の財産管理、事業の経営管理、その他行政運営に関しすぐれた見識を有する者でなければな

らないと定めてありますが、瀧田晴夫氏にはその資格要件全てを備えているものと存じます。

ぜひ全議員の方々の御理解をいただきまして、この人事案件に御賛同くださいますようお願い

をいたします。 

 なお、この場をおかりしまして少々申し上げたく存じます。岡敏夫代表監査委員には、この

３月をもちまして辞職することになりましたが、一身上の都合とは申せ、まことに残念のきわ

みであります。毎年、本市の決算書に合わせて議会に提出される監査委員からの審査意見書の

中では、市の事務事業に対し厳しい指摘事項に加え、監査委員としての見解などが添えられて

おりましたから、その歯に衣着せぬ審査意見には敬服していたところであります。行政の監視

は我々議会の役割でありますが、それもあわせて果たしてくださった岡監査委員には、衷心よ

り感謝申し上げたく存じます。 

 以上、辞職される岡監査委員への深甚なる謝意を含め、瀧田晴夫氏の選任同意に関する賛成

討論とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論はございませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第５ 議案第３６号 那須烏山市監査委員の選任同意について、原案

のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３６号は、原案のとおり選任同

意することに決定いたしました。 

                                    

     ◎日程第６ 議案第３７号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第６ 議案第３７号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題

といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３７号 人権擁護委員候補者の推薦

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 人権擁護委員候補者の推薦につきましては、人権擁護委員法の規定に基づきまして、議会の

意見を聞いて候補者を法務大臣に推薦することになっております。現在、人権擁護委員であら

れます小鍋法仁氏及び滝原一夫氏が、平成２９年６月３０日をもって任期満了となりますので、

後任の人権擁護委員といたしまして、引き続き滝原一夫氏と、今回、勇退をされます小鍋法仁

氏にかわりまして、新たに鈴木善雄氏を推薦いたしたく、提案をするものでございます。 

 滝原一夫氏は、平成２６年７月１日から１期３年間にわたり、人権擁護と人権思想の普及推

進に邁進をされ、現在は宇都宮人権擁護委員協議会の事務局の要職を務められております。引

き続き人権擁護委員として御期待申し上げるものでございます。 

 勇退をされます小鍋法仁氏は、平成２６年７月１日から１期３年にわたり、人権擁護と人権

思想の普及高揚に御貢献されました。ここに小鍋法仁氏の長年の御活躍に対しまして、深く敬

意と感謝を申し上げる次第でございます。 

 また、今回、新たに推薦をさせていただきます鈴木善雄氏は、誠実、温厚なお人柄でござい

まして、４１年の長きにわたりまして、地元金融機関に勤務をされております。また、自治会

の役員、子ども見守り隊などの活躍で御活躍をいただいております。 

 滝原、鈴木両氏とも、地域住民の信望も厚く、人権擁護委員として適任者でございます。御
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審議をいただきまして、御同意を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

 ４番矢板清枝議員。 

〔４番 矢板清枝 登壇〕 

○４番（矢板清枝）  ただいま上程されました議案第３７号 人権擁護委員の推薦について

の討論をいたします。 

 私は、賛成の立場で討論いたします。 

 まず、滝原一夫氏は、平成２６年７月１日から１期３年にわたり人権擁護委員として活躍さ

れ、現在は宇都宮人権擁護委員協議会の事務局の要職を務められております。人格、見識とも

に社会に通じており、引き続き活躍が期待できる方です。 

 また、鈴木善雄氏は、烏山高校卒業後、烏山信用金庫に勤務され、４１年の長きにわたり金

融マンとして活躍されました。退職後は、自治会役員や子ども見守り隊など幅広く地域で活躍

されており、誠実、温厚な人柄で、地域住民の信頼も厚く、また、広く地域の実情に通じた識

見をお持ちの方です。 

 人権擁護委員は、地域の方々から人権相談を受け、問題解決のお手伝いや人権侵害による被

害者の救済、また、人権についての啓発活動等を行うため、人格・見識が高く、広く実情に通

じた方が求められます。鈴木氏は、人権擁護委員として求められる活躍が期待できる方ですの

で、まさに適任者であります。 

 以上、賛成討論といたします。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第６ 議案第３７号 人権擁護委員候補者の推薦について、原案のと

おり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３７号は原案のとおり可決いた

しました。 

                                    

     ◎日程第７ 議案第１８号 那須烏山市中小企業振興基本条例の制定について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第７ 議案第１８号 那須烏山市中小企業振興基本条例の制定に

ついてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１８号 那須烏山市中小企業振興基

本条例の制定について提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、中小企業振興の基本となる事項を定めることによりまして、中小企業の振興に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進をし、中小企業における事業の持続的発展、地域経済の活性

化、及び市民生活の向上に寄与するために、新たに条例を制定しようとするものでございます。 

 詳細につきましては、商工観光課長から説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただき

まして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  命によりまして、那須烏山市中小企業振興基本条例の詳細に

ついて説明させていただきます。 

 本条例につきましては、平成２６年６月２７日に小規模企業振興基本法が制定されまして、

小規模企業の振興に関し、地方公共団体の責務が明確にされたことに伴い、本市においても中

小企業振興の基本を示すための新たな条例を制定するものでございます。 

 条例の内容ですが、第１条は目的を規定しておりまして、中小企業の本市に果たす役割の重

要性を認識し、中小企業における事業の持続的発展と経済の活性化の向上に寄与することを目

的としております。 

 第２条は、中小企業者、小規模企業者、中小企業支援団体及び金融機関の定義を示してござ
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います。 

 第３条は、本条例の基本理念を示しておりまして、中小企業者みずからの努力や、中小企業

振興の重要性、さらには関係機関の連携の推進などを規定してございます。 

 第４条は、市の責務を示してございます。市は、基本理念にのっとり、総合的かつ計画的な

中小企業振興施策を策定し、関係機関と連携を図りながら、その実施に努める責務を有する旨

を定めてございます。 

 第５条は、中小企業者みずからの努力を規定しており、第６条は、中小企業支援団体の役割

を示しております。 

 第７条は、金融機関の役割をそれぞれ規定してございます。 

 第８条では、市民の役割を示しておりまして、中小企業の振興が地域経済の活性化や市民生

活の向上に寄与していることを理解し、消費を通じて間接的ながら中小企業の発展に努めるも

のとしてございます。 

 第９条は、関係機関との連携の推進を規定し、第１０条では、施策の基本方針を定めてござ

います。 

 第１１条では、施策の実施のための財政措置について規定し、第１２条については委任につ

いて定めてございます。 

 附則ですが、御決定いただければ、本条例の施行日を平成２９年４月１日としてございます。 

 以上、説明を終わります。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ただいま課長から補足説明がありましたが、少々理解できない部分

が３点ほどありましたので、お伺いをします。 

 まずこの第１４条についてでありますが、ここに市の責務が明記されてあります。それによ

りますと……。済みません。第４条です。済みません。１ページの一番下ですね。第４条であ

りました。ここに市の責務として、「中小企業の振興に関する施策を策定する」とありますが、

これはいつ定めるのか、その時期についてお伺いをいたします。これが１点目です。 

 ２点目を申し上げます。第８条についてお伺いします。市民の役割についてでありますが、

この市民の役割は、いかなる方法をもって消費拡大を図らせようとするのか。この件が２点で

す。 

 ３点目です。これは第１１条の財政上の措置でありますが、この市の財政上の措置、これは

いかなる方法で支援するのか、費用はどのぐらいかかるのか、これについてお伺いします。 
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 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  第４条、８条、１１条の御質問だと思います。 

 第４条につきましては、中小企業の振興に関する施策の策定時期ということでございますが、

こちらにつきましては、いわゆる支援団体または金融機関等と協議をしながら、なるべく早目

に時期を決定したいと思います。県においては、とちぎ地域企業応援ネットワークというもの

をつくっておりますが、那須烏山市におきましてもそういう組織立ったものを改めてつくった

上で、相互理解の上で施策をつくっていきたいと考えておりますので、早い時期にということ

でございます。 

 次に、８条の市民の役割についての消費拡大でございますが、こちらにつきましても、啓発

等を含めながら商工会でやっておりますプレミアム商品券の活用、または新たな補助金等を考

えておりますので、そちらで地元消費の推進というものを啓発していければなというふうに思

っております。 

 また、１１条の市の財政の支援ということでございます。現在におきましても、市内出店参

加補助金や、中小企業競争力強化補助金、また産学官連携の補助金等を実施しておりますので、

そちらの財政措置につきましては、継続して行いたいと思っております。 

 そのほか、新年度予算の中にございますが、商工会等々の要望もありまして、いわゆる商店

会の推進事業補助等を行いたいというふうに思っております。また、工業関係につきましては、

本年１０月ごろに予定されております工業展みたいなものに出展できればということで、そち

らについても財政的支援ができるかなというふうに思っております。 

 なお、その商店会と展示会等につきましての予算につきましては、おおむね８０万を予定し

てございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  一通り答弁をいただきました。 

 その中の４条の市の責務の、これは中小企業に対する振興計画に対する策定時期、きょうこ

の条例は成立しても、いまだに実際のこの振興策の策定時期が未定であるというのは少々いか

がなものかと私は感じています。これは速やかに策定すべきではないかと思っております。 

 これは私の、ぜひそうしていただきたいという要望にとどめたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。ほかに質疑はございませんか。 

 では、どうぞ、９番。〔「付託するんですか、これ」の声あり〕付託予定です。〔「じゃあ、

いいです」の声あり〕いいですか。 
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 ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、質疑を打ち切りたいと思います。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１８号 那須烏山市中小企業振興基本条例の制

定については、経済建設常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１８号は、経済建設常任委員会

に付託いたします。 

                                    

     ◎日程第８ 議案第１９号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山市行政手続 

                  における特定の個人を識別するための番号の利用等に 

                  関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報 

                  の提供に関する条例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第８ 議案第１９号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山

市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１９号 那須烏山市個人情報保護条

例及び那須烏山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、提案理由の

説明を申し上げます。 

 本案は、個人情報保護法及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の一部改正に伴い、関係する条例について所要の規定の整備を行うものでございま

す。 

 第１条中の個人情報保護条例の改正につきましては、行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法において、情報提供ネットワー

クシステムの使用に関する規定について、市独自に条例で定めることにより、マイナンバーを

独自に利用する事務について準用する規定が新たに追加されたことによりまして、情報提供等

記録の定義規定の整備をするものでございます。 



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－22－ 

 第２条中の改正につきましては、情報提供ネットワークシステムを使用した特定個人情報の

情報連携について、条例で定める独自利用事務についても情報連携を可能とする規定が追加さ

れたことにより、法第１９条第８号以下が繰り下がったことによる条項移動でございます。 

 何とぞ御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第１９号の市個人情報保護条例及び那須烏山市行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部改正ということでございまして、いわゆるマイナンバー関連

の個人情報を保護するというようなことでの前に決めたことの追加規定ということだというよ

うな説明と受けとめました。 

 それで、昨年、２８年度ですね、このマイナンバーが施行されたわけですけども、現在まで

のこのマイナンバーカードの発行状況、本市はどのような状態になっていますでしょうか。 

 さらにこの個人情報保護については、全国の自治体の中でも機密漏えいが問題化しておりま

す。本市においては、このセキュリティについては万全を期しておられると思うんですが、今

の個人情報保護の体制をもう一度確認しておきたいと思いますので、御答弁をお願いしたいと

思います。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  マイナンバーカードにつきましては、市民課で行っております

ので、市民課でお答えさせていただきます。 

 １月末現在の申請件数ですが、２,１８３件となっています。率にして７.７％の申請率とな

っていますので、国、県に比べて本市においては低い状況と言えると思います。 

 このマイナンバーに係るセキュリティについてですが、市民課で管轄しております基幹系シ

ステムにつきましては、現在、ログインの方法を今までのＩＤとパスワードから、ＩＤと静脈

認証という、本人の手をかざさないと開けないというような２要素認証のほうに切りかえ作業

を行っております。今年度中にはその作業が終了いたしまして、特定の人しか入れない、入っ

た場合にそのログが全て記録されるというようなセキュリティの強化を図っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。ほかに質疑はございますか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  質疑はないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第８ 議案第１９号 那須烏山市個人情報保護条例及び那須烏山市行

政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１９号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第９ 議案第２０号 那須烏山市の議会の議員及び長の選挙における選挙運 

                  動の公費負担に関する条例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第９ 議案第２０号 那須烏山市の議会の議員及び長の選挙にお

ける選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２０号 那須烏山市の議会の議員及

び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について、提案理由の説明を

申し上げます。 

 本案は、公職選挙法施行令の一部を改正する政令が昨年４月８日に公布をされ、国政選挙に

おける選挙運動自動車の使用等に係る公費負担の限度額が引き上げられたことに準じまして、
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市議会議員及び市長の選挙における選挙運動自動車の使用等に係る公費負担の限度額も引き上

げることとするために、所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  補足説明をさせていただきます。 

 公職選挙法施行令に規定する公営単価については、国会議員の選挙等の執行軽費の基準に関

する法律と、人件費、物価の変動等を考慮し、３年に一度の参議院議員通常選挙の年に、その

基準額の見直しを行うことを例としており、消費税増税を踏まえて、衆議院議員及び参議院議

員の選挙における選挙運動に関し、選挙運動用自動車の使用、選挙運動用通常はがき等の作成

の公営に要する経費にかかわる限度額の引き上げが行われたところでございます。このことに

伴い、これに準じている本条例についても同様の一部改正を行うものでございます。 

 改正の具体的な内容といたしましては、選挙運動用自動車については、一般運送契約以外の

自動車の借り入れ契約について、１日１万５,３００円を１万５,８００円、燃料の供給につい

ては選挙運動日数に７,３５０円を掛けていたものについて、７,５６０円を掛けるものという

ことで、１ページの中段以下、（２）以下に記載されているように変更するものでございます。 

 市長選挙の選挙運動用ビラの作成につきましては、２ページになりますが、今回、議案改正

をいただきました第６条、あと第８条になりますが、ビラの作成については１枚当たりの単価

を７円３０銭から７円５１銭に、選挙運動用ポスターの作成については、一律加算される額に

ついて、第１１条でございますが、３０万１,８７５円を３１万５００円に、同じく１枚円当

たりの単価を５１０円４８銭から５２５円６銭にそれぞれ改めるものでございます。 

 施行期日は、条例の公布の日から施行し、施行日以降、その期日を告示される市議会議員選

挙または市長選挙から適用するものでございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 
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 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第９ 議案第２０号那須烏山市の議会の議員及び長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部改正については、原案のとおり決定することに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２０号は、原案のとおり可決、決定いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午前１０時５９分 

 

再開  午前１１時１０分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き再開いたします。 

                                    

     ◎日程第１０ 議案第２１号 那須烏山市職員の分限の手続及び効果に関する条例 

                   の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１０ 議案第２１号 那須烏山市職員の分限の手続及び効果に

関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２１号 那須烏山市職員の分限の手

続及び効果に関する条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方公務員法の改正を踏まえ、降任、免職、休職などの分限処分の要件を、より明
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らかにし、適切に処分を行うことができるよう、所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただきまし

て、可決、御決定を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  議案書に基づきまして、説明をさせていただきます。 

 新旧対照表の１ページ目をお開きください。 

 まず、題名と第１条の改正ですが、本条例では、今回の改正により、地方公務員法第２７条

第２項の規定に基づき、第３条で職員の意に反する休職の事由を定めることになることから、

題名を「那須烏山市職員の分限の手続及び効果等に関する条例」に改めるとともに、趣旨規定

に第２７条の根拠条例の引用を加え、「効果」を題名同様に「効果等」に改めるものでござい

ます。 

 次に、第２条の改正ですが、まず、第１条第１号の改正は、昨年３月条例改正時において規

定の誤りがあったため、単純に現行の下線の部分が不要となるため、削るものでございます。 

 次に、第１項第２号の改正は、規定の見直しに伴うものであり、特に内容が変わるものでは

ありません。 

 次に、下段からの第２条第２項の改正ですが、これは休職処分に係る指定医師人数の見直し

を行うものであり、降任または免職の処分はこれまでどおり指定医師２名の診断による取り扱

いといたしますが、休職処分については、これまでも運用により医師１名の診断による取り扱

いとしてきたところであり、その実態に即して医師１名の診断による取り扱いとするものでご

ざいます。 

 続いて、新旧対照表の２ページ目をお開きください。第３条を追加するものでございます。

これは、先ほども説明しましたように、職員の意に反する休職の事由ということで、現在、地

方公務員法では、その第２８条第２項で、心身の故障のため長期の休養を要する場合と、刑事

事件に関し起訴された場合に休職処分をすることができるようになっています。これを今回の

改正により、職員が水難、火災その他の災害により生死不明または所在不明となった場合にも

休職処分を行うことができるよう、この第３条にて事由を定めようとするものでございます。 

 次に、第４条の改正ですが、これは休職期間取り扱いの明確化を図るものでございます。ま

ず、第２項の追加は、現行でも休職は３カ月ごとの運用になっていることを踏まえ、その実態

に即した規定の整備を行うものでございます。 

 また、第３項の追加は、更新の場合にも医師１名の診断によることとするため、第２条第

２項の規定を準用することとするものでございます。 



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－27－ 

 また、第６項の追加は、第３条による休職も３年を上限として承認することとするものでご

ざいます。 

 第７項の追加は、休職から復職した後、疾病の再発により再び休職になる場合の期間の取り

扱いなど、詳細な運用は別に定めることとするものでございます。 

 次に、第６条の追加ですが、これは処分の手続については書面を交付して行うこととするほ

か、所在不明の場合には、市の掲示場に掲示することによって、書面の交付にかえることがで

きるようにするものでございます。 

 最後に、施行日は公布の日からということで、即日、施行させようとするものでございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  １点お伺いしたいと思います。 

 この条例第１条についてですが、これは地方公務員法の第２７条、２８条について記載され

てありますが、これは懲戒解雇をする場合の基準、例えば降格をさせる、減給をさせる、また

は一番重い場合には懲戒解雇にする場合、そういった基準がここに定めてあるわけなんですが、

そこで伺いたいんですが、那須烏山市の職員で、合併してから１１年、１２年目に入りますが、

この第２７条、２８条に抵触した行為があったり、実際に懲戒処分をした例があるでしょうか。 

 以上１点について、まずお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  懲戒処分につきましては、合併以降、６件ございます。 

○１５番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  同様の質問になりますが、法律の規定に基づくものであれば明確で

あろうと思うんですけども、それが非常に微妙な場合がありますよね。そういうときに、本人

の意思に反して降格とか免職とか休職とか、そういうものが生じないために、そういうものの

判断はどのような体制でもってそれが決められるのか。いわゆる一方的に上の者の恣意的な裁

量によって進められてはなりませんので、その辺の手続が要件となっておりますが、その辺の

進め方というか実態というか、実施に向けての体制をどのように進められているでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  このような事案が発生した場合におきましては、那須烏山市職員

の分限及び懲戒等取扱規程にありますように、審査委員会を設置しまして、審査委員での審査
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を経て、任命権者に報告をして、その決裁を仰いで決定をしていく、そのようなプロセスを踏

ませていただいております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  さらに長期療養を要する疾病もしくは疾病療養というようなことが

ありますけども、特に今どんどん職員の定数が削減される中で、一人ひとりの職員の仕事の負

担が重くなってストレスがたまっているというのが一般的に新聞報道でも出されているところ

でございますが、この辺の、規定はこのとおりでわかりますけども、実際のフォローとか、休

められたときの職場でのフォローもなかなかこれも大変で、さらに実際に残されている職員も

負担がさらに重くなると、このようなことで、両方とも大変になるのかなというふうに思われ

ますが、その辺、バランスのよい、課だけでなくて職員全体の中でのフォローアップとかそう

いうものがされているかどうか、その辺についてもちょっとお尋ねをしたいなと思います。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  仕事量の増大や、また人間関係によりまして、非常に職員におい

てもストレスを抱えて勤務している方が多いということで、これまでも報告をさせていただい

たところでございます。一昨年から労働安全衛生法に基づきましてストレスチェックを実施い

たしまして、また、産業カウンセラーによる、やはりストレスを多く抱えている職員、また、

課長等からの報告により、悩みを持っているような職員等については、カウンセリングを実施

しているところでございます。 

 これらについても２９年度においてはカウンセリングの件数をふやして、事前に、やはり重

くなってからではなく、軽いうちに対応するということで、やはりカウンセリングの件数をふ

やしていこう、そのようなふうに考えております。 

 やはり私どものほうで行くと、なかなか産業カウンセラーのような意見というか、そういう

指導は難しいものがあります。その中でも、やはり産業カウンセラーから業務軽減措置をいた

だいたりとか、いろいろ人事介入なんかについてもまた指導いただいているところもあります

ので、しっかりと産業カウンセラーとも連携をとって、職員が心身の故障により休むことのな

いように、また、職場においても今現在、人事配置等で頭を悩ませているところでございます

が、嘱託職員、臨時職員等について、一般事務職員並びに事務補助員等の採用については、総

務課が全て調整を行うということでやっておりますので、やはり休んで穴があいたところにつ

いて、できるだけ早目の対応はとっていきたい。なかなかそれも人材の面とかそういうので難

しいんですが、とれるような体制で進めていきたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  地方公務員法に基づく２７条、２８条の規定に基づいて、降格とか

免職とか休職とかいうのがされるということでございますが、いずれにしても公務員はコンプ

ライアンスをしっかり守るというのが基本だろうというふうに思います。 

 そういう意味で、職場内でこのようなことで処分を受けないような日ごろの教育とか話し合

いとか、あるいは組合と執行部の話し合いと、そういう中でも市民から信頼され、尊敬される

公務員像を目指して頑張っていただきたいなと思うんですが、その辺はどうなっているでしょ

うか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  今の件に関しましても、やはりそれぞれの課内部でしっかりとし

た連携がとれるようにということで、今回、実施しております人事評価についても今、第一次

評価、第二次評価ということで、ちょっとおくれ加減ではありますが、上司との面談、またそ

ういう納得づくでの点数つけとかそういうのをしているところでございます。これも非常に仕

事の進めぐあいから、また職員の体調面をチェックする非常に有効な手段であるかと思います。 

 それと、先ほども外部のカウンセラーの指導もいただくということですが、ふだんからやは

り課長を中心として、１つの職場がしっかりと目標を見据えて、全員一丸になって仕事に邁進

できるような環境づくり、これは何としてもやっていかなくてはいけないことですので、今回、

６人の課長が定年退職でいなくなります。今後やはり管理職の教育というものもしっかりと副

市長を中心に進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  ただいま上程中の議案第２１号で、条例の一部を改正する条例であ

りますが、１８番議員に多少関連しますが、第２条関係で、長期にわたる休職の関係がありま

す。そういう中で、この長期の休みにはいろんな理由が発生しますよね。例えば病気とかけが

とかもあるし、あるいは心の悩みとかいろいろあるかと思うんですが、その場合に、任命権者

が任命する医師の診断書といいますか、そういうものを提出するということだろうと思います。 

 それで、本市は市内の医師にお願いをしているのか、あるいは市以外の医師にこの業務をお

願いしているのか、これについてお示しをいただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  極力、市内の医師にお願いしたいということでは考えております

が、しかしながら、本市においても精神科関係でも病院はございますが、やはり産業カウンセ

ラーとの連携上、やはり外部からもお願いすることが出てくるかとは思いますが、極力、市内
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の医師からの診断を仰ぐ、そのようなことに考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  極力、市内の医師という答弁があったんですが、今までは、じゃあ、

どうだったんでしょうか。今日まで。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  今までは、やはりそこら辺の診断に関して、当該者のかかりつけ

医師とかそこの診断書に基づくものが多かったような状況もあります。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １７番小森幸雄議員。 

○１７番（小森幸雄）  といいますと、任命権者がその指定はしていなかった、今までは。

これからは指定して、指定されたドクターの診断書を持ってこようと、こういうことなんでし

ょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  そのような形で進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○１７番（小森幸雄）  わかりました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑はありますか。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されております議案第２１号 那須烏山市職員の分

限の手続及び効果に関する条例の一部改正について、ただいま小森・平塚先輩議員から質問が

ございました。私も同様の、また関連の質問になろうかと思いますけれども、質問をさせてい

ただきます。 

 昨年の１２月の議会で、本市は高ストレス職場であるというような言葉が総務課長のほうか

らございました。いろいろと今回のこの条例の改正にも書いてあるように、長期の療養を必要

とする場合、これはもちろん病気の場合もあるんですが、特に心の病で休んでおられる方が何

名かいるのではないかなというふうに思います。それはすなわち平塚先輩議員が言われたよう

に、職員がだんだん削減される中にあって、職員の業務量がふえてくる、そういう部分でのス

トレス、それから人間関係においてのストレス、いろいろあろうかと思います。 

 そういう高ストレス職場の中で、どうも本市の場合、これは市長が一生懸命おやりになると

いうことは私も承知しておるんですが、さまざまな事業を展開している。それについて、つい

ていけない部分もあるのではないかなというふうに思うんですが、その辺の職場環境の現状、
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それから改善に対して、市長はどのようにお考えになっているか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  職場環境、あるいは仕事量については、適正というふうには言いにく

いかもしれませんが、やはり職員の適正化計画については、計画的にやってまいりました。 

 そういう中で、職員の量と質等については、都度、教育、指導を図りながら今日まで来てい

るわけでございますけれども、そういう中において、やはりまだまだこの教育指導は足りない

かもしれません。しかしながら、このような大変厳しいやはり状況でございますので、できる

限り簡素で、費用対効果ができるような組織でありたいというふうに考えておりますので、そ

ういった意味では、量の負担にならないような方策も随時、嘱託あるいはそういった臨時職員

でカバーをしているということでございますから、そういった意味では、私はそういったこと

に十分、期待にたえ得る職員の育成をさらに進めていかなきゃならないと思っています。 

 いろいろと業務は、攻めの行政で仕掛けておりますが、そういったところで大変負担になる

というようなところでは、私はないと、このように考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。 

○議長（渡辺健寿）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今、市長のほうから御説明をいただきました。 

 いろいろやはりやることは結構なんですが、特に、これは関連なのであえてお聞きしたいと

思うんですが、まちづくり課が新設されました。そして商工観光課もございます。関連して、

農政課とか文化振興課とあるんですが、いろいろまちおこしの事業、さまざまなことを今、市

長は展開されているわけでありますけれども、どの部分がまちづくり課で、どの部分が商工観

光課なのか、我々議員でさえもちょっと戸惑うようなところがあるんです。これは私どもの勉

強不足でもあるわけですが、どうも複雑多岐になっている。事業内容も、いろんな市町村との

連携とか金融機関との連携とか農商工の連携とか、産学官の連携とか、それでその下にまたい

ろんなさまざまな委員会とかがあって、そういう業務がどんどん拡大している。そのものがし

っかりした明確な目的、目標、ビジョンがあってやるんならいいんですが、その辺のところが

混沌としているということも、１つこの休職とかそういうことをするようなことにも関連して

はいまいかというふうに私は危惧をしているところでございます。 

 おやりになるのは結構ですが、もうちょっと具体的に、いつまでにどういう形になるんだと

いうような、そういうことも示せるような、そういうリーダーシップを発揮していただきたい

というふうに思うんですが、市長、もう一度お願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 
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○市長（大谷範雄）  地方創生のいろんな取り組みを官民挙げた形で連携協定も結ばせてい

ただきました。やはりこれは３カ年計画であるとか単年度のものであるとか、要は国の有利な

加速化交付金を初め地方創生交付金を活用させていただいての事業でございますので、大いに

このことについては地方創生の結果につながるものかなと、このように考えています。 

 そういう中で、やはり目的云々のことについては、その都度、その協議会ごとにビジョン、

そういったところから目的、そういった１つの意義なんかを明確にいたしておりますので、そ

れに向けて私たちは実行していくと、こういうことになると思いますので、そういったところ

から全市を挙げてそれに向かって、目的に向かって今後も努力を傾注していくと、このような

ことになりますので、ひとつ御理解をいただきたいと思いますし、ひとつ御支援、御協力も私

はいただきたいと、このように思います。 

○議長（渡辺健寿）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  それぞれ課長を初め市の職員の方々は、行政についてはプロでご

ざいます。ですから市長のほうは、できるだけわかりやすくまとめて、逆に切るべきものを切

って、やるべきものはこれをやるんだというような明確な、そういうような方向で持っていっ

ていただくと、もっと心の病で休職に至る方も少なくなるかなというふうに私は思いますので、

よろしくお願いを申し上げまして、答弁結構でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１０ 議案第２１号 那須烏山市職員の分限の手続及び効果に関す

る条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１１ 議案第２２号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する 

                   条例等の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１１ 議案第２２号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休

暇に関する条例等の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２２号 那須烏山市職員の勤務時間、

休日及び休暇に関する条例等の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、平成２７年人事院勧告において、近年のワーク・ライフ・バランスに対する意識の

高まり、働き方に対するニーズの多様化の状況等を踏まえ、また、職員の仕事と育児や介護等

の両立、人材確保の観点から、フレックスタイム制度の拡充が勧告されたことを踏まえたフレ

ックスタイム制度の整備を行うとともに、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、

介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、育児に係る

子の範囲の拡大、介護休暇の分割取得、介護時間の新設等の整備を行うこととするため、関係

４条例について所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それでは、新旧対照表に基づきまして説明をさせていただきます。 

 １ページ目をお開きください。第１条、那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する

条例の一部改正をごらんください。 

 まず第３条に第３項と第４項を加える部分でございますが、これがフレックスタイム制度に

かかわる部分でございます。フレックスタイム制度とは、１日の勤務時間の長さを固定的に定

めず、月や週単位など一定の期間中の総労働時間を定めておき、その範囲内で職員が自己の裁

量により各勤務日の勤務時間を決めて働くことができる方式のことを言いますが、平成２７年

８月６日に勧告されました人事院勧告によりまして、適切な公務運営の確保に配慮しつつ、フ
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レックスタイム制を拡充することとされたことに伴い、今回、所要の規定の整備を行うもので

ございます。 

 まず、第３項が、原則週５日で１日につき７時間４５分の勤務時間を割り振る原則に対し、

公務の運営に支障がないと認める場合には、職員の申告に基づき、４週間で１５５時間、週

３８.７５時間掛ける４週の勤務時間となるよう、当該職員の勤務時間を割り振ることができ

るようにするものでございます。 

 次に第４項が、育児または介護を行う職員については、勤務時間の割り振り単位期間を１週

間から４週間までの範囲内において選択して設定できることとするとともに、日曜日及び土曜

日に加えて、月曜日から金曜日までの５日間において週休日を１日設けることができることと

するものでございます。 

 なお今回、規定の整備をさせていただきますが、整備をしたからフレックスタイム制度を即、

導入するというわけではなく、柔軟な勤務時間の割り振りの一手段として活用できるようにし

ておくものでございます。現在のところ、導入の時期、活用方針などは未定ではありますが、

柔軟性のある勤務時間の割り振りを設定できるようにすることで、無用な時間外の削減、ワー

ク・ライフ・バランスの推進に寄与できるようになるので、導入に伴う課題を整理しながら、

試行なども行いつつ進めてまいる考えでおりますので、御理解いただきたいと思います。 

 次に、２ページ目下段の第８条の改正をごらんください。これは当直勤務に係る所要の規定

の整備を行うものでございます。本条の規定内容を、一般職の職員の勤務時間、休暇等に関す

る法律第１３条に定める国家公務員に係る当直勤務の規定内容にならった形に改めるものでご

ざいます。 

 次に、３ページ目をごらんください。まず第８条の２の改正は、フレックスタイム制度の規

定の整備に伴うものでございます。 

 次に、下段の第８条の３の改正ですが、次の４ページ目をごらんください。具体的には、第

４項の部分が改正になりますが、これは介護を行う職員の時間外勤務の制限の見直しでござい

まして、介護を行う職員の負担を軽減するため、従来、請求に基づき月２４時間かつ年

１５０時間までの範囲で時間外勤務の制限をしていたことに加え、介護を行う職員の時間外勤

務を免除することができる規定の整備を行うものでございます。 

 次に、５ページ目をごらんください。第１５条の改正でございます。これは介護休暇の取得

方法の見直しでございまして、これまで介護休暇については連続する６カ月の期間内で必要な

期間の取得であったものを、３回かつ６カ月を限度として、指定期間内で必要な期間の取得が

可能となるよう、するものでございます。 

 次に、第１５条の２の追加でございます。これは介護休暇とは別に、連続する３年の範囲内
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において、介護のため１日につき２時間の範囲内で勤務しないことができる介護時間を新設す

るものでございます。 

 次に、６ページ目をごらんください。別表第１の改正でございます。これは、育児休業等に

係る子の範囲の拡大に伴う改正でございまして、育児休業、育児短時間勤務及び育児時間の対

象となる子の範囲が、職員が特別養子縁組の成立に係る看護を現に行う子、２つ目として、養

子縁組里親である職員に委託されている子、３つ目として、その他これらに準ずるものとして、

規則で定める子といった法律上の親子関係に準ずる関係にある子に拡大されることに伴い、育

児を行う職員の各種勤務制限や、特別休暇である育児時間休暇や、子の看護休暇における子の

範囲も同様に拡大されるものでございます。 

 以上が、第１条による那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正の

説明になります。 

 次に、７ページ目をごらんください。第２条、那須烏山市職員の育児休業等に関する条例の

一部改正になります。 

 まず、第２条の改正ですが、これは非常勤職員の育児休業に係る要件の緩和でございまして、

非常勤職員が育児休業を取得できる要件を、子が１歳６カ月になるまでの間に任期が満了する

こと、及び引き続き採用されないことが明らかでないものとし、要件を緩和するものでござい

ます。 

 次に、８ページ目をごらんください。第２条の２の追加でございます。これは、育児休業の

対象となる子の範囲の拡大でございまして、育児休業の対象となる子の範囲に、特別養子縁組

の看護期間中の子及び養子縁組里親に委託されている子のほか、養子縁組里親となることを希

望しているが実親等の同意が得られないためやむを得ず養育里親としての職員に委託されてい

る子を加えるものでございます。 

 次の第２条の３と、次の９ページ目の第２条の４については、第２条の２の追加に伴い、そ

れぞれ１条ずつ繰り下げるものでございます。 

 次に、第３条の改正ですが、これは育児休業等の対象となる子の範囲の拡大に伴い、育児休

業を再度取得できる特別の事情に係る規定の整備を行うものでございます。 

 次に、１０ページ目をごらんください。下段から始まる第１０条の改正と、次の１１ページ

目の第１１条の改正ですが、これは、育児休業等の対象となる子の範囲の拡大に伴い、育児短

時間勤務を再度取得できる特別の事情に係る規定の整備を行うものでございます。 

 次に、このページの下段から、次の１２ページ、１３ページ、１４ページにかけては、第

１７条と第１９条の改正でございます。これは、育児短時間勤務をしている職員と、任期付短

時間勤務職員についての給与条例の特例の改正でございまして、昨年３月議会の那須烏山市職
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員給与条例の一部改正において、給与月額の決定に係る根拠条項が移動したことに伴い、所要

の規定の整備を行うものでございます。 

 次に、１４ページ目下段から始まる第２１条の改正をごらんください。これは、介護時間の

新設に伴う規定の整備でございまして、第１条による那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休

暇に関する条例の一部改正に伴い、介護時間が新設されることに伴い、介護時間の承認を受け

て勤務しない職員に対する部分休業の承認について、所要の規定の整備を行うものでございま

す。 

 以上が、第２条による那須烏山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正の説明になりま

す。 

 次に、１５ページ目をごらんください。第３条、那須烏山市技能労務職員給与条例の一部改

正になります。ここでは、第１４条を改正することになりますが、これは那須烏山市職員の勤

務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に伴い、介護休暇の分割取得が可能となり、ま

た、介護時間の新設がなされたことに伴い、技能労務職員がこれらの休暇等を取得した場合の

給与の減額について、所要の規定の整備を行うとともに、育児休業等に係る子の範囲の拡大に

伴い、技能労務職員の育児部分休業に係る子の範囲について、所要の規定の整備を行うもので

ございます。このことが１６ページ目にかけて整備されてございます。 

 以上が、第３条による那須烏山市技能労務職員給与条例の一部改正の説明になります。 

 次に、第４条、那須烏山市水道事業企業職員給与条例の一部改正になります。ここでは、第

１５条を改正することになりますが、こちらも第３条にある那須烏山市技能労務職員給与条例

の一部改正と同様に、那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に伴

い、介護休暇の分割取得が可能となり、また、介護時間の新設がなされたことに伴い、水道事

業職員がこれらの休暇等を取得した場合の給与の減額について、所要の規定の整備を行うとと

もに、育児休業等に係る子の範囲の拡大に伴い、水道事業職員の育児部分休業に係る子の範囲

について、所要の規定の整備を行うものでございます。 

 以上が、第４条による那須烏山市水道事業企業職員給与条例の一部改正の説明になります。 

 最後に、附則ですが、平成２９年４月１日から施行することとし、第２項で経過措置として、

施行日時点で介護休暇の初日から６カ月を経過していないものについても施行日以降の残余の

期間を分割して取得できるよう、所要の経過措置を定めるものでございます。 

 以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 ５番望月千登勢議員。 
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○５番（望月千登勢）  フレックスタイムの利用についてお伺いします。 

 先ほど説明を受けた後に、この条例の執行状況が意外と曖昧な形をお話しされたんですけれ

ども、その曖昧さの中で、職員が大変ストレスを抱えるのではないかということを感じます。

フレックスを職員のほうが申告することができるという状況なのか、雇用をした際に、フレッ

クスで雇用するので、該当しないというような状況が生まれるのか、職員がこのフレックスを

利用することについてのしっかりとした基準はいずれつくっていただきたいなというふうに感

じておりますが、その辺、いかがでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  国は、平成２８年４月１日から実施をしているというような情報

も受けております。やはり私どものような職員数が少ないところでこのフレックスタイム制度

をうまくできるかという問題があるんですが、やはり今、国でも仕事の進め方の見直しなど、

必要な体制を確保していきなさいとか、また、そのことで今、申請があれば、それを受けるよ

うな体制で取り決めなさいというようなことになっておりますので、速やかにこの基準を定め

まして、導入を目指していきたいと思いますが、その段階において、やはり人員の状況や、や

はり役所関係で、受け付けとかそういうものが時間内で行われているとか、いろいろあります

ので、これらの導入についてはプラス、マイナスの面もありますし、しっかりと検証して基準

を策定の上、進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  大変難しい状況だというのは理解できました。働き方改革とか男女

共同参画の条例をつくるという段階に来ておりますので、やはり職員の声をしっかりと受けと

めるという執行部側の状況をぜひ実施していくようにお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。ほかに。 

 ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  ちょっと確認なんですけど、民間では当たり前のようにやっています

けれども、私の勤めていたときに、この制度を採用するときには、すごくいい制度だなという

のと、すごくだらしなくなるという、この２つがあるんですね。そういう意味で、ちょっと確

認なんですけれども、これ、ほかの自治体も同じように採用するのか、それとも独自なものが

あるのかというのが１点です。 

 あともう一つは、コア時間という、そういう考えで時間を設定するのか。要するにほかの部

署から電話したときに必ず在席している時間というのがあるのかどうかですね。そういうこと
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があるのか。 

 あと今、望月議員が質問したように、この管理というのは、自分で管理して申請して、それ

を認定するのはどうかという、ここのところをやり出すと、使うほうも、管理するほうもすご

く大変なので、その辺の運用に関してはどんなふうに考えているのか。考えているというか、

どういうふうな哲学を持ってやるかというのも含めて、回答ください。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  国で既に実施をしているということでもありますので、かなり独

自なものというのは難しいかと思いますので、それらの実例を参考にして、今後の運用を考え

ていきたいと思います。 

 先ほどコア時間とか、私もちらっと勉強させていただいたんですが、コアタイムとか、フレ

キシブルタイムとか、いろいろそういう横並びの、ありますので、これらについてもやはり先

ほど最初に言いましたように、本市のほうで採用して問題がないかどうかというのもしっかり

検証していかなければいけませんので、それらの点も踏まえて考えてはいきたいと思っており

ます。 

 そのようなことで、条例は改正はさせていただきましたが、今後この取り組みについては、

私どものほうでも職員で早期退職される方とか、いろいろ事案を伺っていますと、やはり親の

介護のためとかそういうのが多いということもありますので、やはりこの導入は必要だという

ことで考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  回答がよくわからない回答ですけども、今言った、最後に、親の介護

とかそういうもので、すごくみんながハッピーになるような運営というのもあるし、そんなこ

とを考えながら採用してほしいなと思います。私も相談に乗りますので、よろしく。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 
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 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１１ 議案第２２号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に

関する条例等の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１２ 議案第２３号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償 

                   に関する条例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１２ 議案第２３号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及

び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２３号 那須烏山市非常勤特別職の

職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律により改正をされた農業委員会等に関

する法律が、平成２８年４月から施行され、農業委員の選出方法の見直しや、農地利用最適化

推進委員の新設等が行われましたことを踏まえまして、委員の使命と責務の重要性を高め、よ

り一層、職務に精励をしてもらうとともに、新制度への円滑な移行に対応できるよう、報酬額

を見直すものでございます。 

 具体的に申し上げます。会長の報酬を年額３０万円から年額４０万円、会長職務代理者の報

酬を年額２６万円から年額３８万円に、委員の報酬を年額２４万円から年額３５万円に改める

ものでございます。 

 農業委員の仕事につきましては、従来から担っております農地所有権等の許認可の事務のほ
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か、農地パトロール、農地利用状況調査、農地利用意向調査等の調査事務がふえてきている状

況にございます。さらに近年では、増大する耕作放棄地等の対応など、単に農業関係者の代表

者としてだけでなくて、地域の相談役・世話役として識見と熱意により農地を守り、農業の発

展に寄与することが期待されておりまして、その役割の重要性はますます高まってきておりま

す。 

 どうか慎重に御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようお願い申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  農業委員会の報酬について、引き上げることに、私はこれは反対はい

たしませんが、手順がちょっと違うんじゃないかと思って質問させていただきます。 

 報酬を上げるときは、那須烏山市特別職報酬等審議会設置及び運営条例というのがありまし

て、これにまず１点、図ったのでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  この件に関して、審議会は開催しておりません。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  これに関しては、なぜ審議会をやっていないのか。審議会、市長は非

常勤特別職職員の報酬の額に関する条例を議会に提出しようとする場合において、特に必要と

認めるときは、あらかじめその額について審議会に諮問することができるという、これ、決ま

っている条例があるのにもかかわらず、やらなかった理由は何でしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  この委員会諮問要件は、必須要件として議員報酬並びに市長、副

市長及び教育長の給料の額を増額する場合は意見を聞かなければならない、また任意要件とし

て、その他の非常勤特別職の報酬を全体的に増額する場合など、必要に応じ意見を聞くことが

できる、そのような要件になっております。 

 今回、個別事案ということで、開催をしておりません。 

 なお、さくら市、矢板市等も開催状況を確認したところ、開催をしていないという状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  了解いたしました。 
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 それともう一点、今、会長が４０万、職務代理者が３８万円、委員が３５万円と増額する。

けさ、また配られたものによると、この新制度報酬になると、またどのぐらい上がるのか推定

はできると思うんですが、いかがでしょうか。 

 また、新制度ではこれから上がるのか。下がってくるところもあるんでしょうが、下がると

いうことはないでしょうけども、どうなのでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  新制度においての報酬アップにつきましては、現時点ではまだ

どちらとも言えない状況でございます。 

 報酬につきましては、新しい農業委員会のその体制といたしましては、農業委員と農地利用

最適化推進委員という二分化されまして、その役割等も部分的に分担されるところがあります

ので、その辺の実務と、それから市長の説明にもありましたように、責務の重大さ、その辺を

勘案いたしまして、農業委員会といたしましては、案といいますか、積算して、幾つかの案は

つくってあるようでございますが、まだ今の時点では申し上げる数字というか、それは出てお

りません。それから、上がること、下がることにつきましても。 

 それから、先ほどけさほどお配りした資料につきまして、若干下がっているところがあると

いうことでございますが、こちらにつきましては、裏がありまして、今度の新しいこの制度に

つきまして、能率給ということを組み入れなさいというふうな指導というか、示されておりま

す。それで下がっているところにおきましては、そういう能率給によって上乗せがあるという

ふうな可能性があるということで、情報をいただいております。 

 以上です。 

○３番（滝口貴史）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  今の農業委員会の報酬の問題でありますが、私は、農業委員会の

報酬に関して、上げろとか下げろというんじゃなくて、農業委員会が今どういう役割を果たし

ているのか、那須烏山というのは農業が主体の産業、この農業委員会とか農協とか農政課、こ

ういうものが一体になって、本当にこの那須烏山市の農業を発展させなければならない重要な

役割を担っていると、こういうときにあって、今、報酬よりも、農業委員会の存在自体、それ

とどういうことをやって農業を発展させるんだと、そういうことに対してはどう考えているの

か。農政課でも結構であります。あるいは農業委員会の代表者がいれば、ここで発表してもら

いたい、そう思います。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  議員御指摘のとおり、昨年の農協等の法律の改正、一連の中で、



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－42－ 

農業委員会につきましてもさらに重大な役割、農地の管理、それから農地流動化、それから農

地の最適化の利用ということで、重大な責務を担いなさいよということで示されております。 

 今後は、農地集積管理機構、それから農協、それから担い手の団体等々あります、そういう

ところとも連携いたしまして、農業、農地の行政について、農業委員さんについては十分、活

躍していただいておりますし、今後もさらに活躍していただかなければならない状況でござい

ます。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  今の答弁でありますが、実際、それでこの烏山の農業はどうなっ

ている。衰退しているじゃない。発展しているのかい。そういう状況にあって、今の答弁はい

いけど、それはそれで、しかし現実を見てくださいよ。誰が見たって今、休耕、こういうもの

がどれだけふえているのか。農業者がどれだけ、早く言えば、既にもう限界ですよ、これは。

年齢的に。そして烏山の農業がどんどん、どんどん衰退していくんです。 

 そういう中にあって、これからやりますといったって、今までの経過がどうだったんだと、

その反省も何もないじゃないですか。検証してどうしたらこの農業が維持できるか。もうちょ

っとこれは真剣に考えるんじゃなくて、実行段階に行かなくちゃ、農業なんか潰れちゃうよ、

今。実際、現に農業をやっている人に聞いてみな。もうだめだと。 

 そういう状況にあって、報酬、倍やったって３倍やったって構わないよ。農業が発展するな

ら。そういうことを考えなけりゃ、逆だろう、これは。報酬値上げじゃなくて、どうやって農

業を維持するか。農業委員会の役割は重要だということは重々わかっているんだから、その辺

をやってもらわないと困るというのが私の意見であります。 

○議長（渡辺健寿）  答弁はよろしいですか。 

○１４番（山隆四郎）  答弁してもらわなくちゃ困る。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  農業の衰退ということでございます。確かに担い手不足とか、

高齢化とか、遊休農地の増大とかというところが課題となっておりまして、それを綿密に調査

等を行いつつ、遊休農地の解消等に向けての農業委員会の活動というのが１つございます。 

 また、市としての農政というところに多分、御指摘いただいているかと思います。農政のほ

うにつきましては、本年度、昨年以来、園芸作物にシフトをしていくような形を組み入れるこ

とで、各種施策を実施してきたところでございますし、その効果も少しはあらわれているのか

なと思っております。また、新規就農なんかにつきましても、前々から実績があったところに

つきまして、市独自の新規就農の支援制度とかも組み入れてきたところでございます。 

 農政部門のほう、担当一丸となって頑張っているところでございますので、御理解をいただ
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きたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  いろいろ新しい方式で農業活動をやっていると、そういうことは

今、多少はありますよ。確かに。しかしそれが主力となって、この那須烏山市の農業としての

ブランド化ができるのかどうかと。今ある中山かぼちゃ、しかしこれも実際のところは耕作す

る人が減っているんですよ。ふえていないんですよ。中山かぼちゃ、中山かぼちゃと言って、

そのブランドをこれからどれだけ維持できるのか。あと１０年、１５年維持できるのかって。

やる人がいない。そんなことではだめだというんです。 

 もうちょっと本気になってやらなけりゃ、ここの農協は潰れるよ。農業も潰れる。主力産業

の農業がだめになったらここはどうするんだ。そのうち工場が撤退していく。そういう時代が

来るかもしれないんだよ。そういうことを考えたら、農業にもっと真剣になって、だったら早

く言えば議員報酬よりうんと上げろ。そうして、早く言えば、この農業を発展させて、大きな

ブランドにして、世界に、早く言えば農産物を輸出する拠点にすると、そのぐらいにやるなら

議員報酬の５倍ぐらいやったっていいじゃない。そんなところだけ言っておく。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  １５分、もう少々も過ぎているところでありますが、もう既に私は

課長のほうに質問事項を４点ほど出してありますので、簡単に答弁を願いたいと思います。 

 まず１点目。改正農業委員法が昨年４月１日に施行されています。そうしますと、それに伴

う現在の市の条例の廃止、また制定が必要なわけですが、これはいつに考えているのか。 

 ２点目です。農業委員さんは、平成２７年から平成３０年の５月までの３年間の任期ですね。

それでもう残り１年少々なんですが、なぜこの任期途中で報酬引き上げをしようとしているの

か。もし上げるとするなら、去年のこの改正農業委員法が制定された４月１日からが一番適正

でなかったのではないかなと私は思いまして、質問したところです。 

 ３点目を申し上げます。改正農業委員法によれば、農業委員さんの役割というのが今より、

より重くなるわけですね。そうしますと、この次の新しい委員さんには、重くなるんですから、

報酬も引き上げなければならないと思います。この辺のところをどう考えているのかお伺いし

ます。 

 ４点目です。この改正農業委員法によりますと、農業委員の数と農地利用適正化推進委員の

数、これは何名に考えているのか。人数、これについてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  中山議員から４つの質問をいただきました。順次お答えさせて

いただきます。 
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 まず１番目、農業委員会等に関する法律改正に伴う本市の条例の改廃ということでございま

す。まず、本市におきまして、この条例、該当する条例といいますのは、今やっております那

須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例、那須烏山市農業委員会の選挙

による委員の定数及び選挙区に関する条例の２つについてあります。いずれも、こちらにつき

ましては廃止・制定というのでなく、この中で改正するということで考えております。 

 農業委員会のスケジュール、いつということでございますが、こちらにつきましては、今後、

６月の議会のときに、その前の制度、それから原案等をまとめたものを皆様にお示しし、９月

の議会で条例改正の提案、条例改正のお願いをしたいというふうに考えております。 

 それから、２つ目です。現委員の任期途中での報酬の、今この時期に引き上げる理由という

ことでございます。理由、大きく３つございます。もともと県内でほぼ最下位であるというこ

とで、農業委員会が毎年実施している建議・要望活動の中で繰り返しその報酬の値上げについ

て要望されておりまして、市長部局におきましても、その実態を認識し、報酬引き上げに向け

て前向きな回答をしてきておるところです。 

 ２つ目に、２１年の農地法等の改正、大規模な改正がありまして、それ以降、農地の管理に

ついての厳格化が示され、農地の移動の際の現地調査や農家の実態調査、耕作放棄地の現地調

査、意向調査、また、農地の流動化の相談業務、さらに２５年からは、許認可の権限移譲など

ありまして、農業委員会の委員の仕事が増大している状況にありました。 

 そして今般、新体制への移行に向けて、定員や報酬、その他いろいろ検討してきた中で、現

在の体制の中でも具体的な金額が農業委員会のほうから示されてきたところにありまして、こ

れを確認し、２９年度の予算に反映できればということで、急ぎの対応となりました。 

 それから３つ目です。新体制での農業委員についての報酬引き上げについてでございます。

先ほども滝口議員の御質問の中でもちょっと触れましたが、現段階ではどちらとも言えない状

況です。新体制での農業委員会の組織は、市長が任命する農業委員と、農業委員会が委嘱する

農地利用最適化推進委員ということで二分化されておりまして、その仕事の一部も分担される

ことになります。 

 農業委員会として、やはり何通りかの案を検討しているところでございますが、議員おっし

ゃるように、農業委員としての責務は大きくなります。そういうことも考慮して、さらに調整

が必要であるというふうに考えております。 

 ４つ目の、新体制による農業委員、農地利用最適化推進委員の定数でございます。こちらに

ついても、現段階ではまだはっきりしたことは申し上げられませんが、法律上では上限が定め

られておりまして、本市の場合、農業委員の数が１９名、農地利用最適化推進委員の数が

４２名、この上限の中で、各市町により条例により定数を定めるというふうになっております。
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ここも検討して、案はありますが、まだお示しする段階ではないと考えます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  反論を申し上げたいところもありますが、もう既に１２時も２０分

を過ぎておりますので、了解いたします。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  現在、市町村の中で、我が市の類似自治体というところで回答をい

ただきたいんですけれども、茂木町が類似団体というような認識でよろしいでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  大変恐縮でございます、その類似という団体、農地面積とか農

業人口とかということになると思いますが、ちょっと今、資料のほう持ち合わせがございませ

ん。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  では、農地面積等の農業にかかわる人口ということも含めて、類似

自治体の回答をお願いいたします。 

 私は今、中山議員の４番目の質問を伺いたかったんですけれども、農業委員は今後、２５名

が１９名ぐらいになるというような認識でよろしいでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  先ほど申し上げましたとおり、上限が１９名で、もちろん農業

委員としては活動しやすいという方向から最大限の人数を設定できればというふうな案はいた

だいております。 

○議長（渡辺健寿）  ５番望月千登勢議員。 

○５番（望月千登勢）  私の中で、茂木町あたりが類似団体かなというような認識をしなが

ら、大変重要なポジションであるという、農業委員の方たちのお仕事がこれからの我が市の状

況をよくしていくために大変大切なポジションであるというのはわかっておりますので、さら

にその中で報酬を上げるというのはとても苦しいことなんですけれども、２５人が１９名あた

りになるのではないかというところの数字からまた判断したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか、それで。 

○５番（望月千登勢）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１２ 議案第２３号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正については、原案のとおり決定することに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ０時２５分 

 

再開  午後 １時２５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                    

     ◎日程第１３ 議案第２４号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、給 

                   与その他の勤務条件に関する条例の一部改正につい 

                   て 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１３ 議案第２４号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員

の任用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 
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〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２４号 那須烏山市嘱託職員及び臨

時的任用職員の任用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、今後の任用展開を踏まえた嘱託事務員の賃金額の弾力的な設定を行うとともに、園

長や館長など市が設置をする施設の長を嘱託として任用する場合の賃金額の設定を行うほか、

主任介護支援専門員を追加することに伴う条例の一部改正であります。 

 詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げて、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  追加で説明をさせていただきます。 

 １ページをお開きください。今回、嘱託職員、臨時的任用職員の任用、給与及びその他の勤

務条件に関する条例の一部改正をする条例でございますが、３点ございます。 

 まず、この表の一番上、嘱託職員ですが、現在、月額２１万４,４００円ということで、こ

れは行政職給料表の再任用の２級の額で２１万４,４００円ということで上げてあります。こ

れらにつきましては、今後、国・県ＯＢ職員、教員なんかも入ります、などの高度な専門知識、

特殊な資格、免許、技能、経験などを有する人材の任用に当たりまして、任用する職務・職責

に応じて適切な賃金を支払うことができるように整備をするものでございます。 

 その左側の改正後でございますが、先ほどの行政職給料表の再任用の２級、３級、４級とい

うことで、例えば再任用の２級相当２１万４,４００円という額から、課長補佐総括相当職で

ある場合には、再任用の４級相当ということで、２７万３,８００円。その、３級も間に入り

ますので、３段階の賃金を設定させていただくものでございます。 

 これらについても毎回、給与条例の改正のたびに、改正するような賃金の額を決めておきま

すと、なってしまいますので、今回はここにあります賃金の額にありますように、給与条例で

定められた再任用の２級から４級までの額というふうに改正をさせていただきます。 

 現在のところ、嘱託職員につきましてはこの額で雇用していることはありませんが、今も言

いましたように、今後そのようなやはり高度な専門知識を持っている国・県のＯＢ等の雇用も

見据えての階級を設定するものでございます。 

 同じく嘱託事務員のところに、市が設置する施設の長という職種を設けます。これにつきま

しては、嘱託職員の課長補佐総括相当と同等であるとしまして、給与条例、ここに書いてあり

ますように別表第２表に掲げる行政職の再任用職員の項の４級の欄に掲げる給料月額２７万
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３,８００円を支払う運用とするものであります。 

 平成２９年度には幼稚園の嘱託園長を任用する予定で、今、事務を進めております。また、

今後、先ほどの国・県ＯＢ職員、教員など、それらの優秀な人材に施設の長となっていただく

ようなことも想定をしまして、この職種を設けさせていただきました。 

 続いて、２ページをお開きください。一番上でございますが、主任介護支援専門員を追加す

るものであります。主任介護支援専門員、主任ケアマネとは、ほかの介護支援専門員に適切な

指導・助言を行い、また、地域における包括的・継続的なケアシステムを実現するために必要

な情報の収集・発信、事業所職種間の調整や、さらに事業所における人事・経営管理、利用者

の視点に立ってフォーマルサービスやインフォーマルサービスの質・量を確保し、改善してい

くような提案を行う職種でございます。 

 この重要な職種を鑑み、賃金額を日額１万６,０００円と新たに設けるもので……。１万

６００円です。１万６００円とするものであります。 

 そのようなことで、３点、追加するものと、改正させていただくものございます。よろしく

お願いをいたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、給与その他勤務条件に関

する条例の一部改正ということでございますが、今、提案理由の中にありましたように、今後

の任用展開を踏まえた嘱託事務員の賃金額の弾力的設定、園長や館長など市が設置する施設の

長を委託して任用する場合の賃金額の設定、主任介護支援専門員、主任ケアマネジャー、この

追加ということでございますが、やはりいわゆるそれぞれの仕事場のリーダー的な役割のポジ

ションに、先ほどの説明ではいわば外部のところで働いていた方が任用ということで、嘱託の

仕事をされるということでございますが、定年になって年金制度の制度改定もあって、退職、

すぐ年金というわけにはいかないので、このような、いわゆるこの間も文科省のほうで大変問

題になりました天下り先がどうのこうのというのがございましたけども、そういう受け皿とし

て、こういうことが設定されたということでは、市民の理解は得られないと私は思うんですよ

ね。 

 そこで、ちゃんとそのいわば職場の中の士気が下がらないように、年金もらうまでの腰かけ

仕事だというようなことにならないように、きっちりといわゆる職場の中で信用あるリーダー

としてその責任を全うする、そういうことでこの制度を進めるということなんでしょうか。そ

の点があやふやでは、非常にそれぞれの仕事場が士気が下がってまずくなってしまうのではな
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いかなと老婆心ながら懸念をするわけでございますけども、そういうことで、この２級、３級、

４級のところには、先ほど課長が６人退職されるというふうな話をお聞きしました。それも踏

まえて、外部からも再任用で委託、嘱託することになるかもしれませんが、あるいは園長、館

長というのは、とりあえずその嘱託園長お一人なんでしょうかね。あと主任介護支援専門員、

これも何人を想定しているのか、それぞれ４月１日以降ということでございますが、今、考え

られる範囲内で何人ぐらいずついるのか、御説明をいただければなと思います。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  現在、問題になっているような天下りあっせん、そういうような

ものにつながるかというようなことで心配をしていただきまして、大変ありがとうございます。 

 この条例改正につきましては、今年度、定年退職者１４名、早期退職者４名、自己都合退職

で年度途中での１名ということで、合計１９名、約２５０名の職員の中で退職していきます。

課長職についても６名ということで、この二、三年でほとんど課長職の方も全てかわってしま

う、そのような状況になっております。 

 まず職員全体、非常に若返りが進んでおります。私どもの後からですと、非常に職員の採用

も少なかったというような状況で、非常にリーダー的な人材とかそういう方の年齢構成が上の

方が少ない状況になっております。そのようなところから、幼稚園、保育園等においても主幹

等、管理職等での長の職につけたいものですから、なかなか職員がその職についていないとい

うような状況もあります。 

 ですので、やはりこれはそういう外部からの職員を優先的に採用するというよりも、職員が

やはり今の厳しい大量退職時代で非常に不足してくる状況を見て、採用するためのやむを得ぬ

措置、非常手段であるということで御理解をいただければと思います。 

 なお、園長職、先ほど説明させていただきましたが、１名考えております。また、主任ケア

マネについても現在募集中でございますが、１名採用を考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  やむを得ずそういう体制をとるということでございますが、やはり

それぞれの職場で士気が下がらないように、きちんとその辺、特に外部から来られた方は、そ

れまでの実態は知らないわけですから、それがいい場合と悪い場合とありますよね。その辺、

きちっとその職務を全うして、職場を引っ張る、盛り上げる、そういうリーダーとしての役割

をきっちりと果たしてもらいたいと思うんですが、そういうような任務、あるいはそういうふ

うな心がけ、教育というんですかね、そういうものについてはどのようにお考えですか。市長、

お答えをお願いいたします。 
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○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  御指摘の件は十分理解をできます。今回、考えておりますこの園長格

の方については、人格、識見、そして人間性、大変そういった教育職にあった方でございます

ので、そういったことについては職員の意欲をそぐというようなことは全くございませんで、

むしろ園一体となって、そういった福祉・教育の向上に努めていただける、そういった方でご

ざいますので、そういったところをひとつ御理解いただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  １２番佐藤昇市議員。 

○１２番（佐藤昇市）  今、平塚議員に関連はするんですが、まず嘱託職員、今、年金が

６０歳ではおりないということで、そういう経過になったんですが、まず今までやってきた嘱

託職員、各課にいると思うんですが、それをどう評価しているのか、まず１点そこをお願いし

たいと思います。 

 そして今、問題になっています嘱託職員の給料、今度はこれ、４級というふうに市長が決定

をできるということでございまして、基本的には、職員が何十年も勤めているんですよね。何

十年もその職場にね。その過程で、５５歳になればある程度は管理職という、人間的にその教

育というか、そういう役場にいながら、そういう指導をするのもやはり上の……、急に決まっ

たわけではありませんので、もう何十年も前からこの人は何歳になるというのはわかるんです

から、そういう教育はしているのかな。そんな人格はできていないんですか。今、那須烏山市

には。それはそうとは思いませんね。やはりやる気も出てこないんじゃないかと思うんですよ

ね。やはり将来、絶対、私はこうなるんだとか、その数の二百何人だかには私はそのくらいの

数はいるんじゃないかと、私は思っています。 

 ですから、そういう教育、役場内のシステム、そういうのもどう思っているのか、今後どう

するのか。やはりそこに生え抜きの選手が活躍できたほうが野球じゃなくても、ぽんと連れて

くるより、広島カープみたいに強くなるんですよね。やはりいかに持続性を持ってそれをこつ

こつとやるか。企業の発展もそこにあるんですが、さっき中小企業振興基本条例もやったんで

すが、企業もやはり個人の企業の軸というのがぶれない企業というのがずっと延々と残るんで

すよ。やはり人材もそうだと思うんです、私はね。そういうことを少しずつ教育していくとい

うことも執行部の役目だなと私は思うんですが、その点をお伺いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  ただいま職員の再任用等についても含めて意見いただきましたけれ

ども、今後の考え方ということで、今回、２級から４級までを設定させていただきましたけれ

ども、先ほど総務課長が説明しましたように、かなり段階が生じてきております。 

 そういう中にありまして、１つの考え方としまして、現在の課長が定年でやめられるという
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ことになりますと、今の採用の仕方は、３級ですね。ですから職員からいいますと、係長級の

ところで再任用をお願いしている状況になっておりますけれども、今後は段階的にそういう段

差ができるというようなことになれば、課長職でやめられても引き続きその課長職で嘱託とし

て、嘱託再任用という形で採用していけないかというようなこともありまして、４級を設けて

いると。そういうことも１つ考えられますし、今までも長い経験と知識を有しております課長、

あるいは課長以外でやめられた方も、極力、年金が支給されるまでは最低限、市の職員として

残っていただいて、後輩に指導をお願いしているのが現状でございますけれども、やはり家庭

の事情とかそういうのがありまして、やむを得ず職場を離れざるを得ないという職員の方もい

らっしゃいます。 

 ここにございます嘱託事務員等については、再任用職員とはまた違いまして、先ほど提案理

由の中にもありましたし、総務課長も説明しましたけれども、例えば国の職員、あるいは県の

職員の方で専門的な知識、そういう方が市の事務を遂行する上でぜひ必要であるというふうに

考えたときには、こういう級でもって待遇をしたいというようなこともありましたので、今回、

改正をさせていただきましたけれども、現時点においては今すぐという、ここにこういう方を

というような案はありませんけども、そういうことを想定して、今回、改正をさせていただき

たいということでございます。 

○議長（渡辺健寿）  １２番佐藤昇市議員。 

○１２番（佐藤昇市）  説明で大変よくわかります。ただ、今、現実が嘱託職員、課長がや

めて、またその職場にいる、それを職員間の暗黙の呼吸といいますか、そういうものだってな

かなか非常に難しいと、私は外部から見ているんですが、思うんですよね。 

 そういうことが、また改まってこういう違うところへ行くと、また職員もやる気もなくなる

んじゃないかと私は思うんですよね。次から次といい人が出てくれば、私はそこへ行こうと頑

張っていてもなかなか行けないとかね。それは評価の仕方にもよるんだと思うんですが、基本

的には、今、副市長も言ったように、基本的には多分、職員がそうなるのが一番ベターだと私

は思っていますので、ぜひ、あまりそういうことを考えてやる気を起こして一生懸命みんなで

頑張るんだと、そういうことを踏まえてやっていただければなと私は思っているんですが、い

かがでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  今、佐藤議員から言われたとおり、私どもも職員に対してはそうい

う気持ちを持っていただいて、ぜひやめられても職員との良好な接し方をぜひお願いしたいと

いうふうに思っております。 

 確かに課長をやめて係長職のところに配置になりますと、今まで課長でおられた方が係長レ
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ベルのところでの仕事といいますと、若干その士気は落ちるかもしれませんけども、そういう

ことでなくて、やはりそこの課の、あるいは係の一員として、やはり長い間、経験してきた経

験をぜひ生かしていただきたいというのが私どもの考え方であります。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  １点だけお聞きします。 

 この市が設置する施設の長、園長や館長などと書いてありますけども、具体的には市内には

どれぐらいあるんでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  給食センター長とかこども館長とか、いろいろありますが、ざっ

とあれしてみて、７カ所ぐらいあるかなという、そういう施設の長というのは考えられます。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  今回、幼稚園に任用されるということがありますけども、じゃあ、先

ほども言いましたけど、生え抜きのほうが士気が上がるということですが、今後、外部から、

ことしは１人ですが、数年後には全部なるかもしれない可能性もあるということで理解はよろ

しいんでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  先ほどから出ていますように、正職員の教育はどうなっているん

だ、やはり正職員でということが言われておりますので、やはりそこは私ども職員の職責に応

じた教育をしっかりとして、職員が当然そこにつくように人材育成、進めていきたいと思いま

す。ですので、安易に全部が嘱託職員で充当するためだということは考えておりません。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ３番滝口貴史議員。 

○３番（滝口貴史）  ぜひ今、清水課長が言ったように、生え抜きの職員が皆さんこういう

ところの長についていただいて、市の施設を運営をしていただきますようお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですね。 

○３番（滝口貴史）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  幼稚園とかそういう館長とか学園長というか、そういう長になる方と

いうのは、よそから来る場合は、やっぱりなれるまでが結構、期間がかかると思うんです。私、

旧烏山時代に保育園の所長さんが課長さんと同じレベルでなっていました。それまで事務しか

やっていない方が、いきなり保育の先生になって、園長先生になるので、運転手をやっている



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－53－ 

ような感じと、お掃除している人が多くて、一応は関連のある方を雇うということには前提は

決まっていますかね。今までやっていた仕事が生かせるようなところの方が来るということで

しょうか。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  学校等でのトップで全て、教員の教育から全て学校運営を責任を

持ってつかさどっていただいて、その実績が顕著である方にお願いしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  じゃあ、すばらしい方をお願いしたいのと、あと、もしもでしたら、

そういうことも鑑みて、もう少し施設を減らしていくとか縮小していくという考えは及ばない

のでしょうか。よそから委託までするなら、それを閉園して合併・統合していくという考えは

至らないのでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  ただいまの質問でございますが、議員全員協議会等におきまして、

市の総合施設管理計画でしたでしょうかね、その中でもお示しを一部しておりますけれども、

今、例えば園の廃園といいますか統合といいますか、そういうこともありましたけれども、以

前に市立保育園・幼稚園の検討委員会ですか、そこから答申をいただいておりますように、民

営化も含めて進めてくださいということをいただきましたので、それに向けて現在、検討して

おりますし、今後もなるべくその方向で早急に検討してまいりたいと思っております。 

○議長（渡辺健寿）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  人を雇うのもありがたいですけど、お金もないし、なるべくだったら

民間に委託して、そこの収益が上がるようにして税収をもらう、そういう考えのほうが私はい

いのかなと思っているので、今後、余り安易に嘱託、嘱託ばっかりするよりは、正直言って幼

稚園、保育園の職員の方、半分ぐらい嘱託が多くて、結局、夜勤やってもらえない、早出をや

ってもらえないというので、かなり正式採用の方たちが疲弊しているというのも聞いたことが

あるので、ぜひともそういうことを検討しながらやっていただけるのを速やかにお願いしたい

と思います。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○７番（川俣純子）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がほかにないようですので、議長において議事を進行し、これで
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質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１３ 議案第２４号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任

用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１４ 議案第２５号 那須烏山市税条例等の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１４ 議案第２５号 那須烏山市税条例等の一部改正について

を議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２５号 那須烏山市税条例等の一部

改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び

地方交付税法の一部を改正する法律の一部を改正する法律等が平成２８年１１月２８日に公布

をされ、消費税率１０％への改正時期が平成２９年４月１日から平成３１年１０月１日へ２年

半延長されたことに伴い、那須烏山市税条例等の一部改正が必要となったために、提案をする

ものでございます。 

 主な改正点は、消費税率改正に合わせ、市民税において法人税割の税率を引き下げるもの、
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軽自動車税において、環境性能割を導入するもの、現行の軽自動車税を種別割に名称変更する

とともに、グリーン化特例を延長するものでございます。 

 詳細につきましては、税務課長より説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただきまし

て、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 小口税務課長。 

○税務課長（小口久男）  それでは、議案第２５号の税条例等の一部改正につきまして、補

足説明を申し上げます。 

 今回の主な税条例等の改正につきましては、先ほど市長が答弁いたしましたように、消費税

率の１０％の引き上げ時期が、平成２９年４月１日から平成３１年１０月１日に２年半延期さ

れたことに伴いまして、所要の改正を行うものでございます。 

 今回の主な改正点は３点ございまして、第１点目は、軽自動車税の改正でありますが、消費

税率の引き上げ時期に、都道府県税の自動車取得税が廃止となりまして、県税である自動車税

の環境性能割と、市税であります軽自動車税の環境性能割が新たに創設されますことと、そし

てこの創設に伴いまして、現行の「軽自動車税」を、「軽自動車税種別割」に名称を変更する

改正となります。 

 第２点目も、消費税率の引き上げに伴いまして、法人市民税の法人税割を、現行の

１２.１％から、８.４％に引き下げる改正です。 

 第３点目は、軽自動車税におけるグリーン化特例措置について、適用期限を１年間延長する

改正となります。 

 それでは、詳細につきましては新旧対照表によりまして御説明申し上げますので、対照表の

１ページをお開きください。 

 まず第１条による改正でありますが、３６条の２の改正は、特定非営利活動促進法の一部改

正に伴いまして、市民税の申告に係る規定中の「仮認定特定非営利活動法人」を、「特例認定

特定非営利活動法人」に名称を変更するもので、施行日は２９年４月１日からとなります。 

 次の７条の３の２については、個人市民税における住宅ローン控除制度の適用期限を、平成

４１年度から平成４３年度まで延長するもので、公布の日から施行となります。 

 次に、２ページの第１６条は、軽自動車税のクリーン化特例の適用期限を１年延長すること

に伴い、規定を整備するもので、施行日は２９年４月１日となります。 

 次に、４ページからの第２条の改正につきましては、消費税率の１０％引き上げに伴う改正

でありまして、引き上げ日の平成３１年１０月１日からの施行となります。 

 まず、第１８条の３は、軽自動車税の環境性能割の導入に伴い、当分の間、環境性能割の賦
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課徴収は県が行うことと規定していることから、市長が証明できる納税証明を規定するもので

す。 

 次に、第１９条は、環境性能割の申告納付について、納期限後に納付しまたは納入する税金

等に係る延滞金の取り扱いについての規定を追加するものです。 

 次の３４条の４は、法人市民税の法人税割の税率について、現行の１２.１％から８.４％に

引き下げる改正です。 

 次に、５ページの第８０条は、軽自動車税の環境性能割の納税義務者等について定めるとと

もに、現行の軽自動車税を種別割に名称を変更するものです。 

 次の第８１条の軽自動車税のみなし課税につきましては、売買契約において売り主が所有権

を留保している場合、買い主が軽自動車等の所有者とみなす軽自動車税に対する賦課規定を定

めるものです。 

 次に、６ページの第８１条の２の日本赤十字社の所有する軽自動車等に対する非課税の範囲

を定める条項については、現行の改正前の５ページの８０条の２を単に組みかえたものでござ

います。 

 次の８１条の３は、環境性能割の課税標準について、地方税法施行規則第１５条の１０の規

定により、軽自動車の取得価格と定めるものです。 

 次に、８１条の４は、環境性能割の税率について、軽自動車等の取得価格に対して、燃費、

基準値達成度に応じて決定しまして、それぞれ１％、２％及び３％と定めるものでございます。 

 続きまして、８１条の５は、環境性能割の徴収方法について、所有者の申告納付によるもの

と定めるものです。 

 次の８１条の６は、環境性能割の申告納付について、申告すべき日時及び申告書または申告

書の様式を定めるものです。 

 次に、７ページの８１条の７は、環境性能割の申告者等に関する過料を定めるものであり、

過料の金額を１０万円以下、過料の納付期限を納入通知書の発布後１０日以内と定めるもので

す。 

 次に、８１条の８は、環境性能割の減免規定を定めるものであります。この減免については、

規則で定めるものとしておりますが、施行日が平成３１年１０月１日であることと、環境性能

割の賦課徴収が当分の間、栃木県が行うことから、規則で定める条項については今後、速やか

に検討の協議を行った上で定めたいと考えております。 

 続きまして、８２条から、１０ページの９１条までの改正につきましては、現行の軽自動車

税を種別割に名称変更する等の規定を整備するものでございます。 

 次の１１ページの附則については、軽自動車税の環境性能割等の賦課徴収等の特例でござい
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ます。まず、第１５条の２は、環境性能割の賦課徴収の特例を定めるもので、当分の間、県が

行うこととするものです。 

 次に、１５条の３は、環境性能割の減免の特例を定めるもので、当分の間、県が環境性能割

を賦課徴収することから、減免につきましても特例を定めるものでございます。 

 次に、１５条の４は、環境性能割の申告納付の特例を定めるもので、賦課徴収及び減免と同

様に、当分の間、納税義務者は県に対して申告をする特例規定であります。 

 次に、第１５条の５は、環境性能割に係る徴収取扱費の交付について定めるもので、環境性

能割の賦課徴収に関する事務費の費用負担については、市が県に交付するという規定でありま

す。 

 次に、１５条の６は、営業用の３人以上の軽自動車取得環境性能割の税率の特例ですが、税

率をそれぞれ１％、２％及び３％と定めていますが、当分の間、この税率を０.５％、１％及

び２％と定めるものであり、また、第２項では、自家用３人以上の軽自動車税について、税率

３％を２％と定めるものです。 

 続きまして、１２ページの第１６条は、軽自動車税の種別割の税率の特例ですが、現行の

「軽自動車税」を「種別割」に名称を変更する改正です。 

 次に、１４ページの３条による改正につきましては、現行の「軽自動車税」から「種別割」

の名称変更に伴い、附則第６条の規定を整備するものです。 

 次に、１６ページの第４条による改正につきましては、軽自動車税に、新たに環境性能割が

導入されたことに伴いまして、附則第５条の規定を整備するものです。 

 最後に、附則について説明申し上げます。 

 第１条の施行日については、既に説明申し上げたとおりでございます。 

 第２条は、法人税割の税率の引き下げについては、平成３１年１０月１日以降に開始する事

業年度分から適用となります法人市民税に関する経過措置で、第３条は、軽自動車税の経過措

置となっております。 

 以上で、議案第２５号の税条例の一部改正の詳細説明とさせていただきます。よろしくお願

いします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第２５号の市税条例の一部改正についてでございますが、これ

は提案理由の説明にもありましたように、消費税１０％の値上げ、これを２年半延期するとい

うような国の法律に基づいて、それに関連するものを、軽自動車税の改定、環境性能割とか、
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法人税の減税とか、グリーン化特例の１年延長というような中身だというふうには思うんです

けども、今、細かにいろいろ説明を受けたんですが、基本的にはその中で従前から比べて増税

になるものはあるのか、ないのか、その点だけちょっと確認しておきたいなと思います。 

○議長（渡辺健寿）  小口税務課長。 

○税務課長（小口久男）  今回の税率改正につきましては、自動車取得税が廃止になりまし

て、その県税については廃止ということで、なくなるんですが、市に入ってきます自動車税取

得税が交付されませんので、その分について環境性能割ということで、燃費等に応じて１％、

２％、３％の課税をしまして、市税の収入にするということですので、結果的には増税という

ことにはならないのではないかなと思います。同じような状況だと思います。 

 市の収入についてもほとんど自動車取得税交付金と、環境割導入になった収入もほぼ同収入

を見込むことができるのではないかなと思います。 

 あと法人税率については引き下げということですので、市に収入はなくなりますが、それに

よりまして国のほうの法人地方税という税が引き上げるということになりまして、市町村に交

付税で対応するということになっていますので、税収入には影響はない状況でございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  税条例の改正、これは何回聞いても極めてこれは難解なんですが、

簡単なところだけお伺いしたいと思うんです。 

 今回の改正案は、軽自動車税、たばこ税、市民税のうちの法人税の引き下げのようなんです

が、まず来年度、平成２９年度の予算において、それぞれどのぐらいの額が影響するのか。マ

イナスになるのか、プラスになるのか、この辺だけお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  小口税務課長。 

○税務課長（小口久男）  基本的に今回の税条例の改正は、消費税引き上げの時期の平成

３１年１０月１日に施行するものでございますので、２９年度、３０年度の税収等については、

全く影響はございません。税収については影響がないという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○１５番（中山五男）  はい。了解いたしました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を
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打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１４ 議案第２５号 那須烏山市税条例等の一部改正について、原

案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１５ 議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条例等の一部 

                   改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１５ 議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条

例等の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者

医療費助成条例等の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、重度心身障害者医療費、ひとり親家庭医療費及び妊産婦医療費の助成について、平

成１９年４月から市単独で助成を行っている医療機関等が発行する診療報酬明細書に係る一部

負担金等の額の助成及び平成２５年４月から市単独で助成を行っているひとり親家庭医療費に

係る入院時食事療養費の助成を対象外とするため、所要の改正を行うものでございます。 

 改正の内容につきましては、これまで市単独の助成により、対象者の経済負担の軽減と福祉

の増進を目的といたしまして取り組んでまいりましたが、現在、医療費助成以外にも手厚い各
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種助成、あるいは手当て、サービスなどで経済的な負担軽減が図られ、支援制度も充実してい

ることに鑑みながら、医療機関等が発行する診療報酬明細書、いわゆるレセプトでございます

が、このレセプト発行に当たり、その１レセプトに当たり５００円の自己負担の助成、及びひ

とり親家庭医療費の入院時食事療養費の助成について、対象外とするものでございます。 

 なお、重度心身障害者に対する医療費につきましては、市民税世帯非課税者等に限って、

１レセプト当たり５００円を引き続き助成をすることといたしております。 

 何とぞ御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提

案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ３点ほどお伺いします。 

 この改正案の第４条の中に、「第１号に掲げる額から第２号に掲げる額を控除した額を助成

する」とありますが、ここで言う第１号、第２号に掲げる額とは、これは何を指すのかお伺い

します。 

 ２点目、お伺いします。今回の改正により、障害者本人の負担額、これは減るのか、ふえる

のか、影響額についてお伺いします。 

 ３点目、お伺いします。この改正理由は何なのか。この条例は本市独自の助成条例なのでし

ょうか。その辺についてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  それでは、第１号、第２号ということでございますが、この

改正条例案の新旧対照表の中の（１）ということで書いてあります医療機関等に支払った一部

負担金、これが第１号に掲げる額ということで、そこから、医療機関のほうで発行する診療報

酬明細書、レセプトごとに５００円、これが第２号のほうに書いてあるんですが、こちらのほ

うを差し引いた額を戻しますよというような改正になります。 

 例えば１回、診療で窓口で５００円払ったとしますと、１レセプト５００円ですので、

５００円を差し引いて、戻るお金はなしということになります。 

 ただし、同じ月に同じ医療機関で５００円を払うことを２回かかったとした場合は、

５００円を差し引きますと５００円残りますので、その５００円が本人のほうに戻るというこ

とになります。同一医療機関で同一の月に何回かかっても、レセプトは１枚になりますので、

５００円だけ差し引くというようなことになります。 

 影響額でございますが、先ほど言ったように、同一医療機関で毎月、定期的に何回もかかっ
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ている方であれば、１年間ですと５００円掛ける１２カ月なので６,０００円の影響というこ

とになりますし、医療機関を、幾つかの医療機関にかかっていれば、その医療機関ごとにレセ

プトが発行されますので、その分の５００円ということで計算になります。 

 改正の理由でございますが、重度心身障害者医療費助成制度につきましては、風邪とか、要

は障害に関係なくても医療機関にかかったもの、全額、今までお戻ししていたという制度でご

ざいましたが、いろいろ、先ほど提案理由にもありましたように、各種制度が整った中で、県

のほうでは平成１９年度に県の補助制度のほうを見直しまして、重度心身障害者の方について

は１レセプト５００円の自己負担を求めるということにしております。 

 市町村につきましては、この県補助制度、県のほうでは市町村で補助した２分の１を補助す

るという県の補助制度でございますので、その制度プラス、今までは市の独自で１レセプト

５００円分を上乗せして補助していたというところでございますが、今般、財政状況とか負担

の公平性等を見直したところ、県の補助制度に合わせて、非課税世帯はそのまま残しますが、

課税世帯については１レセプト５００円の負担を求めるというふうに改正したいと考えている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  質問の３点目の件なんですが、そうしますと、こういった心身障害

者に対する助成の条例というのは、いずれの市町村でもやはり持っているということでしょう

か。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  これ、全国的にもこういった制度、ない都道府県もあるんで

すが、大体ほとんどの都道府県でこういった制度は設けておりますが、この対象となるものの

中で所得割で限定している都道府県等もありますし、障害もちょっと変わったところもありま

す。栃木県としては、県の補助制度に合わせて、県内全市町村ともこの制度をもとに、そのほ

かに、先ほど言いましたように１レセプト５００円の上乗せをしているところとかというとこ

ろはございますが、大体そこを原則とした補助制度になっております。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条例等の一部

改正についてでございますが、これらは、先ほど提案理由にありましたように、平成１９年

４月から市独自の助成制度ということで、それぞれの経済的負担軽減のために、１レセプト

５００円を市が助成していたということでございますが、今回、県の制度に合わせるというこ

とで、このような負担を改めて求めるということでございまして、その影響につきましては、

重度心身障害者医療費助成につきましては、延べで２３７名が負担がふえると。また、ひとり

親医療費助成条例につきましては、２７年度ベースでは、この負担が全部かかるわけなので、

６４３人あったということでございます。また、市妊産婦医療費助成条例の一部改正について

でございますが、これも全部該当になるということでございますので、平成２７年度では

８０６件あったということでございます。これがさらにひとり親につきましては、入院時食事

療養費支給についても今後、負担になるということでございます。 

 このように、県の制度に合わせて負担を重くするということでございますので、残念ながら

同意できないということでございまして、反対討論とさせていただきます。 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１５ 議案第２６号 那須烏山市重度心身障害者医療費助成条例等

の一部改正について、原案のとおり決定することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（渡辺健寿）  起立多数と認めます。よって、議案第２６号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ２時２４分 

 

再開  午後 ２時３５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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     ◎日程第１６ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、 

                   設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正につ 

                   いて 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１６ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事

業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、提案理由の

説明を申し上げます。 

 本案は、地域における医療及び介護の総合的な確保推進をするための関係法律の整備等に関

する法律により、平成２８年４月１日から、地域密着型サービス、地域密着型通所介護が創設

をされ、その基準については、厚生労働省令、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運

営に関する基準等の一部を改正する省令により示され、同年４月１日から施行されたことに伴

い、所要の改正を行うものであります。 

 詳細につきましては、健康福祉課長より説明をさせますので、何とぞ御審議をいただきまし

て、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  命によりまして、ただいま上程となりました議案第２７号に

つきまして、御説明を申し上げます。 

 本案は、平成２６年に公布されました地域における医療及び介護の総合的な確保を推進する

ための関係法律の整備等に関する法律により、地域密着型通所介護が創設され、平成２８年

４月１日よりサービスの提供が開始されております。 

 事業を実施するに当たっては、市の条例においてサービスの基準を定めることとされており

ますが、施行日から１年間は条例の制定を猶予されており、その間、厚生労働省令の基準が適

用されているところでございます。 

 したがいまして、本案は、那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例の指定地域密着型サービスの事業に、地域密着型通所介護に関す

る基準を追加するため、一部改正するものでございます。 
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 なお、今回の主な改正点は２点となりまして、１点目は、従来の居宅サービスの通所介護を、

利用定員が１９人未満の小規模な事業所においては、生活圏域に密着したサービスであること

を踏まえ、地域との連携や運営の透明性の確保等を考慮し、地域密着型サービスの地域密着型

介護事業所に移行したことです。なお、１９人以上の事業は従前の居宅サービスとして継続し

ております。 

 続きまして、２点目ですが、末期がんや難病等による重度の要介護状態である在宅療養者が、

住みなれた在宅での療養を継続できることを目的としている療養通所介護でございますが、従

前は居宅サービスに位置づけられておりましたが、利用定員が９名と小規模なことから、地域

密着型サービスに位置づけられました。 

 それでは、詳細につきまして、新旧対照表により御説明申し上げます。 

 １ページ目をお開きください。目次におきましては、国の基準に従い、第２節の２として、

地域密着型通所介護を追加するとともに、第７節第５款第１目の見出しにおいて、改正の誤り

がありましたことを訂正しております。 

 続きまして、２ページ目をお開きください。第１款の第６１条の２において、地域密着型通

所介護の基本方針を規定しており、利用者が可能な限り自立した日常生活を営み、また、利用

者の家族の負担軽減を図ることを方針としております。 

 続きまして、３ページの第２款にて、人員に関する基準を規定しております。第６１条の

３から、４ページの第６１条の４において、施設に配置すべき従業者、人員及び管理者につい

て規定しております。 

 続きまして、第３款としまして、５ページの第６１条の５において、施設の設備及び備品等

の基準について規定しております。 

 続きまして、第４款としまして、運営に関する基準を規定しております。 

 まず第６１条の６において、通所介護事業者は、いわゆるケアプランを作成する居宅介護支

援事業者が開催するサービス担当者会議等を通じ、利用者の心身の状態・状況、置かれている

環境、他のサービスの利用状況等の把握に努めることを規定しております。 

 次に、第６１条の７第１項により、６ページの第５項においてサービス利用者からの利用料

の受領について、第６１条の８から第６１条の９において、基本的な取り扱い方針並びに具体

的な取り扱い方針を、７ページの第６１条の１０において、ケアプランの作成について規定し

ております。 

 続きまして、８ページをお開きください。第６１条の１１から、９ページの第６１条の

１６において、管理者の責務、事業所ごとに定めるべき運営規定、職員の勤務体制の確保、研

修の機会の確保、利用定員の遵守、非常災害対策としての連絡体制の整備や訓練、什器や施設
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の衛生管理について規定しております。 

 続きまして、第６１条の１７において、事業者が運営推進会議を設置し、おおむね６月に

１回以上、運営推進会議に対し活動状況を報告することを規定しております。 

 続きまして、第６１条の１８において、事故発生時の対応について規定しております。 

 続きまして、１０ページをお開きください。第６１条の１９において、諸記録の整備につい

て規定をしております、なお、第２項及び第３項にあります記録の保存期間ですが、国の省令

においては、２年間の保存期間となっております。しかし、事業者が不適切な請求に基づく介

護報酬を受け取った場合、市は保険者として、この返還を請求することになります。このとき

返還請求権は地方自治法により５年間で時効となりますので、２年間の保存期間では、市が返

還を請求しようとしたとき検証すべきサービス提供の記録が存在しないおそれがあります。そ

のため、介護報酬の請求に係る記録の保存期限を５年間とし、市の返還請求権の期間との整合

性を図ることとなっております。 

 また、２６ページの附則第２条をごらんいただきたいんですが、経過措置としまして、この

条例の施行前にサービス提供が完結した記録につきましては、この条文を適用せず、国の省令

の基準により２年間の保存期間としております。 

 続きまして、また１０ページにお戻りいただきまして、第６１条の２０において、定期巡

回・随時対応型訪問介護・看護からの運営に関する基準の準用を規定しております。 

 続きまして、２点目であります指定療養通所介護について御説明申し上げます。 

 １１ページをお開きください。第６１条の２１及び第６１条の２２において、趣旨、基本方

針を規定しております。 

 続きまして、第２目にて、人員に関する基準を規定しており、第６１条の２３から、１２ペ

ージの第６１条の２４において、施設に配置すべき従業者人員及び管理について規定しており

ます。 

 続きまして、第３目として、第６１条の２５において、利用者の定員を第６１条の２６にお

いて、施設の設備及び備品等の基準について規定しております。 

 続きまして、同じく１２ページの第６１条の２７から、１６ページの第６１条の３７におい

て、利用者に対する説明、同意、心身状況の把握、居宅介護支援事業所との連携、緊急時の対

応等、運営に関する基準を規定しております。 

 また、１６ページの第６１条の３７における記録の保存期限については、先ほど１０ページ

の第６１条の１９にて御説明したことと同様の理由により、保存期限を５年間としております。 

 続きまして、１７ページをお開きください。第６１条の３８において、定期巡回・随時対応

型訪問介護・看護、並びに地域密着型通所介護からの運営に関する基準の準用を規定しており
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ます。 

 以上、地域密着型通所介護並びに指定療養通所介護について、詳細説明いたしました。御説

明していない条文につきましては、両条文の追加に伴う加除、準用先の変更等となっておりま

す。 

 最後に、２６ページをお開きいただきたいと思います。附則になります。 

 まず第１条ですが、改正条例の施行は、公布の日からの施行と規定しております。 

 第２条につきましては、さきに御説明申し上げたとおりでございます。 

 以上で、議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の

基準等に関する条例の一部改正についての詳細説明を申し上げました。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第２７号の市指定地域密着型サービスの従業員の人員、設備及

び運営の基準等に関する条例の一部改正についてでございますが、これらは先ほど提案理由に

もありましたように、いわゆる地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関

係法令の整備に関する法律等によって進められてきているところでございます。 

 それで、先ほどいわゆる従来型の１９人未満のサービス、あるいは１９人以上の居宅サービ

ス、さらに重度在宅療養訪問サービスですか、地域密着型サービスというような話があったん

ですが、これらを実施している事業所は、それぞれ市内において何社あるのか、説明をいただ

きたいなと思います。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  今回の改正で、地域密着型に移行した事業所につきましては、

市内４事業所でございます。今まで従前の事業所として残る事業所につきましては、８事業所

になっております。合計１２事業所が通所介護事業所として市内で運営しておるところでござ

います。 

 また、療養通所介護でございますが、これは市内にはございません。現在のところ。県内で

も今、１事業所ぐらいしかないのかなということでございます。 

 以上です。 

○１８番（平塚英教）  了解。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 １５番中山五男議員。 
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○１５番（中山五男）  ３点ほどお伺いします。 

 今回の改正は、那須烏山市の指定地域密着型というんですが、ならばそこの指定されていな

い、指定していない通所介護施設というのは市内に存在するのかどうか、これが１点です。 

 ２点目は、今回の改正により、利用者の負担というのには変わりないのかどうか。ふえるの

か減るのかですね。 

 ３点目は、施設運営者、これはただいま課長の説明を聞きますと、何やかんやとこれは負担

がふえるのではないかと思いますが、これ、ふえるとするなら、これは結果的には施設運営者

の負担になるわけなんですが、その辺のところは全てが施設運営者の負担になるのか、それと

も補助金等で賄われるのか、その辺のところについてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  まず１点目につきましては、先ほど平塚議員にもお答えした

とおり、８事業所そのまま通所介護事業所として残っております。これは広域型ということで

ございますので、ほかの市町からでの通所もできるというようなことになります。 

 この制度によって、利用負担関係でございますが、サービスについては、この地域密着型に

なったとしても、今のところ変更ございません。ですから個人負担についても、このサービス

に係る利用料等についても変更はないということになります。 

 あと、事業所の負担でございますが、サービス等、変更ないので、新たな負担ということは

発生しないんですが、ただ、先ほど説明の中にありましたように、６カ月に１回ほど運営推進

会議というのを開催して、地域の方に情報開示というか、情報交換等をやることになりますの

で、そういった会の運営等が少し負担というか、仕事がふえるということになります。 

 ただ、この地域密着型になることによりまして、事業の認可・指導関係が直接、市のほうに

なりますので、より細かな運営等ができるんじゃないかと考えています。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 
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 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１６ 議案第２７号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１７ 議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部 

                   改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１７ 議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施

条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全

育成事業実施条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、荒川小学校内において実施をしている荒川放課後児童クラブについては、本市の放

課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の１クラブ定員の基準を超え

ている現状にあり、適正規模の運営が図られるように、現在の荒川放課後児童クラブを、荒川

第一放課後児童クラブと、荒川第二放課後児童クラブに分割をするため、本条例について、所

要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては、こども課長より説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  命によりまして、議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全育
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成事業実施条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 次のページを開いていただきまして、１ページをごらんになっていただきたいと思います。

改正後で御説明いたします。 

 第５条、第２条別表の第１でございます。下線の部分が変更になります。荒川第一放課後児

童クラブ、所在地については記載のとおりでして、その下、荒川第二放課後児童クラブ、これ

については、所在地が同じでございますが、下線のように変更させていただきます。 

 荒川小学校において実施している荒川放課後児童クラブにつきまして、本市の放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の定員の基準を超えている状況にありま

して、これからも利用者の増加が見込まれることから、現在の荒川放課後児童クラブを、荒川

第一放課後児童クラブと、荒川第二放課後児童クラブにするための条例の一部を改正するもの

でございます。 

 平成２９年１月末現在で、荒川児童クラブの通常利用の申し込み者でございますが、６７名

となっております。条例の定めでは、１クラブの利用定員、おおむね４０人以下となっており

ますので、今回の条例を改正することにより、利用申し込み者全てを受けることができる状態

になります。現在の児童クラブ室でございますが、既存にパーテーションがございますので、

２つに分割することで利用が可能になります。 

 説明は以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されております議案第２８号について、関連するこ

とでお聞きしたいんですが、烏山第一放課後児童クラブから第三まで、これはこども館に入っ

ていますよね。これを烏山のまた小学校に戻すというようなことも前に聞いたあれがあったん

ですが、その経過についてちょっと。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  １２月の議会の中で質問がありまして、内容をお答えしたとこ

ろでございます。特別委員会の中で報告した内容でございますが、担当部署で双方に、小学校

にも事情がございますので、教育委員会とこども課で話し合いまして、平成３０年度以降であ

れば、まとまった場所が確保できるのではないかということで、３０年度を目途に移転しまし

ょうというような内部の方針を出したところでございます。そのようなことを申し上げた次第

でございます。 

 以上でございます。 
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○９番（久保居光一郎）  了解です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ２点ほどお伺いします。 

 まず、放課後児童クラブの利用者数、これは増加傾向にあるというような課長の説明でした

が、その理由はどんなところにあるのか、課長の捉えているところについてお伺いしたいと思

います。 

 それと平成２７年度の決算では、２１６人になっているんですよ。行財政報告書、私、見ま

したら。それで該当する全児童１,１９６人のうちの２１６人というと、１８％もの児童が利

用しているのに私もちょっとびっくりしているところなんですが、なぜこれほどどんどんふえ

てくるのか。児童数が減ってくるにもかかわらず、この利用者数がふえてくるのか、これが

１点です。 

 それと、今回の改正により、市の負担というのはどのぐらいふえてくるのか。これも決算書

を見ますと、平成２７年度は３,８４４万１,０００円なんですよね。ところがことしの２９年

度の予算、これから提案になりますが、これから見ますと５,１５５万２,０００円と、多額な

予算がふえているわけなんですが、これほどふえるものかと思いまして、私、ちょっと驚いて

いるところなんですが、この辺のところについてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  放課後児童の利用者がふえているかということで、ふえていま

すということでございますが、平成２７年度で、先ほど議員がおっしゃられた２１６名。平成

２８年度の２月１日現在で利用者が２２４名で、平成２９年度の申し込み者が２６５名になっ

ています。この２６５名は申し込みですので、必ず使用するというわけではございませんが、

こんなところからふえていると。 

 また、荒川学童についてはぐっとふえたという状況ですので、ふえているという状況で御説

明したところでございます。 

 どうしてふえているのかというのは、なかなか保育と同じように、学童の量を求めるのは難

しいところがありますが、親御さんの社会進出、また就労、そういったものが考えられると思

います。 

 ２点目の、平成２７年度の決算では３,８４４万１,０００円に対して、平成２９年度の予算

が５,１５５万２,０００円、これは差額が大きいのではないか、これは何だということだと思

います。これは決算ベースと予算ベースの差がありますけども、平成２８年度に、学童につき

ましては３カ年の債務負担を組みまして、予算を組んだところでございまして、平成２９年度

は２年目の年になりまして、債務負担ですので上限額を決めておりまして、２年目になるわけ
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でございます。 

 ところが、２年目の平成２９年には、荒川学童がプラスになるわけですが、荒川学童は、こ

の継続分の３件とはまた別に契約せざるを得ませんので、その分をプラスしたわけでございま

す。ですので、予算ベースと決算ベースで差があるわけでございますが、実質は平成２９年度

は２８年度からの継続分にプラス、荒川学童分の委託事業費が主でございまして、この端数が

出ているのは消耗品とか役務費とかそんなものでございます。平成２８年度の決算ベースを想

定しますと、平成２７年度の実績にプラスアルファした額に、新設される荒川学童分の事業費

になろうかと想定しております。 

 以上でございます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１７ 議案第２８号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例

の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２８号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１８ 議案第２９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営 

                   に関する基準を定める条例の一部改正について 
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○議長（渡辺健寿）  日程第１８ 議案第２９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２９号 那須烏山市放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、提案理由の説明を申

し上げます。 

 本案は、学校教育法等の一部改正により、小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う

義務教育学校が、新たな学校の種類として規定されたことに伴いまして、放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたことに伴い、当該省令に基づき定めた本

条例の放課後児童支援員の資格要件の中に、義務教育学校の教諭となる資格を有する者を新た

に加えるため、条例の一部を改正するものでございます。 

 何とぞ慎重御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようお願いを申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正についてでございますが、この放課後児童支援員の資格要件の中に、義務教育

の教諭となる資格を有する者を加えるための所要の改正ということなんですけど、現行のもの

を見ますと、小学校、中学校、高等学校、または中等教育学校の教育資格を有する者というふ

うにあるので、小学校、中学校以外の義務教育学校ってあるんでしたっけね。どうもその辺が

よく理解できないんですが、県内にはそういうような小学校、中学校以外の義務教育学校とい

うのがあるんでしょうかね。その説明をお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  御質問にお答えいたします。 

 義務教育学校というのは、新たにできた学校制度で、今までは小中一貫教育ということでし

たが、今度は小中一貫学校ということで、９年制の義務教育学校ということになります。新た

にそういうふうな形態ができまして、絹義務教育学校と、小山に小学校３校、中学校１校で

１つの学校にするということが、もう既にこれは始まっております。 

 それから、佐野地区に、田沼のほうですが、これは先ほど申し上げた絹義務教育学校は４つ
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が集まっても１学年１クラス程度の小規模校なんですが、田沼のほうにできるのは全部で

８００人を超える、うちのほうの烏小、烏中を合わせても及ばないような大規模校になります。 

 それからあと塩原のほうに、やはり大規模な義務教育学校ができる予定になっています。 

 システム的には、うちのほうでやっている併設型の小中一貫ではなくて、学校を単体として

つくってしまうというようなことの学校が新しくできたということになりますので、御了承い

ただければと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  そうしますと、学校教育法の改正に伴ってこれを加えるということ

でございますが、本市においては当面これは該当校はないというふうに考えてよろしいんでし

ょうか。 

○議長（渡辺健寿）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  本市にはございませんし、ここに規定にありますような教員となる

ような資格を有する者ということですので、義務教育学校の場合には、小学校免許と中学校免

許のどちらかを持っていればよろしいというようなことになるかと思います。 

 以上です。 

○１８番（平塚英教）  資格要件だからね。わかりました。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○１８番（平塚英教）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 
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 採決いたします。日程第１８ 議案第２９号 那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正については、原案のとおり決定することに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第２９号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第１９ 議案第３０号 那須烏山市民ふれあい農園設置、管理及び使用料条 

                   例等の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第１９ 議案第３０号 那須烏山市民ふれあい農園設置、管理及

び使用料条例等の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３０号 那須烏山市民ふれあい農園

設置、管理及び使用料条例等の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、指定管理者制度による管理・運用を条例で定めておりますふれあい農園、山あげ会

館、龍門ふるさと民芸館、大金駅前観光交流施設、市立図書館の５つの施設につきまして、市

直営による管理運営を可能とする所要の改正を行うため、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、何とぞ御審議をいただきまして、

可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  詳細の説明をさせていただきます。 

 １ページをお開きください。５つの条例改正でございますが、内容につきましてはほぼ同じ

でございますので、最初のふれあい農園設置管理及び使用料条例等の一部を改正する条例、こ

こで説明をさせていただきます。 

 先ほども直営と指定管理者、今後は比較検討をした上で、どちらで行うかというのをしっか

り検討して、制度を取り入れていくということで所要の改正を行うものでございます。ですの

で、第３条の第３項に、最後のところ、「指定管理者にふれあい農園の管理を行わせるものと
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する」というところから、改正後は、「ふれあい農園の管理を行わせることができる」という

ことで、改正をさせていただきます。 

 それに伴いまして、そのほかのところは直営にした場合についての管理とかもろもろの開設

期間、利用時間、使用の許可、使用の制限、それらを直営にした場合の条文に変えまして、指

定管理者とした場合は、２ページの第７項のところに、最後にありますが、いろいろ職員とい

う項目があったりとか、市長という項目があるんですが、市長とあるのは、指定管理者とする

ということで読みかえの規定をしております。 

 そのようなことで、全て５つの条例とも同じように、直営並びに指定管理者がどちらがよろ

しいかどうかというのを比較検討して、それから進めていくというようなことで、今後これら

の施設等については進めていくことになりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１９ 議案第３０号 那須烏山市民ふれあい農園設置、管理及び使

用料条例等の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２０ 議案第３１号 那須烏山市ふれあい交流体験館設置、管理及び使用 
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                   料条例の一部改正等について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２０ 議案第３１号 那須烏山市ふれあい交流体験館設置、管

理及び使用料条例の一部改正等についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３１号 那須烏山市ふれあい交流体

験館設置、管理及び使用料条例の一部改正等について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、那須烏山市指定管理者選定委員会の審議結果に伴い、那須烏山市ふれあい交流体験

館の指定管理者を廃止し、普通財産とするため、条例の一部改正及び廃止をしようとするもの

でございます。 

 詳細につきましては、農政課長より説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  それでは、命によりまして、議案第３１号 那須烏山市ふれあ

い交流体験館設置、管理及び使用料条例の一部改正等について、詳細説明をさせていただきま

す。 

 まず、本条例は、藤田地内にありますふじた体験村のうち、平成１５年度県単ふれあいの里

づくり事業により整備しました加工販売施設と、平成９年度県単新生産調整対策事業、水田園

芸産地育成事業、コミュニティ農園整備事業により整備しました観光いちご園等の管理等につ

いて定められたものでございます。 

 いずれの施設も、指定管理制度により管理運営をしてきたところでございますが、公共施設

再編整備計画方針を踏まえ、今期の指定管理期間終了をもって指定廃止とすることから、本条

例につきましては、段階的に廃止するものであります。段階的にと申し上げましたのは、指定

管理期間の終期が加工販売施設については本年３月３１日、観光いちご園につきましては、本

年５月３１日となっているためです。 

 それでは、議案書の１ページのほうをごらんいただきたいと思います。新旧対照表がござい

ます。第１条で、まず第２条の第３項にあります「体験館の施設は次のとおりとする」という

ところで、改正後は、１番目の加工販売施設を除いた形で、残りのいちご園、ブルーベリー園、

その他の施設というふうに施設を絞ってまいります。 
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 第２条につきましては、その残りましたいちご園、ブルーベリー園、その他の施設というこ

とを含めまして、この条例を廃止するところでございます。 

 なお、附則によりまして、この条例第１条につきまして、施行を４月１日から、第２条につ

きましては６月１日から施行するということでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  残念ながら、いちご園、それにパン工房ともに廃止するということ

になったわけなんですが、このふれあい交流体験館と加工販売施設、このいちご園、ともに指

定管理から外すということになるんですが、廃止した後も市が費用を負担するところがあるの

かどうか、これが１点目です。 

 ２点目、ブルーベリー園というのは、これはいちご園とくっつけているようなんですが、こ

れとか市民貸し農園ありますね。これらの今後の管理運営についてお伺いします。 

 まず差し当たって２点お伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  議員御質問のふれあい交流体験館加工施設と、いちご園の指定

管理廃止後の費用負担でございます。 

 まず、加工販売施設につきましては、県の補助事業により整備したもので、建物の耐用年数

がまだ未到来なので、売り払い等の処分はせず、貸借を考えております。ですので、その土地

につきましては市が引き続き借り上げることとし、その地代が市の費用として発生いたします。

ただしその金額につきましては、最近の情勢を鑑み調整、交渉した結果、地主さんの御理解も

得て、宅地の部分でございますが、２割強の減額ということで調整が済んでおります。 

 また、いちご園、ブルーベリー園につきましては、指定管理廃止後は賃貸の更新はせず、一

旦、地主へ返還することになり、新たな事業者、農家等が直接賃貸することになりますので、

市の費用負担は発生いたしません。 

 続きまして、２番目のブルーベリー園、市民農園の今後の管理運営でございます。まずブル

ーベリー園は、新たに借りたいという方がいるということで、大和久福祉会なんですけれども、

候補というか、話を受けているということで調整されているようでございます。 

 いちご園につきましては、先ほど申し上げたように一旦返還して、新しい農家の方をあっせ

んするような形でございますが、調整が進んでおります。 

 市民農園の管理につきましては、今の指定管理期間が平成３１年３月までございます。ござ
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いますが、新たな活用方法等の調整がつき次第、随時切りかえていきたいと考えております。

が、少ないとはいっても、市民農園で借りている方がございますので、全く廃止にするとかと

いうことは考えておりません。管理等も含めて、今後の運営は部分事業の事業委託なども検討

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  そうしますと、パン工房の部分は、これはもう期間がないというこ

とですね。それで、ブルーベリー園は、これは大和久福祉会のほうにこの部分を貸すというこ

とになるのかと思いますが、そうしますと、私の聞きたいのは、その際、この土地代を大和久

福祉会が持つのか、それとも市が負担を続けるのか、この辺についてお伺いしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  いちご園とブルーベリー園は契約更新をせずに、一旦、地主さ

んへお返しし、地主さんから直接、新たな事業者が借りるということですので、市の地代の支

払いはありません。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  質問したこと２点についてはわかりました。 

 これは市長に申し上げますが、このパン工房といちご園、ブルーベリー園、この関係、私、

詳細なところまでは金額、出していませんが、これは開設以来、１億２,０００万ほど支出し

ておりますね。私はこれは結果的に失敗の事業ではなかったかなと考えています。この事業の

発端は、前の町長が始めたことで、その当時、まだ大谷市長は在職しておりませんから、私は

大谷市長にその責任を問うことは全くいたしませんが、これからもしこのような施設をつくる

ような場合は、十分に検討した上で、これ、誰が責任を負うのかですよ。誰も負う人がないで

すね。これは。 

 ぜひそのようなことを御検討いただきたいと要望を申し上げまして、質問を終わります。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  ほかの議員から、このふれあい農園に関しては１億円の損失があ

ったと、約ですね。そういうふうな辺で、非常に残念だということでありますが、私は、この

ふれあい農園、都市間交流をこれから盛んにやろうと、こういうときに、この農園を潰してい

いのかと。逆にこれを利用するのが。だから私は失敗した原因を本格的に追及して、なぜ失敗

したか、そしてこれを早く言えばもう一回再生すると。県とか何かの補助金をもらっていない

んだから、自由にできるわけだから、これをいかにアイデアを生かして、都市間交流の１つの

起爆剤にすると、こういう考えはないのかどうか。農政課はどうですか。 
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○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  市民ふれあい農園につきましては、今後も継続していく予定で

ございます。ただ、その管理等については十分、検討、調整したいということでございます。 

 それから、加えて申し上げますと、観光いちご園のほうについては、今、調整中の方がその

観光の部分も引き継いでくれるというようなことで調整が進んでおりますので、観光いちご園

も全くなくなるわけではないというふうに今のところ考えております。 

○議長（渡辺健寿）  １４番山隆四郎議員。 

○１４番（山隆四郎）  現状の説明はそれで結構ですが、なぜいちご園が失敗したのか。

それで１億もの、早く言えば財源をつぎ込んだのか。そしてどういう効果があったのか。これ

を私は、失敗は失敗でいいというんですよ。失敗を今度はいかに生かすかと。 

 そうかといって、このふれあい農園というのは、那須烏山市に観光で来た人が、あるいは山

あげ祭で来た人、こういう人たちがこういう施設もありますよ、どうぞここに寄ってください

と、こういう多種多様の施設がある。だから私は今度、新しくやるところのジオパーク構想も、

これもいいと言っているんですよ。何もなくて来て、山あげで帰るんじゃないと。お寺を見せ

たり、滝を見せたり、いろんなことをしながら、ここにリピーターをつくると。ああ、このま

ちは非常にいいぞと、こういう１つの施設を失敗したからといって消すんじゃなくて、逆にこ

れを再利用すると。そして都市間交流の目玉にすると。こういうことをやらなくちゃ、何のた

めの失敗かわからない。失敗を成功にしろと。これはもう鉄則ですよ。失敗したものを成功さ

せるというのは。こういうことを考えなければだめだというのが私の意見で、市長どうですか。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  このふれあい体験館は、旧南那須町で県の補助事業を入れながら、小

倉の体験村と一緒に整備をいたしました。そのようなところから、この観光いちご園、そして

今はいっぴとなりましたけども、加工施設、そのようなところから指定管理で今日まで続いて

きたわけでございますけれども、今の実状というのは、確かに拠出は１億円以上の拠出はあっ

たかもしれませんが、今の観光状況は、大変この旧南那須の核たる観光施設になっていると思

います。今が旬の観光いちご園の使用状況は、予約を入れないと入れませんし、とちひめ効果

というものがありまして、大変、東北地方、やはりこの近隣から観光客が多いということでご

ざいます。 

 したがって、この加工施設をお願いいたしました大和久福祉会のいっぴも、地産地消の基本

から、国見のミカンも入れながら、あるいはユズも入れながら、あるいは中山かぼちゃ等も活

用しながら、そういったジャムにパンなんかを活用して非常に好評を博しています。 

 そのようなところから、今後は民間に委託をして、さらなるこの隆盛が認められますので、
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議員御指摘のとおりだと私、思いますよ。そういったところで今後、いろんなやはり農業分野

における核の施設として、さらに発展をすることを心から期待をしているところでございます

ので、答弁にならないかもしれませんが、そのようなところで今、進めておりますので、ひと

つ御理解を賜りたいと思います。 

○１４番（山隆四郎）  いいです。これでおしまいでしょう。３回でしょう。 

○議長（渡辺健寿）  まだ２回ですね。もう一度あれば。 

 １４番山議員。 

○１４番（山隆四郎）  今、この失敗の中で、今ちょうどそのいいことを言ったのは、民

間に委託すると。民でやれと。これも失敗の、何で官でやるから失敗したのか。民でやらせて、

これを利用すると。行政負担をなくして、そして民間に活力を与えると。これですよ、これ。

これをいかにやるかというのが私の言いたかったことであります。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ほかに。 

 １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  上程されています議案第３１号について、質疑あるいは意見を申し

上げたい、このように思っております。 

 この議案につきましては、先ほど失敗という話もありましたが、一部から見れば、そういう

観点は当たるのかなと思います。しかしながら現在、自立できるいちご農家がこの地内におい

てはたくさんふえています。それも大きな１つの地内の産業として、栃木県でも有数な産地に

なっているのではないかなと、このように思います。 

 私どもの関係する団体、労働団体ですが、この３月４日に観光いちご園、募集をしたんです

が、何と５倍ぐらいの人数が集まりまして、抽選をしまして、やっと２００名にたしか減らし

たと、そのように聞いておりますが、その２００名で今度の土曜日、私も含めていちご狩りを

体験したいと思います。 

 今、いちご狩りは１人１,１００円ですかね。ですから２００人だと２２万円入ることにな

ります。そういう誘客効果も大変大きなものがあると思いますので、失敗を成功に変える、そ

の源として、今度は個人の方が経営に当たっていただければと期待をしております。 

 その中で、先ほど観光いちご園も継続したいという話がありましたが、もう一度確認のため

に、今後とも、今の形式で観光いちご園、やれるのかどうかお伺いをしたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  今後、個人の経営ということになりますので、全く同じ形式か

どうかというのはちょっと私のほうからはわかりませんが、少なくとも希望としては土日ぐら
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いは観光いちご園をやってくれないかなということで希望はお伝えしております。 

○１６番（髙田悦男）  了解。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されている件について、議案第３１号についてでご

ざいますけれども、これ今までずっと指定管理でやってこられていたわけですね。このほかに

も指定管理しているところはたくさんあるわけでございますけれども、やはりこれはうちの市

に限らず、指定管理者制度ができてもう１２年ぐらいになるかと思うんですが、余り成功して

いる自治体は少ないと思うんですね。 

 ですからなるべく……、これは今までは失敗だったからさらに活用してという御意見もあり

ました。また、これは今までも貢献しているし、またこれからも大切だという意見もありまし

た。ただ私は、できるだけ市が管理するものも、民間に全部、委託していく、それで市の負担

を軽くしていくような方向に切りかえていったのがいいんじゃないのかなというふうに思って

おります。 

 指定管理においては、別件でございますけども、こぶしが丘温泉は残念ながら地震で潰れま

した。その下にあったこぶしが丘公園なんかも、これは県のほうの補助をいただいてやったわ

けでありますが、それも四千何百万かけて、それで地震で１週間後にはもうだめになっちゃっ

たというようなこともありますので、できるだけ指定管理のものも市の公的財産から外してい

く方法でやるべきだと思うんですが、その辺の考えについて、市長、ちょっと御答弁をお願い

いたします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  今の国あるいは県の行政、自治体の運営の指導といたしまして、民間

でできる事務事業については、できるだけ民間に委託をというようなことが原則でございます

ので、もちろんそのような意見は十分貴重な意見だと思いますので、今後そういったところの

意味で、できる民間委託については積極的にやはり活用させていただきたいと、このように思

います。 

○議長（渡辺健寿）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今、市長の答弁いただきました。私はできるだけ、場合によって

は民間に売却も含めて、どんどんふやしてきていただきたい。やまびこの湯なんかもそうです

けれども、みんなやっぱり売却して、もう民間にやってもらうというようなことが大事なんじ

ゃないのかなというふうに思っております。これは私の意見だけにとどめて、答弁は求めませ

ん。 
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○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２０ 議案第３１号 那須烏山市ふれあい交流体験館設置、管理及

び使用料条例の一部改正等について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３１号は、原案のとおり可決決

定いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ３時３５分 

 

再開  午後 ３時４５分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き再開いたします。 

                                    

     ◎日程第２１ 議案第３２号 那須烏山市工場立地法準則条例の一部改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２１ 議案第３２号 那須烏山市工場立地法準則条例の一部改

正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３２号 那須烏山市工場立地法準則
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条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律、第６次一括法により、工場立地法の一部が改正をされ、現在、都道府県が有する

町村区域における緑地面積率の地域準則の制定権限及び事務処理権限が、市町村として一括移

譲されることに伴って、既に移譲済みであった市区地域における緑地面積率の地域準則の制定

権限の条項に変更が生じるため、条例の一部改正を行うものでございます。 

 主な内容は、那須烏山市工場立地法準則条例第１条及び第３条にあります法第４条の２第

２項が、法第４条の２第１項に繰り上がるものでございます。 

 何とぞ、御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようお願いを申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第３２号の工場立地法の準則条例の一部改正ということでござ

いまして、これは工場立地法の改正に伴う所要の改正ということで、緑地面積率は地域準則に

よってということなんですが、この条文を見ると、全く変わらないんですが、現行がこの改正

によってどんなふうに変わるのか、そこだけちょっともう一度、説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  工場立地法の改正に伴うものでございます。条例の改正のほ

うは、現行が法４条の２第２項が、法４条の２第１項に繰り上がるという内容でございます。 

 この要因ですが、工場立地法の緑地面積等の準則につきましては、市の部分については市の

条例で定めることができると。それで町村の場合は県が定めるということに従来なっておりま

した。今回の改正で、市、町、村、いわゆる市町村は、それぞれ自分で定められるということ

になりましたので、市と県の権限がそれぞれの市町村に一括しておりたことによりまして、条

文が１個不要になったということで、４条の２第２項が第１項に繰り上がったということでご

ざいます。 

○１８番（平塚英教）  わかりました。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  この条例の狙いは、緑地面積を緩和することで、工場用地の有効面

積が図れると、そういうような条例と認識をしております。それで、この会社にとっては優遇
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措置なんですが、これによってこの平成２７年９月以降、去年の９月に制定したわけですが、

それ以降、新たな工場進出、または工場の増設等が認められますか。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  工場の倉庫棟や研究棟等の新設等はあるんですが、工場立地

法に該当する新設、増設はありません。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２１ 議案第３２号 那須烏山市工場立地法準則条例の一部改正に

ついて、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２２ 議案第３３号 那須烏山市公民館設置、管理及び使用料条例の一部 

                   改正について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２２ 議案第３３号 那須烏山市公民館設置、管理及び使用料

条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 
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〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３３号 那須烏山市公民館設置、管

理及び使用料条例の一部改正について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、現行では１２月２７日から１月４日までの年末年始の休日を、１２月２８日からと

改めることで１日減らし、施設利用が可能な日をふやすものであります。 

 これにより、利用者サービスの向上とともに、同じく生涯学習課が所管をする運動施設の年

末年始休日が１２月２８日からであることとの整合が図れるものと考えております。 

 何とぞ御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提

案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  那須烏山には、公民館は烏山公民館、南那須公民館、それに烏山南、

境、七合の５つじゃないかと思うんですね。それで、公民館に休日を定めていても、この公民

館長が常駐しているところは烏山公民館だけじゃないかと思います。よその公民館については、

利用者が前もって、例えば南那須公民館を借りる場合には、教育委員会のほうで借りて、これ

は夜間でも休日でもいつでも使わせてくれますね。あいている限り。 

 そういうような状況にしていながら、公民館の休日を定める意味があるのかどうか、このこ

とについてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  ただいまの中山議員の質問についてお答えをいたします。 

 御指摘のとおり、公民館については烏山公民館、境公民館、七合公民館、烏山南公民館、そ

れから南那須公民館の５館ございます。館長が常駐ということだったんですが、大変申しわけ

ございませんが、ただいまのところ公民館に職員は昼間しか行っておりませんので、常駐して

いる館はどこもございません。一応、平成２９年度からは体制を見直して、烏山公民館のほう

には職員を配置できるように今、調整を進めているところでございます。 

 こちらの休日の条例につきましては、職員の休日に合わせて休日としてございます。もとも

と公民館には職員がおりまして、この休日に伴って職員が休んでいたものでございます。それ

がなぜかというと、公民館という場所については、ただ施設を貸し出すのではなくて、来館者、

団体等が利用したときに、指導助言ができるように、職員がいるときを開館していたというこ

とがございまして、こういう規定になっておるかと思います。 

 中山議員おっしゃるように、烏山公民館以外のほかの公民館には、現在のところはおりませ
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んが、職員が実際は生涯学習課のほうにおりますので、要請があれば出向くことはできます。

夜間については一応、開館時間９時半までは開放時間ということになっておりますので、特に

休日で貸しているわけではございません。 

 こちらに規定のある毎週月曜日ですとか国民の祝日に鍵をお貸ししているのは、一応、こち

らの２項にございます教育委員会が必要と認めた場合に、便宜上、お貸しをしていると。施設

をお使いになる方に不便をかけないように、借りる方の自己責任において使っていただくとい

う範囲内でお貸しをしているということでございます。御理解願いたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  今の件、わかりました。 

 それで、南那須公民館は利用者が前もって教育委員会に来て、鍵を借りて昼間、夜間ともに

使わせておりますが、それ以外の公民館については、誰が管理をしているんですか。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  烏山公民館、境公民館、烏山南公民館については、管理人さ

んをお願いをしてございます。管理人さんのほうに毎月、月末に、次の月の使用予定簿をお渡

しをして、開け閉めをお願いしてございます。 

 こちらのほうに直接、教育委員会のほうに来て鍵をお貸しをしなければならないところが、

現在のところ南那須公民館と七合公民館となってございます。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいですか。 

○１５番（中山五男）  はい。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 
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 採決いたします。日程第２２ 議案第３３号 那須烏山市公民館設置、管理及び使用料条例

の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２３ 議案第３４号 那須烏山市自家用有償バス事業基金設置及び管理条 

                   例の廃止について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２３ 議案第３４号 那須烏山市自家用有償バス事業基金設置

及び管理条例の廃止についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３４号 那須烏山市自家用有償バス

事業基金設置及び管理条例の廃止について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、自家用有償バス事業の円滑な運営を目的として創設をした自家用有償バス事業基金

について、平成２８年度をもって事業充当を完了することに伴い、本条例を廃止するものであ

ります。 

 本基金の設立には、市営バス烏山高部線の収益を財源として積み立てを実施した背景があり、

今年度、その烏山高部線の運行車両更新の際に、車両購入費の財源といたしております。 

 何とぞ御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提

案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  この有償バスに関する基金残高が６００万３,０００円ほど残って

いると思うんです。この処分方法はどのような方法にするんですか。１点お伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  今の点でございます。この基金は、１年満期の定期預金の

ほうに積んでおりまして、３月２７日をもちまして満了日となりますので、その額、今年度の

利子分も含めまして６００万５,３９２円が基金残となります。全て取り崩しまして、今年度、
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購入いたしております高部烏山線の車両運行費のほうに充てる予定としております。 

 以上でございます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２３ 議案第３４号 那須烏山市自家用有償バス事業基金設置及び

管理条例の廃止について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

                                    

     ◎日程第２４ 議案第３５号 那須烏山市農業者健康増進施設設置及び管理条例の 

                   廃止について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第２４ 議案第３５号 那須烏山市農業者健康増進施設設置及び

管理条例の廃止についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３５号 那須烏山市農業者健康増進

施設設置及び管理条例の廃止について、提案理由の説明を申し上げます。 
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 本案は、旧江川小学校体育館として利用されていた農業者健康増進施設について、公有財産

管理運用委員会において売却の方針を決定したことから、施設の用途を廃止し、普通財産とす

るため、条例の廃止をしようとするものであります。 

 なお、売却方針の決定後、本施設は調査の結果、耐用年数を経過していることが判明をした

ことから、条例廃止後は民間企業へ無償譲渡する予定であることを申し添えます。 

 詳細につきましては、農政課長及び生涯学習課長から説明をさせますので、何とぞ御審議を

いただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（渡辺健寿）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  それでは、命によりまして、議案第３５号 那須烏山市農業者

健康増進施設設置及び管理条例の廃止について、詳細の説明をさせていただきます。 

 まず、本条例につきましては、志鳥地内に昭和５２年度国庫農業構造改善関連整備緊急対策

事業により整備しました那須烏山市農業者健康増進施設についての管理等について定められた

ものでございます。 

 これまで、旧江川小学校の体育館及び地元の住民の運動施設として利用されてきたところで

すが、平成２８年３月末をもって旧江川小学校が廃校となり、新江川小学校へその機能が移転

されましたことから、その用途を廃止することとし、本条例を廃止するものでございます。 

 それでは、議案書のほうでございます。この条例廃止につきましては、附則により、平成

２９年４月１日から施行するということになります。 

 以上、農政課長の説明を終わります。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  引き続きまして、今の議案書について、附則の部分を御説明

させていただきます。 

 旧江川小学校が現在の江川小学校に移りましてから、旧江川小学校の体育館のほうは、江川

体育館ということで、社会体育施設として、那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条例の

ほうで管理をしてまいったところでございます。今までに御説明しましたとおり、廃止という

ことでございますので、現在、現行のほう、別表右側、新旧対照表のほうでいいますと右側の

現行、「那須烏山市江川体育館」というものを削らせていただくという附則の説明でございま

す。 

 私のほうからは以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 
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 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  毎回申しわけありません。この江川小の売却価格ですが、これはリ

ンレイテープのほうに将来、売却するというようなこの間、お話を聞きました。その土地の価

格から、解体費用８６４万円を差し引いた価格で売却すると、そのように説明があったと記憶

をしております。済みません。８,６４０万円。失礼しました。８,６４０万円を差し引いた額

でというような説明でしたね。 

 実は先週、広域行政事務組合の会議がありまして、その中で私、質問をしたんですが、旧馬

頭にありました馬頭の消防の分署……。（「小川」の声あり）小川ですか、あれは。小川分署

の解体が予定価格の６０％台で落札をしているんですよ。今回は、これは８６４万、これは多

分……、８,６４０万というのは適正な価格ではないかと思うんですが、これで問題ないんで

しょうか。少々、私も疑問を持ったものですから、質問した次第であります。市長いかがです

か、この辺は。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  解体費、また、土地の売却価格等については、不動産鑑定士のほ

うに鑑定を依頼して、積算していただいた数字でございますので、私どものほうでは審査の結

果、妥当であるというような判断でおります。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  よろしいでしょうか。 

○１５番（中山五男）  疑問を持つところでありますが、了解いたしました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渡辺健寿）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２４ 議案第３５号 那須烏山市農業者健康増進施設設置及び管理

条例の廃止について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第２５ 議案第１０号から日程第３２ 議案第１７号までの平成２８年度那須烏山市一

般会計補正予算第４号、国民健康保険特別会計補正予算第２号、後期高齢者医療特別会計補正

予算第１号、介護保険特別会計補正予算第３号、農業集落排水事業特別会計補正予算第１号、

下水道事業特別会計補正予算第２号、簡易水道事業特別会計補正予算第２号、水道事業会計補

正予算第２号の８議案については、いずれも平成２８年度補正予算に関するものでありますこ

とから、一括して議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第２５ 議案第１０号 平成２８年度那須烏山市一般会計補正予算（第４ 

                   号）について 

     ◎日程第２６ 議案第１１号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正 

                   予算（第２号）について 

     ◎日程第２７ 議案第１２号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補 

                   正予算（第１号）について 

     ◎日程第２８ 議案第１３号 平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算 

                   （第３号）について 

     ◎日程第２９ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計 

                   補正予算（第１号）について 

     ◎日程第３０ 議案第１５号 平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予 

                   算（第２号）について 

     ◎日程第３１ 議案第１６号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正 

                   予算（第２号）について 

     ◎日程第３２ 議案第１７号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第 

                   ２号）について 
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○議長（渡辺健寿）  よって、議案第１０号から議案第１７号までの８議案について一括し

て議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１０号から１７号までの提案理由の

説明を申し上げます。 

 まず、議案第１０号 平成２８年度那須烏山市一般会計補正予算第４号についてであります。

本案は、平成２８年度一般会計予算の歳入・歳出をそれぞれ４,７７０万円を増額し、補正後

の予算総額１２１億７,４２６万３,０００円とするものでございます。今回の補正は、地方創

生関連事業の予算及び普通交付税、国・県補助事業等の精算・確定に伴うものでございます。

また、地方創生拠点整備交付金対象事業や臨時福祉給付金事業など、翌年度へ繰越明許費や、

債務負担行為の変更など、所要の予算を措置をいたしております。 

 主な内容につき御説明を申し上げます。まず、歳出予算についてございます。 

 議会費は、議会運営費といたしまして、議場無線ＬＡＮアクセスポイント設置工事に要する

経費でございます。 

 総務費は、定住促進対策事業費といたしまして、今後、不足が予想される定住促進住まいづ

くり奨励金の増額に伴う予算計上でございます。 

 民生費は、国民健康保険特別会計繰出金といたしまして、保険基盤安定化負担金の確定に伴

う増額補正であります。 

 衛生費は、保健衛生総務費といたしまして、広域行政事務組合負担金のうち、病院運営負担

金の精算に伴い、増額計上するものでございます。 

 農林水産業費は、都市農村交流施設整備費といたしまして、ふれあい交流体験館及び市民ふ

れあい農園管理棟の改修工事を実施するものでございます。 

 商工費は、観光振興費及び山あげ会館施設整備費といたしまして、国の地方創生拠点整備交

付金の採択を得て実施を行う事業について、所要の予算を計上いたしております。 

 土木費は、事業費の精算によるものでございますが、道路維持管理費につきましては、降雪

による除排雪や道路の維持修繕箇所に対応するための業務委託料の増額でございます。 

 消防費は、消防水利管理費といたしまして、防火水槽や消火栓の維持管理に要する経費の増

額であります。 

 教育費は、事業費の精算によるものでありますが、小学校費、中学校費は、主に各小中学校

に必要な備品の購入費であります。 
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 自治会公民館施設整備費は、自治会集会施設の整備や改修に対する補助金の増額であります。 

 災害復旧費は、事業の精算によるものでございます。 

 公債費は、償還元利金の１０年利率見直しに伴うものであります。 

 次に、歳入予算について申し上げます。 

 市税は、個人市民税現年課税分、法人市民税現年課税分、固定資産税現年課税分において増

収が見込まれますことから、補正をするものであります。 

 普通交付税、地方特例交付金は、額の確定に伴う増額であります。 

 国・県支出金は、ほとんどが事業費の確定に伴う精算でございますが、地方創生拠点整備交

付金は、国の補正予算に伴う国庫補助金であります。 

 繰入金は、市有施設整備基金を事業充当するとともに、財源不足額について、財政調整基金

にて措置をいたしております。 

 市債は、各事業へ充当額を変更するとともに、臨時財政対策債については、決定額に基づき

減額をするものであります。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金といたしまして、全国の方々からいただきました寄附金の増

額計上分でございます。 

 また、社会福祉事業費寄附金といたしまして、那須烏山市商工会工業部長、中村恵之様、烏

山燦陶会、瀧田項一様、匿名希望者様からであります。 

 教育総務費寄附金は、東京都小金井、秋山 久様、南那須地区工業者懇話会会長、塩田信吾

様、烏山学生寮ＯＢ有志一同様、匿名希望者様からでございます。それぞれの趣旨に沿った形

で予算措置をいたしておりますので、御芳志に対し深く敬意を表し、御報告申し上げる次第で

ございます。 

 議案第１１号は、平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算第２号についてで

あります。本案は、国民健康保険特別会計事業勘定及び診療施設勘定の予算を補正するもので

ございます。 

 まず、国民健康保険特別会計の事業勘定から御説明を申し上げます。予算の歳入・歳出を

２,４３０万７,０００円減額し、補正後の予算総額を４２億１,４３４万６,０００円とするも

のであります。 

 主な内容といたしまして、歳入では、国庫支出金及び国民健康保険税を減額し、過年度分療

養給付費等交付金等を増額するもので、歳出では、共同事業拠出金を減額し、療養給付費負担

金の精算による償還金を計上するものであります。 

 財源の不足分といたしましては、前年度繰越金をもって措置をいたしております。 

 次に、診療施設勘定でございます。予算の歳入・歳出を１０万４,０００円増額し、補正後



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－94－ 

の予算総額を７,４６４万７,０００円とするものであります。主な内容は、境診療所の診療収

入を減額し、財源といたしまして、前年度繰越金をもって措置をするものであります。なお、

歳出では、診療所の修繕費及び診療所運営基金に利子分の積立金を計上いたしました。 

 議案第１２号は、平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算第１号について

であります。本案は、後期高齢者医療特別会計予算の歳入・歳出をそれぞれ１,２１９万

３,０００円を減額し、補正後の予算総額を３億１,５２１万円とするものでございます。 

 主な内容は、歳入の広域高齢者医療保険料と、基盤安定繰入金の減額に伴い、歳出の後期高

齢者医療広域連合納付金が減額となるものであります。なお、財源の不足分につきましては、

前年度繰越金をもって措置をいたしております。 

 議案第１３号は、平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算第３号についてであり

ます。本案は、介護保険特別会計予算の歳入・歳出をそれぞれ２,６９３万３,０００円を減額

し、補正後の予算総額を２６億１,８０１万３,０００円とするものであります。 

 主な内容につきましては、各事業費の精算に伴い過不足が見込まれる保険給付費及び地域支

援事業費などの補正であります。 

 歳入は、保険料、国庫・県支出金及び支払基金交付金等の精査による充当財源の補正であり

ます。 

 議案第１４号は、平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正予算第１号につい

てであります。本案は、農業集落排水事業特別会計予算の歳入・歳出をそれぞれ１５万

２,０００円増額し、補正後の予算総額を５,９１５万２,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、下水道台帳作成のための委託料を増額をするものでございます。なお、

財源につきましては、資本費平準化債の算出方法の見直しにより減額措置を行うとともに、前

年度繰越金を増額し、一般会計繰入金を減額する措置を講じております。 

 議案第１５号は、平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算第２号についてであ

ります。本案は、下水道事業特別会計予算の歳入・歳出をそれぞれ１０万８,０００円増額し、

補正後の予算総額を３億５,８５４万８,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、下水道台帳作成のための委託料を増額するものであります。なお、財源

につきましては、歳入の精査に伴う公共受益者負担金、一般会計繰入金を減額し、消費税還付

金及び前年度繰越金を増額する措置を講じました。 

 議案第１６号は、平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算第２号についてで

あります。本案は、簡易水道事業特別会計予算の歳入・歳出をそれぞれ４５万３,０００円減

額し、補正後の予算総額を１億１０５万７,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、施設の雷害修繕費の減額及び水道設備の故障による修繕費を精査したも
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のでありまして、その財源である負担金及び災害共済金、前年度繰越金等を調整をいたしてお

ります。 

 議案第１７号は、平成２８年度那須烏山市水道事業会計補正予算第２号についてであります。

本案は、水道事業会計予算の水道事業収益を１３６万９,０００円増額し、補正後の予算総額

を５億６,７６１万円といたしまして、水道事業費用を５９万６,０００円増額し、補正後の予

算総額を５億２,５６３万４,０００円とするものであります。また、資本的収入を１８７万

１,０００円増額し、補正後の予算総額を４,６７２万３,０００円とするものでございます。 

 主な内容は、収入につきましては、消火栓維持管理費負担金及び雑収益、水道加入金の増額

であります。 

 支出につきましては、給水管及び消火栓の修繕費、固定資産除却費の増額であります。 

 以上、議案第１０号から議案第１７号まで一括して提案理由の説明を申し上げました。慎重

御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由

の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  まず、一般会計のほうなんですが、６ページの繰越明許費がそれぞ

れの費用で出ておりますけども、おおむねどういう事業で、繰り越しするわけですから、平成

２９年度内でどのような事業を行って、いつごろ完了するのか、それぞれの内容について説明

をいただければと思います。 

 次に、１９ページですけれども、一番下のＪＲ烏山線沿線まちづくり推進事業費が１５０万

円減額になっておりますけども、この理由について説明をお願いします。 

 ２０ページ、定住促進対策事業費５５０万円でございますが、これは市長、先ほどちょっと

触れられましたけども、具体的にはどのような使い方をするのか、説明をお願いしたいと思い

ます。 

 次に、２５ページ、下ほどの都市農村交流施設整備費というのが２３４万５,０００円と載

っておりますけども、これは農業施設費ということでございますが、この内容について説明を

お願いしたいと思います。 

 次に、２６ページでございますが、林業総務費の中のイノシシ捕獲促進強化事業費５５万

１,０００円ということでございますが、これについての内容説明をお願いします。 

 あとは、２９ページ、消防団活動費というのが１２５万４,０００円載っておりますが、こ

れは消防団全体のことなのか、あるいは各分団なのか、その内容について説明をお願いします。 
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 ３１ページ、公民館費の一番下、自治会公民館施設整備費ということで５２６万

４,０００円載っておりますが、これは裏のほうにあるのかな、事業説明内容。ありませんね。

説明をお願いします。５２６万４,０００円ということですね。 

 それとその下のほうの緑地運動公園管理費６２万５,０００円というふうにありますが、こ

れは大桶の運動公園のことでよろしいんでしょうかね。あそこにアーチェリーの設備を整える

ということで進められていると思うんですが、それとの関連なのか、その進捗状況についての

御説明をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  それでは、ただいま御質問いただいた中から、総合政策課関

連のものにつきまして答弁をさせていただきます。 

 まず最初に、繰越明許事業費でございますが、まず第１番目の行政情報化推進費でございま

す。これにつきましては、個人番号カードの交付事業の補助金でございますけれども、総務省

からの通知によりまして、平成２８年度の交付決定額が、平成２９年度に繰り越されたという

ことに伴いまして、繰り越し措置を行うものでございます。 

 それから、７款の商工費の中の観光振興費と山あげ会館施設整備費でございますが、こちら

は所管は商工観光課でございますが、地方創生の拠点整備交付金事業に関連いたしますので、

私のほうから内容の御説明をさせていただきます。地方創生拠点整備交付金でございますが、

こちらにつきましては、国の平成２８年度の第二次補正予算に予算措置されたものでございま

す。こちらは未来への投資を実現する経済対策ということで位置づけられたものでございます

けれども、本市におきましては、この交付金につきましては、従来、地方創生の関連はソフト

事業が中心でございましたが、今回、新たにハード事業に対する交付金ということで措置され

たものでございまして、この交付金を活用するために、平成２９年度に予定しておりました山

あげ会館のリニューアル事業、こちらと、関連するソフト事業であります城下町ガイドブック

の作成、こちらを、観光振興費の２３０万１,０００円が城下町ガイドブックの作成になりま

すけれども、この２事業を国のほうに申請をいたしたところ、本年２月３日に交付の内示を受

けたものでございます。また、２月２４日付で地域再生計画の認定も受けたものでございます

けれども、こちらにつきましては、国の平成２８年度の補正予算ということでありますので、

平成２８年度の補正予算として予算計上をする必要がございます。ただ、事業実施については

平成２９年度ということで進めているものでございます。 

 この交付金につきましては、補助対象経費の２分の１が交付されるということでございます。

あわせまして、この市の負担分、残りの負担分の予算措置として、この補助対象経費の部分に
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つきましては、補正予算債という起債が活用できます。充当率が１００％で、元利償還金の

５０％が交付税として措置していただける大変有利な起債でございますので、そういった交付

金、それから有利な起債を活用した事業を展開したいということで、今回、予算措置をさせて

いただき、平成２９年度に繰り越しをさせていただいたものでございます。 

 続きまして、１９ページのＪＲ烏山線沿線まちづくり推進事業費の減額でございますけれど

も、こちらにつきましては、やはり地方創生推進交付金、こちらはソフト対象のものでござい

ますが、こちらの国のほうの内示を受けまして、９月の補正予算の際に予算措置させていただ

きました。 

 これは烏山線沿線の本市と高根沢町が広域に連携して事業実施していくということでござい

ますけれども、予算措置した中で、高根沢町さんと協議していく中で、負担金の額に変更が生

じたことから、減額をさせていただくものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤まちづくり課長。 

○まちづくり課長（佐藤博樹）  私からは、２０ページ、定住促進対策事業費５５０万円の

件についてお答えいたします。 

 この事業費につきましては、定住促進住まいづくり奨励金に係る事業費となっております。

全て補助金となっております。１月末現在の実績をまず申し上げます。全体で７１件の申請が

ございまして、現段階で１,７６０万円の支出があります。例年ベースでいきますと、今後の

新築家屋等の見込みを考えますと、２０件程度の申請が例年、参りますので、その不足分にか

かる費用を３月補正にて対応するものでございます。現在、２月以降、２０件の申請が来るも

のとして対応したいというものでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  福田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福田 守）  私のほうからは、繰越明許のほうの臨時福祉給付金のほうを

御説明したいと思います。 

 これは国の経済対策ということで、１２月に補正措置させていただいたところでございます

が、今般、システム改修等、発送準備をしまして、３月２６日から６月３０日までを申請期間

ということで設定して作業を進めておりますので、繰り越しするものでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  糸井農政課長。 

○農政課長（糸井美智子）  私のほうからは３点です。繰越明許の件と、都市農村交流施設

の件と、イノシシの件になるかと思います。 
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 まず、６ページの繰越明許でございます畜産振興費１,８３８万７,０００円ということでご

ざいますが、この件は、畜産担い手育成総合整備事業の中で、４カ年でやっているところでご

ざいますが、本年度の最終的な補助金内示額、事業費ベースで申しますと４,５７７万

７,４００円の事業費なんですが、施設の用地造成に伴いまして、その中で想定外の湧水など

により施工の効率が低下し、また、設計契約の変更などが生じたため、不測の日数を要したた

めの事業のおくれということで、実際の本年３月までの事業の見込みは２,８４１万

６,０００円……、済みません、１,３９２万４,４００円の事業見込みで、それに対する補助

金の、年内に実施される補助金が２,８４１万６,０００円でございまして……、失礼しました、

年内に実施されます補助金は……、何度も済みません、１,００２万９,０００円でございまし

て、その残額の１,８３８万７,０００円が繰り越しとなるものでございます。 

 続きまして、２５ページの都市農村交流整備事業の２３４万５,０００円の内容でございま

すが、２つございます。ふれあい交流体験館のうちの加工販売施設、こちらの壁や床につきま

して、今後、施設を貸与するに当たりまして、現時点でふぐあいのところを必要最小限で修繕

するということでございます。 

 もう一つが、市民ふれあい農園の管理棟でございますが、破損している階段の撤去や間仕切

り等、手すり設置等の改修・修繕を行うことでございます。こちらにつきましては、ふじた体

験むらの核となる部分でありますので、今後、利用形態が変わることに順応するため、また、

危険な部分があるため、必要な修繕を加えるものでございます。 

 それから、イノシシは、２６ページのことでございます。イノシシ捕獲促進強化事業のその

中身でございます。１つは、イノシシ捕獲成果によります報酬、こちらの精査をしたところ、

６６万円ほどの不足が生じる見込みで、そちらの増額、それからイノシシ捕獲業務委託の中で

精査をしましたところ、１０万９,０００円の余剰が出ますので、その減額ということでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ２９ページ、消防団活動費の内容について、説明をさせていただ

きます。 

 この主なものは、消防団車両の車検費用が今年度バッテリーの交換とか、かなりこれまでに

費用がかさんでしまいまして、８台分ちょっと不足してしまったということで、それで約

９０万円補正するものでございます。 

 あと吸管もちょっと特注品の１０メートル物ということで、２本必要になりまして、これが

約３２万円というようなことと、それともう一つ、このところ火災が多いものですから、火災
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現場における消防団の指揮本部対応の用品ということで、６万円ほど補正を要求をさせていた

だいております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  小田倉都市建設課長。 

○都市建設課長（小田倉 浩）  私どものほうですが、６ページの繰越明許費、土木費、河

川費の急傾斜地崩壊対策事業費の繰り越しの説明をさせていただきます。 

 この事業は、栃木県が、実際、烏山土木なんですが、栃木県が行っている急傾斜地崩壊対策

事業で、神長下地区といいまして、烏山小学校、中学校から滝駅のほうに行く右側の集落

１１戸の崩壊を事前に防ぐ事業で、１２月に予算のほうは補正予算をいただいております。 

 この事業は、栃木県が事業主体となりまして、私ども那須烏山市はその事業費の２０％を負

担するということで、栃木県の事業が１２月補正でいただいたんですが、これは国の緊急対策

事業費で、来年の平成２９年度の予算を平成２８年度に前倒しで予算格づけして、現在進めて

おります。それによりまして、必然的に平成２９年度に繰り越しということで、その負担金の

２０％の一部を繰り越しするわけです。 

 事業につきましては、現在、順調に行っておりまして、６月３０日をもちまして完了予定と

なっております。ですから、この事業、神長下地区につきましては、平成２８年の予算で全て

完了となっております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  それでは、繰越明許費の教育費につきまして、説明申し上げ

ます。 

 南那須中学校の施設整備費でございますが、工事内容につきましては、野球場、テニスコー

トの整備、あわせて校門付近、スクールバス等の駐車場の整備になります。 

 昨年の１１月に国庫補助の交付決定を受けまして、１２月に補正を計上させていただきまし

て、１２月末に契約したものでございます。工事期間もタイトであるというようなことで、学

校及び業者等の協議をさせていただきました。学校のほうから、１２月、１月、３月、４月と

いうのは行事等も多いというようなことで、また、部活動も５月には大会もあるというような

ことで、できる限り支障のないようにというようなお話をいただきましたので、期間を延長す

るものでございます。５月いっぱいぐらいまでには完了させたいということで考えております。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私のほうからは、２点ほど御質問のありました３１ページ、
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まず自治会公民館整備費について、内訳でよろしいんでしょうか。（「はい」の声あり）これ

につきましては、まず中山自治会のほうで、自治会公民館のほうの施設の改修がございまして、

工事費７９万円の３分の１以内で２６万３,３３４円、予算のほうは２６万４,０００円ほどを

計上してございます。 

 もう一件のほうは、高峰パークタウン自治会さんのほうで、集会施設の建設予定地の用地の

購入がございまして、こちら、用地の購入につきましては、上限５００万円で要綱のほうがで

きておりまして、その上限いっぱい。購入費が１,０００万ということですので、その２分の

１以内、５００万円ということで、今回、補正計上させていただいております。 

 もう一点、その下、緑地運動公園管理費についてなんですが、これは旧南那須のほうの山の

上にあります特別支援学校手前のところの緑地運動公園分になります。こちらの内訳につきま

しては、多目的野球場の倉庫、それからライン引き等機械器具、備品のほうの購入費の合計に

なってございます。 

 ちなみに、大桶運動公園のほうについては、２８ページ、土木費の公園費のほう、都市公園

管理費２３万８,０００円計上しているのがそれでございます。 

 議員お尋ねの国体関係につきましては、その上、国体開催整備事業費。今回、請負残により

まして、９００万円ほど減額をさせていただいております。現在、倉庫のほうについては、あ

と周りのコンクリート部分を打設すること、それから防矢ネットについては現在、基礎工事の

ほうを開始しておりまして、ドブメッキのほうの柱のほうが完成次第、そちらのほうに埋める

と。現在、報告いただいていますのは、進捗率８０％ということで請負業者のほうからは報告

は受けてございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  それでは、２点ほど伺いたいと思います。 

 まず、議案第１０号 一般会計補正予算第４号についてでございます。ページが２６ページ。

７款の商工費の観光施設費でございます。これの補正額が１億１,３００万円。これは山あげ

会館の施設整備費が主であるかと思うんですが、私はこの前にも申し上げたように、山あげ会

館、約２億円ちょっとで改修をしている最中であろうかと思うんですが、いろいろと当初の改

修よりも変わってきていますよね。これの最終的な構図といいますか、それはどうなっている

のかというのを、もしできれば図面で見せていただきたい。また、そういう説明をしていただ

きたいということをお願いしているんですが、その辺のことはやっていただく予定があるのか、

ないのか。 
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 それから２点目は、同じ部分でございますけれども、昨年の１２月１日にユネスコの無形文

化遺産登録になりました。以前、１２月１日から年度末までのユネスコ無形文化遺産登録にな

ってから、山あげ会館の入館者数はどのくらいふえたのかということを聞いたら、約１００人

程度だということでございました。もう１月も済んだわけですが、これは商工観光課長、１月

にはどのくらいふえたか。もしおわかりにならなければ後で結構でございますけれども、わか

っていたらば教えていただければなというふうに思います。 

 それから、同じこの５目の中で聞いていきたいと思うんですが、龍門の滝の周辺施設管理費

４０万円とあります。龍門の滝にある龍門ふるさと民芸館、あそこは山あげ会館よりもたしか

入館者数が多かったと思うんですね。この辺も、この４０万円使うのは大いに結構かと思うん

ですが、もうちょっと山あげ祭のユネスコ無形文化遺産登録の機会を捉えて、戦略的にどんな

ふうにこの龍門の滝周辺を活用するのかというようなビジョンも描きながらやっていっていた

だきたいなというふうに、これは要望でございます。 

 それから、同じこの中で、一番下の大金駅前観光交流施設運営費２０万円とありますが、こ

れは大金駅前観光交流施設は指定管理でやっているわけで、その指定管理料がたしか５００万

円か５５０万円かぐらいだったかと思うんですが……、４００万円か。４００万円で、この

２０万円というのは運営費というんですが、指定管理費で本来は契約しているわけですから、

これを出していいものかどうか。もし足らないんだったらば、今度の書きかえのときにもっと

指定管理費をふやすとかというふうにするべきだと思うんですが、この運営費とは何なのか、

それについて伺います。 

 それからもう一点は、今度、ページが２９ページでございます。９款消防費の３目。ここで

補正額が６４３万１,０００円、消防施設費ですね。それで消防水利管理費が３８４万

２,０００円となっておりますけれども、これはもちろんここに書いてあるように、消防水利

の管理費に使うんだと思うんですが、私、以前、こういう水利のあるところに統一した看板、

同じ色の同じデザインの、できればナンバリングした看板を置いたほうがというような提案を

したんですが、その辺はお考えになっているんでしょうか。 

 それから、この３８４万２,０００円、消防水利管理費、これはどこにどのようなあれで使

うのか、その辺もあわせて伺いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  補正予算書２６ページの、まず観光施設費のほうからお答え

させていただきたいと思います。 

 順番に、山あげ会館の施設整備のほうにつきましては、１億２,２２３万６,０００円計上さ
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せていただいております。この内容につきましては、明許繰り越しになりますが、来年度、行

う工事の明許繰り越しの工事分でございます。引っ越し手数料として９５万６,０００円、あ

と会館の工事管理委託料として５００万円、あと会館の工事費として１億１,６２８万円を予

定してございます。 

 議員お尋ねの最初の計画からの変更等につきまして、確かに最初は３年間でやりますよとい

うことで言ったんですが、展示物等の展示の内容等の取りやめとか、工事内容の変更、また、

空調関係のシステムの導入等で変わってきております。図面で御説明ということなので、ちょ

っとここで図面はお示しできませんが、後で図面は出せますので、個別に説明させていただけ

ればというふうに思います。 

 あと、ユネスコ無形文化遺産登録後の入館の人数の増につきましては、主に１００人と聞い

ていたんですが、正確な数字はちょっとわかりませんので、後日。きょうは山あげ会館が休館

なものですから、あした以降、申しわけありません、お答えさせていただきたいと思います。 

 龍門の滝の周辺施設整備費の４０万円につきましては、駐車場の白線がほとんど消えて見え

ないような状態なものですから、それの修繕ということで４０万を計上させていただきました。 

 また、その龍門の滝周辺の活用方法、議員おっしゃるとおりでございます。今回、山あげ祭

の期間に合わせては、昨年と同じように周遊バス等を出しながら、いわゆる那須烏山市のお祭

りと山あげと、洞窟酒蔵等、いわゆる周遊して滞在時間を延ばしてもらうというような検討を

してございます。お祭り期間以外は何をするかという話が一番難しいんですけれども、そこの

部分につきましては、今後いろいろ検討はしていきたいというふうに思っております。 

 最後になります。大金駅前観光交流施設運営費２０万円。内容につきましては、交流館が設

置したときに、いわゆる倉庫があそこはないんですね。それで、物品等があふれていることな

ので、確かに指定管理になっていますので、本来、運営については指定管理者がやるところな

んですが、物品等その物の収納部分については、那須烏山市の発注者のほうで責任を持って施

設を準備しておくということになりますので、倉庫、いわゆる簡単な置くだけの倉庫を購入す

る予定でございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ２９ページ、消防水利管理費ですが、これは消火栓の維持管理負

担金が主なものでございます。これにつきましては、上下水道課のほうへ負担金として支払う

ものでありまして、市内各所、消火栓等の修繕等が起きた場合、修繕を上下水道課にお願いす

るものでございます。箇所的なものについては、上下水道課のほうへお任せをしております。 

 それと防火水槽のふた修繕１カ所、興野地内で行いまして、その設置費ということで計上さ
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せていただきました。 

 なお、消防水利の看板等については、まだ統一したものというのは作成はしておりません。

引き続き検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  ここで申し上げます。本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじ

め延長します。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  じゃあ、入館者数については後で教えてください。 

 それから、山あげ会館の整備について、私がビジョンが見えないというふうに申し上げたん

ですが、今の山あげ会館、物産展示室というんですか、それが恐らく物産も売れていないと思

うんですよね。ずっとここ１０年間ぐらい伸び率はないと思います。やはり場所も悪いし、前

から私、これ、前面に出すように提案を申し上げている。 

 それからもう一点。図書館を兼ねた歴史資料館のＣＧの設計図を前に見せていただきました

よね。それが今、据え置きという形になっています。私はその当時から、歴史資料館も一緒に、

今回の山あげ会館の改修に合わせてこれも含めて検討したらというふうに市長に提案をしてき

たわけですが、市長、それはもう考えていないということですね。 

 それと物品が、今回の改修で、いかに山あげ会館を改修することによって経済効果が生まれ

るか、入館者数がふえるか、そういう戦略というのをしっかり示してもらいたいと思うんです

が、これは市長に聞きたいと思う。 

 それから、消防水利については了解いたしました。ただ、やはり看板なんか掲げるときは、

私が前に御提案したように、いろんな色彩、ユネスコ無形文化遺産登録で観光施設の看板も統

一するんだということでありますから、いろいろそういう美的なデザイン感覚というか、それ

もないと、ほかの自治体に競争で負けちゃいますからね。同じお金を使うのでも。よく頭使っ

て、それからビジョンをしっかり持って、たくさんビジョンを持ってもできないんだから、絞

ってやるようにしていただきたいと思います。市長、ひとつ答弁をお願いします。 

○議長（渡辺健寿）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  山あげ会館の第２次の改修については、地方創生の拠点交付金を２分

の１、ほぼ満額いただきながら進めてまいりましたけれども、この１億２,０００万円の中に

は、やはり最初の安全性の点の指摘から、やはり改修を見直さなければならないということに

余儀なくされたものですから、そのようなところから、全体的には１億２,０００万円の事業

ということに絞ったような形になっております。したがいまして、そういった展示室とか何か

は従来どおり動かさない。そしてＬＥＤ化、そして空調、そういったところの改修にとどめる
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ということになっております。 

 今後のことについては、さらにそういった議員御指摘のことは十分理解をできますので、そ

のような１つのユネスコの無形文化遺産の山あげの伝統として、さらに市内外から多く呼び込

むような、はっとするようなやっぱり山あげ会館の改修に取り組んでいくと、このように考え

ておりますので、今回についてはそのようなところで、２次計画については今の改修程度にと

どまっているということを御理解いただきたいと思います。 

○議長（渡辺健寿）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今の市長の説明、了解でございますけれども、改修するのも結構、

私はもちろんいいんですけれども、賛成なんですけれども、やはり戦略を持って、せっかく山

あげ行事がユネスコ無形文化遺産登録になったわけですから、戦略を持って、お金をこの施設

にかける、いろんな事業費にかけるだけじゃなくて、どのくらいの経済目標を上げるか、そう

いう目標値もしっかり設けてやっていただきたいなというふうに要望をいたしたいと思います。

答弁、結構でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ここで暫時休憩いたします。 

休憩  午後 ４時５５分 

 

再開  午後 ５時０４分 

○議長（渡辺健寿）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑はありますか。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  １点だけお伺いをしたいと思います。 

 １６ページになりますね。１６ページの財産運用収入ですね。５３２万４,０００円が地域

振興基金の利子ということで大きく減額されておりますけれども、もともと地域振興基金とい

うのはそんなにないと思って、単純なる間違いかなと、こういうふうに思う。それともいいと

ころに本当は運用しようというような意気込みがあったのかどうか、その辺についてお伺いを

いたします。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  地域振興基金の利子の減額でございますが、こちらにつきま

しては、地域振興基金１３億４,０００万円ほどございますけれども、このうちの１０億円を

１０年物の国債で利率１.８％でございますけれども、運用してございました。それが昨年の

３月２０日で満期を迎えたということで、平成２８年度当初予算編成の際には、この満期を迎

えた１０億円分について、１０年物、あるいは２０年物の国債で再度運用するかということで
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検討をさせていただいたところでございますが、昨年２月１６日から日銀がマイナス金利とい

うのを導入いたしました結果、やはり２０年物の国債につきましても利率が０.３％程度しか

つかないということで、当初想定しておりました利回りを大きく下回っていたということで、

リスク回避の面から、確実な定期預金で運用をさせていただきました。 

 この結果、当初想定をしておりました利率からでは、当初６０８万９,０００円ほど利子を

国債運用で獲得する予定でございましたが、この定期預金で運用した結果、７６万

５,０００円という結果になりまして、今回のような減額措置となったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  今は少しあれですかね、国債も利率が上がってきているというような

こともあるかなと思うんですけれども、平成２９年度予算のほうになりますが、それもやはり

同じ定期預金というようなあんばいになるんでしょうか。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  会計管理者のほうとも連携を図りながら、少しでも有利な運

用をしていきたいということでございますが、現段階においてはまだ定期預金ということで、

利子の計上をさせていただいております。 

○８番（渋井由放）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございますか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  それでは、まず７ページの債務負担行為の補正からお伺いしていき

たいと思います。 

 ここに３点、３事業載っておりますが、この３事業とも今回の補正で減額をしてあります。

なぜこのように事業費が動いたのか、まずこの１点についてお伺いをしたいと思います。 

 次、１３ページをお開きいただきたいと思います。１３ページの１４、国庫支出金ですね。

１４款１項１目２節の保育所等整備交付金。これは当初予算で８１０万２,０００円計上しま

したが、全額、今回は減額になっております。なぜこれは事業ができなかったのか、これにつ

いてお伺いをします。 

 次に、同じページに、地方創生拠点整備交付金５,５８８万３,０００円、これは新しい国庫

補助金なんですが、なぜ今回、那須烏山に交付されることになったのかお伺いをしたいと思い

ます。 

 次に、１６ページをお開きをいただきたいと思います。１６ページの下のほうに、ふるさと

応援寄附金４８５万９,０００円ありますね。これは補正前の額、補正後合わせますと
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１,９７０万１,０００円が総務費の給付金になっているわけなんですが、私のお伺いしたいと

ころは、このふるさと応援寄附金、これをいただくのに、その返礼品代、これ、いってみれば

経費が幾らかかっているのか。１つは経費です。 

 それと、この那須烏山市の納税者がよその市町村へ寄附したものもいると思うんですよ。こ

の人数と額、これについてお伺いをしたいと思います。これは税務課なんかでつかめると思う

んですよね。これについてお伺いをしたいと思います。 

 次に、２４ページについてお伺いします。２４ページの中段のほうで、５款労働費の５款

１項１目の負担金、補助及び交付金、雇用対策事業、これは当初７２７万２,０００円、計上

してあります。それで今回、その半分に相当する３２０万円もこれは減額をしていますが、な

ぜこれほど事業が遂行できなかったのか、これについてお伺いをしたいと思います。 

 次に、２６ページについてお伺いします。２６ページの山あげ会館の件、何人かの議員がも

う既に質問しているんですが、それとこれは全額繰り越しになって、来年度の事業実施にする

そうなんですが、具体的な設計、あの山あげ会館をどのように改修するのか、その辺について

はもう設計書ができ上がっているのかどうか、これについてお伺いします。できていないとい

うふうに。じゃあ、わかりました。できていないのでわかりました。 

 その下の国見緑地公園内の施設整備費ですね。これ、９月に補正しましたよね。

３,３３３万２,０００円。ところが今回は１,０４４万６,０００円減額になりましたが、これ

は大分、予算からでは大幅な減額になりましたが、これでこの施設整備関係で解体や何か全部

整備が終わったのかどうかについてお伺いをしたいと思います。 

 それと２９ページ。これは笑われるかもしれませんが、ここの消防費の中に、２９ページの

真ん中の付近ですか、９款１項３目の工事請負費が２５６万円載っていますが、これじゃない

かと思うんですが、サイレンをつけるようですね。後ろの工事の内訳見ますと。これはどこへ、

なぜつけるのか、このサイレンについてお伺いをしたいと思います。 

 あとは、国保会計で、７ページについてお伺いをしたいと思います。この７ページの歳入で

すが、１款１目の関係、これで今回、補正３,７００万円の１,６００万円合わせて国保税が

５,４５１万６,０００円減額になりました。大幅な減額なんですが、これは徴収率が下がった

のでしょうか。その辺のところ、この減額理由についてお伺いします。 

 それともう一つ、この７ページの一番下ですね。国庫補助金。これは療養給付費等負担金と

して、今回、マイナスが７,２５０万７,０００円です。これがなぜ国庫補助金がこれほどマイ

ナスになったのか。 

 以上についてお伺いします。 

○議長（渡辺健寿）  坂本総合政策課長。 
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○総合政策課長（坂本正一）  それでは、総合政策課関連の部分について答弁をさせていた

だきます。 

 まず、債務負担行為の補正の部分でありますが、まず一番最初の自治体情報セキュリティ強

化対策事業、庁内ＬＡＮ再構築事業でございますけれども、こちらにつきましては、国の求め

に応じまして、自治体のセキュリティ強化対策事業の一環ということで、庁内ＬＡＮの再構築

を行うものでございますが、昨年９月定例会におきまして、債務負担行為の議決をいただいた

ところでございます。このたび入札等の結果、契約額が確定いたしましたことから、債務負担

行為の限度額の変更をさせていただくものでございます。 

 続きまして、地方創生拠点整備交付金でございます。一部、平塚議員の答弁と重複いたしま

すが、こちらにつきましては、国の平成２８年度の第二次補正予算ということで、補正予算に

計上されたものでございます。従来、地方創生交付金につきましては、先行型、加速化交付金、

いずれもソフト事業がメインでございますけれども、今回の交付金につきましては、未来への

投資を実現する経済対策ということで位置づけられておりまして、ハード事業も対象にすると

いうことで予算措置されたものでございます。 

 本市では、この交付金を活用するために、２９年度に予定しておりました山あげ会館のリニ

ューアルと城下町ガイドブックの作成、こちらを前倒しで予算措置をいたしまして、国のほう

に申請をしたところ、２月３日に交付の内示を受けたところでございます。 

 補助金につきましては、ハード事業、ソフト事業とも補助対象経費の２分の１が交付される

ということと、その裏負担分、ハード事業の裏負担分につきましては、補正予算債という起債

が活用できると。充当率１００％で、元利償還金に対する交付税措置が５０％の起債を活用が

できる制度でございます。国の平成２８年度の補正予算ということでございますので、３月補

正予算で計上させていただいたところでございます。 

 続いて、３点目のふるさと納税に関する件でございます。ふるさと応援寄附金、こちらにつ

いては、現在まで５６４件の寄附の申し出がございました。２月２７日現在で１,９５９万

１,６１４円が既に入金をいただいております。今後の入金見込みを含めまして、今回、補正

予算といたしましては１,９７０万１,０００円の歳入と、それに見合います基金への積立金を

計上させていただいたところでございます。 

 これに伴う返礼品の費用でございますが、品物代、それから送料、手数料等を含めまして、

最終的な支出の見込み額が４２３万４,１０４円を予定してございます。寄附金に占める返礼

品の費用の割合が２１.５％でございます。 

 続きまして、本市の納税者が他の市町に寄附した額と人数ということでございますが、

２８年分につきましては現在、確定申告の期間中でございまして、現段階では確定することは



平成29年第１回３月定例会 第１日 

－108－ 

できませんが、２７年中の寄附に対する人員と寄附金額でございますが、２７年度中に他の市

町へ寄附した方は、人数にいたしますと８３名、寄附金額が９４７万１８４円でございます。

この関係で、市民税の控除額は４００万６,４１３円ということになってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  柳田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（柳田啓之）  私のほうから、７ページ、債務負担行為の補正について御説

明をいたします。 

 先ほどの上段のほうと同じでございますが、昨年、補正予算におきまして債務負担行為のほ

うの議決をいただいたところですが、指定管理者のほうの選定をいただきまして、基本協定書

を締結できましたものでございますから、それに伴う変更の補正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  岩附学校教育課長。 

○学校教育課長（岩附利克）  同じく債務負担行為、一番下になりますが、烏山中学校スク

ールバス運行業務委託につきましても、昨年、債務負担行為を組んでいただいたものですが、

その後、入札によりまして金額に変更が生じたということでございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  齋藤こども課長。 

○こども課長（齋藤 進）  １３ページの国庫支出金のうちの保育所整備交付金８０９万

２,０００円について、なぜ事業ができなかったかということでしたが、既にこの事業は実施

しております。聖マリア幼稚園の認定こども園整備事業に伴う国庫整備事業でございます。 

 当初はこの国庫整備事業を予算化しておったんですが、県との協議におきまして、保育所整

備交付金につきましては当面、県の安心こども特別対策事業を使うということになっておりま

して、１５ページを見ていただきまして、１５ページの県補助金の３の児童福祉補助金の安心

こども特別対策事業費補助金８７６万６,０００円、これに全額振りかえしたところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（渡辺健寿）  石川商工観光課長。 

○商工観光課長（石川 浩）  補正予算書２４ページ、５款労働費になります。３２０万の

減額ですが、こちらにつきましては、当初予算７３２万４,０００円のうち、７２０万円を雇

用創造協議会の交付金としてございました。当初、厚生労働省の委託事業が昨年度で終わって

いますので、平成２８年度、新たに採択を受けるかどうかわからない状況だったものですから、

規模を縮小して、単費で少し継続していこうということだったんですが、厚生労働省のほうの
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採択が７月に受けられましたので、それ以降の部分につきましては、国のほうの委託金で対応

しておりますので、単費でとっていた部分を、支出済みのものを除いて３２０万円を減額する

ものでございます。 

 続きまして、２６ページ、国見緑地公園の整備費１,００４万６,０００円の減額ですが、こ

ちらにつきましては、工事が最終的に終わりまして、その事業費の精算でございます。委託料

につきましては、その中の委託料は１４１万６,０００円の工事設計の減額、及び８６３万円

の工事請負費の減額ということで、整地をしまして原状回復した上で地権者のほうに返却をし

てございます。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ２９ページの消防施設整備費並びに３４ページ、建設工事一覧表

にありますサイレン吹鳴装置設置工事でございますが、こちら、設置する箇所は落合地区でご

ざいます。落合地区消防団が向田に統合されまして、もともと詰所があった場所が国有地で、

返還をしなければいけないということで、解体工事を今進めております。消防詰所の上にあっ

たサイレンを近接の私有地に設置をするということで、それに係る工事費を計上させていただ

きました。 

 以上です。 

○議長（渡辺健寿）  佐藤市民課長。 

○市民課長（佐藤加代子）  それでは、国民健康保険事業勘定についての御質問についてお

答えいたします。 

 補正予算書７ページ、まず初めに、国民健康保険税の減額理由ということですが、徴収率が

落ちたのかという御指摘でしたが、今回の補正に当たりましては、収納率は平成２７年度の実

績とほぼ同じものを使って計算をさせていただいております。 

 ではなぜ下がったのかということですが、大きく２つの理由がありますが、１つは、やはり

国民健康保険に加入している方の課税標準額が、予測していたよりも低かったということが大

きな要因です。２８年度の税制改正のときに課税標準額を計算しまして、今回、税率でどのく

らいの徴収率が上がるかという計算もしたところですが、それでも当初予算にはそれを低く抑

えまして、９５％ぐらいの課税標準額で計算をしていたんですが、実際にはそれをさらに下回

ってしまったということで、国民健康保険に加入している方の所得が落ちているということが

原因になるかと思います。 

 もう一つは、被保険者数も予想していたよりも大きく減少しておるということがありまして、

それらも関係しているかと思います。 
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 次に、国庫支出金の減額理由ですが、今回、国庫支出金の減額は、３つの交付額が決定した

ことによる減額補正をさせていただいたんですが、１つは、療養給付費等負担金交付額が決定

したことによって、４,２５０万円の減額。こちらは医療費、療養給付費、療養費、高額療養

費等の合わせた額が基本となって算出されるものですが、それが当初の見込みよりも低かった

ことによって、交付額のほうも今回、交付決定額が減額されたということです。 

 それから、２点目は、介護納付金負担金の交付額が決定したということですが、こちらも当

初、見込んでいたよりも４０歳から６５歳までの２号被保険者が減少したことによるものと、

それから１人当たりの負担金の額が当初予定していたよりも若干低額になったということが原

因になります。 

 それから、３点目の後期高齢者医療支援金負担金の交付額につきましては、現年度、今年度、

２８年度の交付額については当初予算の見込みと大きな差はなかったんですけれども、こちら、

平成２６年度分の精算というものが算出基礎に入ってきまして、その２６年度分の精算によっ

て若干、減額された措置が行われたために、１,２６７万円ほど減額の補正予算とさせていた

だきました。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（渡辺健寿）  ほかにございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、議案第１０号から議案第１７号までの８議案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 日程第２５ 議案第１０号 平成２８年度那須烏山市一般会計補正予算第４号について、原

案のとおり決定することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１０号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２６ 議案第１１号 平成２８年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算

第２号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１１号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２７ 議案第１２号 平成２８年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予

算第１号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２８ 議案第１３号 平成２８年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算第

３号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第２９ 議案第１４号 平成２８年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正

予算第１号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第３０ 議案第１５号 平成２８年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算第

２号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 次に、日程第３１ 議案第１６号 平成２８年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算

第２号について、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、原案のとおり可決い
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たしました。 

 次に、日程第３２ 議案第１７号 平成２８年度那須烏山市水道事業会計補正予算第２号に

ついて、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、原案のとおり可決い

たしました。 

 日程第３３ 議案第１号から、日程第４１ 議案第９号までの平成２９年度那須烏山市一般

会計予算、国民健康保険特別会計予算、熊田診療所特別会計予算、後期高齢者医療特別会計予

算、介護保険特別会計予算、農業集落排水事業特別会計予算、下水道事業特別会計予算、簡易

水道事業特別会計予算、水道事業会計予算の９議案については、いずれも平成２９年度当初予

算に関するものでありますことから、一括して議題としたいと思いますが、御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第３３ 議案第１号 平成２９年度那須烏山市一般会計予算について 

     ◎日程第３４ 議案第２号 平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算に 

                  ついて 

     ◎日程第３５ 議案第３号 平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算につ 

                  いて 

     ◎日程第３６ 議案第４号 平成２９年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算 

                  について 

     ◎日程第３７ 議案第５号 平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計予算につい 

                  て 

     ◎日程第３８ 議案第６号 平成２９年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予 

                  算について 

     ◎日程第３９ 議案第７号 平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計予算につ 

                  いて 

     ◎日程第４０ 議案第８号 平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算に 

                  ついて 

     ◎日程第４１ 議案第９号 平成２９年度那須烏山市水道事業会計予算について 
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○議長（渡辺健寿）  よって、議案第１号から議案第９号までの平成２９年度当初予算につ

いては、一括して議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第１号から議案第９号までの提案

理由の説明を申し上げます。 

 議案第１号は、平成２９年度那須烏山市一般会計予算についてであります。本市の財政状況

は、高率で推移をしている経常収支比率や、恒常的な自主財源比率の低さから、財政の硬直化

に直面をしているところでございます。 

 国においては、平成２９年度予算編成の基本方針に基づき、引き続き経済・財政再生計画

２年目に当たる年として、聖域なき徹底した見直しを推進をするとともに、地方においても、

国と同調した見直しを求めております。一方で、一億総活躍社会の実現や人口減少と地域経済

の縮小の悪循環の連鎖に歯どめをかけるまち・ひと・しごと創生の着実な推進を進めていると

ころであります。 

 さて、本市の平成２９年度一般会計予算でございますが、歳入では、普通交付税の合併算定

替えの縮減開始２年目となりまして、財源の確保がますます困難な状況にあります。 

 歳出では、合併特例債の発行により、市債償還金が高額で推移をしておりまして、引き続き

厳しい財政運営が続くものと、このように予想されます。 

 このような中で、平成２９年度は総合計画後期基本計画の総仕上げの年といたしまして、引

き続き市民福祉の向上と安全安心なまちづくりを進めてまいります。また、さらにユネスコ無

形文化遺産登録を果たした烏山の山あげ行事や、ＪＲ烏山線といった地域資源を活用した交流

人口増加対策、子育て支援のさらなる充実など各種施策を予算に反映をし、まち・ひと・しご

と創生総合戦略をより骨太な戦略として引き続き推進をしてまいります。 

 一方で、中長期財政計画、公共施設等総合管理計画といった主要な計画に基づきながら、選

択と集中の基本的な考え方のもと、歳出の見直しに労力を傾注し、予算規模の縮減に努めてま

いりました。 

 以上のことから、平成２９年度当初予算を総括をさせていただくならば、「財政健全化への

取り組みと、地方創生総合戦略の両立に最大限配慮した予算」となっております。この結果、

平成２９年度一般会計歳入・歳出総額予算は、昨年度比４億３,９００万円減額、率にいたし

まして３.８％マイナスの１１０億４,５００万円といたしました。 

 主な内容を御説明申し上げます。まず、歳入でございます。市税は、前年度比１億７８０万
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８,０００円、３.７％増とし、総額３０億５,５８７万円といたしました。主要な税目では、

市民税は、個人住民税について若干の増額を見込み、固定資産税は償却資産の伸びから

８,２３２万８,０００円の増額を見込みました。 

 地方交付税は、合併算定替の縮減が２年目となり、さらなる減額が想定されるものの、平成

２８年度の実績を勘案し、前年度同額４４億円といたしました。このうち普通交付税は３９億

円、特別交付税５億円といたしております。 

 国庫支出金は、地方創生推進交付金や、子供のための教育・保育給付費負担金の増額などに

より、前年度比５,７８０万７,０００円、６.０％増の１０億２,２８１万７,０００円といた

しました。 

 繰入金は、財源不足を財政調整基金等から繰り入れるものでございますが、予算規模の縮減

に努めた結果、前年度比４,８６６万３,０００円、１６.８％減の２億４,０６２万

７,０００円といたしております。 

 市債は、武道館本体工事完了に伴う減により、前年度比４億１,０５０万円、４５.７％減の

４億８,７９０万円といたしました。そのうち合併特例債につきましては、前年度比

２,７５０万円、３２.２％減の５,７９０万円といたしております。 

 臨時財政対策債は、平成２８年度の実績と、国の地方財政計画を勘案し、前年度比１億円、

２０％減の４億円といたしております。 

 次に、歳出でございます。議会費は、職員人件費の減額等により、前年度比２０３万

９,０００円、１.４％減の１億４,４５５万円といたしております。 

 総務費は、地域おこし協力隊事業費や、ＪＲ烏山線沿線まちづくり推進事業費の増などによ

りまして、前年度比２８４万７,０００円、０.２％増の１２億４,３４４万１,０００円といた

しました。 

 民生費は、にこにこ保育園施設整備費や、私立保育施設運営委託事業費などの増によりまし

て、前年度比７７３万９,０００円、０.２％増の３４億９,２８５万８,０００円といたしまし

た。 

 衛生費は、じんかい収集処理費における広域行政事務組合負担金などの減によりまして、前

年度比２,５９６万円、１.９％減の１３億７,０４１万１,０００円といたしております。 

 労働費は、雇用対策事業の減によりまして、前年度比６８０万円、９２.８％減の５２万

４,０００円といたしました。 

 農林水産業費は、新食肉センター新設整備に対する出資金など増額はあるものの、畜産振興

費の減によりまして、前年度比１億４８７万５,０００円、２２.２％減の３億６,６７５万

７,０００円といたしました。 
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 商工費は、企業誘致事業費などの増によりまして、前年度比３,９８０万円、９.０％増の

４億８,０９１万１,０００円といたしました。 

 土木費は、下水道事業特別会計繰出金の増額はあるものの、社会資本整備総合交付金、合併

特例債等を活用した道路整備費などの減によりまして、前年度比１,７１１万７,０００円、

２.７％減の６億２,６２１万７,０００円といたしました。 

 消防費は、広域行政事務組合負担金の増額により、前年度比５０９万８,０００円、０.９％

増の５億８,６４４万２,０００円といたしました。 

 教育費は、武道館施設整備費や、南那須中学校施設整備費、国体開催整備事業などの事業完

了に伴う減によりまして、前年度比３億１,１２３万３,０００円、１９.５％減の１２億

８,１１１万７,０００円といたしました。 

 以上の結果、歳出予算の目的別構成比では、民生費３１.６％、公債費１３.０％、衛生費

１２.４％、教育費１１.６％の順となっております。 

 また、性質別構成比では、補助費等が２２.４％を占め、以下、人件費１７.４％、物件費

１６.４％、扶助費１４.３％となっております。 

 次に、議案第２号は、平成２９年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算についてでありま

す。 

 国民健康保険は、国民皆保険の最後のとりでといたしまして、被用者保険に加入する人を除

く全ての人を被保険者としているために、他の医療保険に比べて低所得者層や高齢者を多く抱

えるという構造的な問題を抱えております。このため、国保の財政運営は極めて厳しい状況に

ありますが、平成３０年度の新国保制度の導入に向けて、県内の平準化を見据えた国保税率の

改正や保険事業の見直し等を行い、国保財政の健全化に努めているところでもございまして、

今後も適正な予算編成を図ってまいります。 

 まず、国民健康保険特別会計事業勘定から御説明を申し上げます。平成２９年度事業勘定の

歳入・歳出予算総額は、前年度比２.８％増の４１億６,６１１万８,０００円でございます。 

 歳出の主な内容は、保険給付費が予算総額の５８.３％を占めておりまして、次に共同事業

拠出金２２.９％、後期高齢者支援金等１１.７％、介護納付金４.８％になっております。 

 主な財源は、国民健康保険税、国庫支出金、前期高齢者交付金及び共同事業交付金でありま

す。一般財源である国民健康保険税は、前年度比６.１％減の８億３,２６０万円となっており

ますが、交付金等の伸びによりまして、歳入総額では前年度比１億１,４８１万３,０００円の

増となっております。なお、財源不足につきましては、財政調整基金繰入金といたしまして、

６,０００万円を計上しておりますが、前年度までの一般会計からの赤字補填繰り入れは解消

しています。 
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 次に、診療施設勘定であります。平成２９年度診療施設勘定歳入・歳出予算総額は、前年度

とほぼ同額の７,３５２万３,０００円となっております。 

 歳出の主な内容は、総務費が予算総額の６２.４％を占める４,５８６万２,０００円で、次

いで医業費が３３.３％、２,４５１万９,０００円となっております。なお、歳入の主な財源

は診療収入でございます。 

 次に、議案第３号は、平成２９年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算についてであります。

平成２９年度熊田診療所特別会計の歳入・歳出予算総額は、前年度比３.３％、金額にいたし

まして１６７万円増の５,１７４万３,０００円でございます。 

 歳出の主な内容は、総務費が６８.７％を占めておりまして、続いて医業費が３０.３％とな

っております。主な財源は、診療収入及びへき地診療所補助金でありまして、不足財源につき

ましては一般会計繰入金をもって措置をいたしましたが、繰入金額は減少いたしております。 

 診療所の経営につきましては、厳しい状況が続いておりますが、特に高齢者の受診者が定着

をしておりまして、地域に根差した医療機関といたしまして、地域住民の医療の確保と健康増

進に大きな役割を担っております。今後とも健全運営に努めてまいる所存でございますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 議案第４号は、平成２９年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算についてであります。

平成２９年度後期高齢者医療特別会計の歳入・歳出予算総額は、前年度比約３.２％減の３億

１,６８１万３,０００円でございます。 

 歳出の主な内容は、保険料等の広域連合納付金が８８.９％を占め、次いで健康診査事業が

９.５％となっております。 

 主な財源は、後期高齢者医療保険料と一般会計繰入金でありますが、このうち後期高齢者医

療保険料は、６０.５％を占める１億９,１７５万５,０００円で、前年度比２.１％の減となっ

ております。繰入金は、国民健康保険と同様に、低所得者や被用者保険の被扶養者に対して減

額をした保険料額を補塡するため、県及び市が負担する保険基盤安定繰入金を８,９８９万

５,０００円、事務費繰入金を９０７万２,０００円計上いたしております。 

 なお、後期高齢者医療の保険料率は、前年度と変わらず、被保険者数は、平成２８年４月か

ら９月までの月平均被保険者数から１％増の４,８６７人を見込んでおります。 

 次に、議案第５号は、平成２９年度那須烏山市介護保険特別会計予算についてであります。

平成２９年度介護保険特別会計の歳入・歳出予算の総額は前年度比１８０万円減の０.０７％

減でございます。２５億５,０２０万円でございます。 

 歳入につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費の財源といたしまして、第１号被保

険者介護保険料を初め、国、社会保険診療報酬支払基金、県及び市の負担分が主なものでござ
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います。 

 歳出につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費などでございます。 

 平成２９年度は那須烏山市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画の最終年度となります

が、引き続き介護給付費の適正化に努めてまいりたいと存じます。昨年４月から、地域支援事

業といたしまして、介護予防・日常生活支援総合事業を開始いたしました。第６期の介護保険

制度の改正におきまして、これまで介護予防給付に位置づけられておりました介護予防訪問介

護及び介護予防通所介護が、地域支援事業の介護予防・生活支援サービス事業に位置づけられ

ることとなりまして、新たに訪問型サービス、通所型サービスとして実施をするとともに、介

護予防事業といたしましては、市地域包括支援センターを中心に、楽笑長生き教室の実施や、

ふれあいの里事業の拡充、介護予防サポーターの支援、総合相談事業、認知症総合支援事業な

どに積極的に取り組み、介護予防と健康増進を推進してまいりたいと考えております。 

 さらに、今後において予想されるさらなる高齢化社会に対応するため、介護サービスの充実

と質の向上、及び介護保険事業の円滑な運営に努めてまいる所存でございます。 

 議案第６号は、平成２９年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予算についてであります。

平成２９年度農業集落排水事業特別会計の歳入・歳出予算総額は、前年度比１９０万円、

３.２％減の５,７１０万円であります。 

 歳出の主な内容は、水処理センター等施設の維持管理費及び建設事業に係る市債の元利償還

金であります。財源につきましては、事業加入金、使用料、一般会計繰入金及び市債等をもっ

て措置をいたしております。 

 興野地区の農業集落排水事業は、平成１２年１月の供用開始以来、施設の維持管理及び水洗

化率の向上に取り組んでおりまして、平成２８年３月末水洗化率８８.７％となっております。 

 議案第７号は、平成２９年度那須烏山市下水道事業特別会計予算についてであります。平成

２９年度下水道事業特別会計歳入・歳出予算総額は、前年度比５,４１０万円、１５.２％増の

４億１,０５０万円であります。 

 歳出の主な内容は、水処理センター等の維持管理費、管渠築造工事費、南那須水処理センタ

ー耐震補強工事費、管渠工事及び建設事業に係る市債の元利償還金であります。 

 財源は、受益者負担金、下水道使用料、国庫補助金、一般会計繰入金及び市債等であります。 

 下水道事業は、平成２５年３月に全体計画の見直し及び認可区域の拡大を行いました。烏山

中央処理区における平成２８年３月末の整備面積は約１１０.８ヘクタールで、水洗化率は

３４.９％、年間汚水処理量は１５万４,０４１立方メートルであります。 

 また、南那須処理区は、平成２５年３月末までに全体計画区域の６３.８ヘクタール全ての

整備が完了しておりまして、水洗化率は８９.３％、年間汚水処理量は１６万５,１０１立方メ
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ートルでございます。 

 今後は、烏山中央処理区の整備を進めるとともに、引き続き水処理施設の良好な維持管理と

水洗化率の向上に努めてまいる所存でございます。 

 議案第８号は、平成２９年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算についてであります。簡

易水道事業は、安心安全な水道水の供給により、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るため、

円滑な事業運営と水道施設の維持管理に万全を期してまいる所存であります。 

 本会計の予算総額は１億４０７万４,０００円でございます。支出の主なものは、業務委託

料として、境東簡易水道区域の耐震２次診断業務を計上するほか、簡易水道の人件費、維持管

理費、市債の償還に伴う元金及び利息となります。 

 これらの財源につきましては水道使用料、加入金、一般会計繰入金等をもって措置をいたし

ております。 

 議案第９号は、平成２９年度那須烏山市水道事業会計予算についてでございます。水道事業

につきましては、市民生活を支える重要な公共インフラでありますことから、引き続き健全な

運営と公共の福祉の増進に心がけ、良質で安全な水道水を安定的に供給することにより、多く

の市民の皆様方から信頼される水道事業経営を推進をしてまいりたいと考えております。 

 また、その事業経営におきましては、収納率の向上、経費の節減など、なお一層、企業努力

を重ね、利用者の利便性とサービスの向上を図るとともに、自然災害に対する備えにも十分配

慮しながら、今後も公衆衛生の維持と安定供給のために、また、施設の管理や整備等に努めて

まいりたいと考えております。 

 平成２９年度当初予算の業務概要であります。給水戸数８,６４１戸、年間給水量２２６万

８,６３６立方メートル、１日平均給水量６,２１５立方メートル、主な建設改良事業費は

２,５２１万８,０００円で、田野倉地内配水管布設替工事を実施をいたす予定でございます。 

 水道事業収益の主なものは、水道料金、他会計補助金等で５億５,９９７万６,０００円であ

ります。水道事業費用の主なものは、水道維持管理費、人件費、減価償却費、支払利息等で

４億９,６５２万３,０００円であります。 

 投資的経費であります資本的収入の主なものは、他会計出資金等で４,１８４万２,０００円

であります。 

 資本的支出の主なものは、建設改良費、企業債償還金でありまして、２億７,９４７万

８,０００円でございます。 

 以上が議案第１号から議案第９号までを一括して提案理由の説明を申し上げたところでござ

います。どうか慎重に御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し

上げまして、提案理由の説明といたします。 
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○議長（渡辺健寿）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りいたします。質疑については、議会運営委員会の決定に基づく日程のとおり、３月

７日に行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、平成２９年度当初予算の質疑について

は、３月７日に行うことといたします。 

                                    

     ◎日程第４２ 議案第３８号 南那須地区広域行政事務組合規約の変更について 

 

○議長（渡辺健寿）  日程第４２ 議案第３８号 南那須地区広域行政事務組合規約の変更

についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３８号 南那須地区広域行政事務組

合規約の変更について、提案理由の説明を申し上げます。 

 南那須地区広域行政事務組合では、広域行政圏計画の策定及び同計画に基づく事業の実施の

連絡調整に関する事務を共同処理事務といたしまして執行し、南那須地区広域行政圏計画基本

構想を、平成１９年度を初年度、平成２８年度を目標年度といたしまして、１０カ年計画とい

たしまして基本計画を、平成１９年度から平成２３年度の５カ年計画として事務を執行してま

いりました。 

 しかし、平成２０年度をもって広域行政圏計画策定要綱が廃止をされたことに伴いまして、

基本構想の理念を継承しながら、平成２５年度から平成２９年度の５カ年計画として、新たに

南那須地区広域行政事務組合事業推進計画を策定をして、事務を執行しているところでござい

ます。 

 このため、基本構想が目標年度といたします平成２８年度を迎えたことから、規約第４条に

規定する組合の共同処理する事務のうち、第１号、広域行政圏計画の策定及び同計画に基づく

事業の実施の連絡調整に関する事務を削除するため、組合規約の一部を変更するものでござい

ます。 

 つきましては、この規約の一部を変更することについて、関係市町が協議をすることについ

て、地方自治法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 何とぞ御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提
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案理由の説明といたします。 

○議長（渡辺健寿）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第４２ 議案第３８号について、原案のとおり決定することに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渡辺健寿）  異議なしと認めます。よって、議案第３８号は、原案のとおり可決い

たしました。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渡辺健寿）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は３月２日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ５時５８分散会］ 
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